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　選ばれし吉きち日じつ。

　漆しつ黒こくの甍いらかがまばゆい太テ陽ヤン宮グンの正せい殿でんで、ついに十五代王が正せい妃ひを迎むかえる嘉礼ぎしきが執とり行われた。

　月廊に囲まれた薄うす石いし舗ほ装そうの広い前庭には文武百官が立ち並び、正殿安あん政せい殿でんをいただく二重の月台ぶたいでは花王舞まうような華はなやかな宮中歌踊が披ひ露ろうされている。

「長く待たせたな」

　それらを見晴るかす御ぎよ座ざで、大礼服に身を包んだ王が王妃となった女性に小さく詫わびた。

「そう？」

　感かん慨がい深げな王とはちがい、王妃はきょとんと瞬またたいてから屈くつ託たくなく笑った。

「怒ど濤とうの日々だったからそんなに待ったって感じはしないわね。なんかすっごく忙いそがしかったなあって気はするけど」

「そうか。それはそれで、よかったと言うべきか苦難を歩ませて悪かったなと詫びるべきか迷うな。しかしおまえ、そろそろ言葉づかいなんとかしろよ。没ぼつ落らく両ヤン班バンの娘むすめ」

「そっちこそでしょ、畑作王」

「俺は時と場所をわきまえてる」

「あら、じゃあ私と一いつ緒しよだわ」

　ふたりはおどけたように顔を見合わせてから、共犯者めいた笑えみを浮うかべる。

「──似合ってるぞ、その大礼服」

「褒ほめられても浮かれようがないわ。身が引き締しまる思いだもの……思いっていうか、いろんな意味で重い」

　短く息を吐はいて、王妃は身を包んだ格式高い真しん紅くの大礼服を見る。

　最高級の絹地の前後身ごろには、夫ふう婦ふの和合を象しよう徴ちようする翟キジがすべて金糸で刺し繡しゆうされている。その数にして五十一。胸や背、肩かたにあるのは補ポとよばれる円に描えがかれた刺繡。その豪ごう華か絢けん爛らんな金の意い匠しようは五ご爪そうの龍りゆうだ。

　身分によって厳格に衣い装しようが定められ差別化されている宮中で、これらはまさに従九品から正一品までの十八段階の品階すらも飛びぬけ、朝ちよう廷てい百官よりさらなる高みに立ったことを表す礼服でもあった。

「ちょっと前までは徹てつ夜やでこれを仕立てる宮女のひとりだったんだけどなあ」







　これはのちの世に十五代王朝祖、その正妃明曉王后李イ氏と諡おくりなされるふたりの出会いの物語。
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　大陸の半島に位置する太テ伯ベク国の緑深き王都神シニ陽ヤン。

　自然と調和するように建てられたその荘そう厳ごんなる王宮の片かた隅すみで、ひとりの少女が倒たおれていた。場所は内ない廷ていとよばれる王や王室の人びとの生活区域である。

「…………うぅ」

　ふらりと身を起こした少女が身にまとうのは、浅あさ葱ぎ色いろの裳チマに退紅色の上衣チヨゴリ。染めが薄い衣服は身分が低い証あかしだ。彼女はこの太テ陽ヤン宮グンの見習い宮女だった。名前を李イ明ミヨン花フアという。

「ご、ごはん……ごはん食べたい……」

　嚙かみしめるように言う。どうせ嚙みしめるなら言葉でなく、ほかほかのごはんをしっかりじっくり嚙みしめたかった。もう三日はまともな食べ物を口にしていないのだ。

　病気で食欲がないならともかく、健康でなおかつ働きながらこれではとても体が持たないと思う。

「遅おそい！　どこほっつき歩いてたんだい！」

　明花が見習いとして所属する部署、王室の衣装や寝しん具ぐを仕立てる針チム房バンへとたどり着くと、上司である針チム房バン尚サン宮グンの朴パク氏が仁に王おう立だちで出で迎むかえた。

「すみません、媽マ媽マ任ニム！」

　媽媽任は宮中で尚宮の地位にある宮女への尊そん称しようだ。

「ちゃんと公主さまの採寸を終えてきたんだろうね？」

「はい。前回よりももう大きくなっておいででした」

「じゃあさっさと仕事にかかりな！　ああ明ミヨン花フア、そのまえに足だね」

　出しな、と言われて明花はしかたなく裳を引きあげてふくらはぎを露ろ出しゆつした。鞭むちだ。竹製のよくしなる鞭で遅ち刻こくのお仕置きをされるのだ。

　ちょっと納なつ得とくがいかない、と明花は心の中で思った。

　明花だって遅刻したくてしたわけではない。今年五歳になる幼い公主は育ち盛りなので頻ひん繁ぱんに採寸にうかがわなくてはならないのだが、この広大な内廷において公主が住まう殿というのがまずやたらに遠い。

　人の目があるところはしずしずと歩き、誰だれもいなくなったら走るという褒められない裏技をつかっても、サッと行ってサッと戻もどってこられる距きよ離りではなかった。

　加えて、極度の空腹である。

　これは不ふ可か抗こう力りよくだ。下働きの雑仕女ムスリとちがって宮女には食事も出てはいるのだが、この三日、明花の食事は針房尚宮によって抜ぬかれていた。おかげで途と中ちゆう、なんどかふらりと足もとがおぼつかなくなってしまったのだ。

　朴尚宮が鞭をふりあげたのか、まわりにいた宮女たちが息をつめた。彼女の鞭がとにかく痛くて執しつ拗ようだということは周知の事実だ。明花もぐっと歯を食いしばる。

（ああ！　どうせならこんな事じゃなくて、おいしいものを食べるために顎あごに力入れたい！　干し肉とか、干し肉とか、干し肉とか！　まったくもって顎のムダ遣づかい！　おなか空すいたあ！）

　痛みよりも空腹で涙なみだが出た。







　結局足はひどいミミズ腫ばれになった。

　冷やす間もなく、幼い公主の新たな衣ころもを仕立てる作業に入る。

「アンタ立ち回りだけはどうやってもヘタだねえ、裁断と縫ほう製せいはこんなに正確なのにねえ」

　作業に没ぼつ頭とうしていたところ、手もとをのぞきこんできたのは桃もも色いろの上衣に青い裳をまとった内ナ人インとよばれる先せん輩ぱい宮女たちだった。

「そりゃあ正確にもなるさ。この子ほど早く起きて縫製の手習いしてるのはいないもの」

「道具の手入れだってこまめにしてるよ。えらいえらい」

　ありがとうございます、と答えようか明花は迷った。かん違ちがいしてはいけない。ふだん通りに考えれば、彼女たちは明花を褒めようとしているわけではないはずなのだ。

　予想通り、彼女たちは「でもねえ」と言っていっせいに顔を見あわせ薄く嘲あざ笑わらう。

「よりによって公主さまに気に入られちまうなんて、ほんとバカだねえ」

「宮女の基本がなってないね。〝泥どろ船ぶねには乗らない〟」

「沈しずむ船に乗ったせいで、目をつけられちゃうなんて愚おろかなこと」

「──そんな言いかた、公主さまに失礼では？」

　明花は思わず声をあげてしまった。

　内心で、こういうところがまさに「立ち回りがヘタ」なところなのだろうなと思う。

　でも自分のことならともかく、幼い公主を悪く言われて黙だまってはいられなかった。

　王宮の西、露ろ葉よう堂に住む公主は夭よう逝せいされた先代王が残されたひとり娘だ。

　宮中で後ろ盾だてとなるはずの母妃もすでに亡なくし、しかも新王は遠方に住んでいた王族から選ばれたためにつながりが薄く、公主の宮中での立場は非常に弱かった。

　まだ五歳になろうかという年ねん齢れいであるのに、近いうちに降こう嫁かという形で王宮を出されるといううわさがあり、かなりの真実味を帯びていることも確かだった。

　だがそれにしたって、言っていいことと悪いことがあるとは思わないのだろうか。

「泥船だの沈むだの、撤てつ回かいしてください」

「なんだい、公主さまに言いつける気かい？」

「そんなことしません。撤回をお願いしているんです」

　明花がいくら訴うつたえても、内人たちは嘲あざけりの姿勢を崩くずさなかった。くつくつと肩をゆらして忍しのび笑い、内人どうしで意味ありげに視線をかわしあう。

「アンタほんと愚かねえ。見習い宮女があたしたち内人をどうにかできるとでも？　バカやってないで、ほうらあたしたちのぶんもきれいに仕立てておきな」

　はじめからそうするつもりだったのだろう、内人たちはそれぞれの仕事を明花に押しつけ、房へやを出て行ったのだった。

　任せられた膨ぼう大だいな仕事量に半目になる。

　これはもしや、今晩の食事に間にあわないというやつではないだろうか。

「うぅ、ごはん……私のごはん」

　おなかの音はもう鳴らなくなった。それでもやっぱりおなかは空いていて、なにか食べたい、嚙みたい、のみこみたい味わいたいという欲よつ求きゆうは強くなる。人一倍食べものへの執しゆう着ちやくが強い自信があるのにこんなの拷ごう問もんだ。

「代わりに水ばっか飲んでたらおなか下ったし……あぁもうっっ！　見てなさいよ、ぜったいぜったい出世してやるんだから────っ！！！」

　猛もう然ぜんと作業の手を動かしながら、たまりかねて明花は叫さけんだ。

「見習い卒業して内人になったらスッゴイ服仕立ててズンドコズンドコ階級駆かけあがってやるぅ！　そしたら山のような仕送りを実家におくって自分ももうこれでもかってくらいごはんたらふく食べてやるんだから！」

「ねえ、その昇しよう格かくできるスッゴイ服ってどんなもの？」

　訊きき返す声に驚おどろいて、明花は勢いよくふり返った。

　いつのまにか房へやの入り口には可か憐れんな少女が立っている。部署はちがうがかつておなじ日に王宮入りした見習い宮女だった。

　針房の内人でなかったことにまずホッと胸をなで下ろす。

「美ミ成ソン！　そうね……王おう妃ひさまの唐タン衣イとか」

　現在王妃の座は空位のままだが、その頃ころには必ず埋うまっているはずだ。

　王の妃きさきとなるくらいだから、きっと美しい深窓のご令れい嬢じようがやってくるだろう。聡そう明めいそうな美人なら大だい胆たんに吉きつ祥しよう文字を織りこんだ絹で仕立ててもいいし、美成のような愛らしい顔立ちの女性なら、季節の花に合わせた色の絹に花か影えいを縫ぬってもいい。

「刺し繡しゆうを担当する繡ス房バンと相談して、風でふくらむやわらかな裳に……あ！　でも昇格に絡からむなら寝具のほうがいいかも。殿でん下かとの愛が深まるように、媚び香こうを焚たきこめた愛の寝具を贈おくるなんてどう！」

　殿下とは王のことだ。西に君臨する大だい帝てい国こくの皇こう帝ていにはばかって、太伯国では王を陛下ではなく殿下とお呼びする。
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「明花、それちょっと引く。でもたしかにそれでお子ができたら昇格はしそうかしら。その頃には私も至チ密ミルの内人になっているから、あなたの案をうまくうちの媽マ媽マ任ニムに取り持ってあげてもいいわよ」

　美成が所属する至密は、王や王妃の寝しん殿でんではたらくもっとも格式高い部署だ。美成はなかでも王の寝殿のお世話をする至密内人の見習いだった。

「ヤッタ──！　ありがとう美成、持つべきものは至密の友ね！」

　明花がむぎゅっと抱だきつくと、美成はうっとうしげにそれを引き剝はがした。

「なに言ってるの。最終的にはあなたの裁さい縫ほうの腕うでが悪ければ採用されないのよ。でも一番大事なのはまず上司に好かれる事ね。いくら腕がよくたって上司に睨にらまれていたら出世もなにもムリってものよ」

「ぐうの音も出ません……」

「ところで明花、朴尚宮はどこ？」

　美成はがらんとした針チム房バンの中をきょろきょろとする。

「さっき内ない殿でんに行ったけど……って、あっ、もしかして仕上がり予定だった殿下の寝ね間ま着きを取りに来たの？　さっき媽媽任が自分で届けるって持ってったんだけど」

「えぇ!?　取りに行くって言ってあったのに」

　美成は春の花のようなかんばせを軽くしかめた。本当にかわいい子というのはどんな表情をしても様になるんだなあとつくづく感心する。

「もう、朴パク尚サン宮グンってばほんと野心家よね。なんとか王室に取り入ろうと必死であきれてしまうわ。大王大妃さまに見向きもされないもんだから、まだ宮きゆう廷ていに馴な染じめない殿下に標的を変えたのね！」

　尚宮といえば手に職を持つ宮女としては最高位だが、そのなかでも王室の覚えめでたい者ほど陰かげの権力がある。現在だと大王大妃の身辺に侍はべる至チ密ミル尚サン宮グンが内ない廷ていで力を誇ほこっており、朴尚宮はそれにあこがれているらしい。

　寝殿に戻もどろうと身をひるがえしかけた美成は、ふと思いだしたように立ち止まり、懐ふところから手しゆ巾きんの包みを取り出した。

「これ、食べていいわよ」

「うそ、ご、胡ご麻ま菓が子し!?」

「王はあまり食に熱心な方ではなくてね、よく残されるのよ。私はきのうも食べたからあげるわ」

　少し得意げに言う美成が女め神がみに見えた。菓子なんて贅ぜい沢たくな物は、王室の方々から下か賜しされないかぎり口にする機会はない。それをきのうも食べたなんて、やっぱり至密はすごいなあと思う。

「ありがとう美成！」

「まあね。じゃあ私はもう行くけど、頑がん張ばりなさいね。朴尚宮のやり方は好きじゃないけれど、あなたは少し見習った方がいいのかもしれないわ。あなたの出世欲も食欲も人一倍強いってことは知ってるけど、もっと正しい形での努力は必要よ。公主さまに懐なつかれて、そのせいで上司に睨まれちゃうなんてのは下策の下策。公主さまとのつき合いはすぐに終わるけど、上司や先せん輩ぱいたちとのつき合いは今後ほぼ一生つづくのよ。女の嫉しつ妬とは怖こわいんだから気をつけなさい」

「下策って、懐かれようと思ってなにかしたわけじゃないんだけど……」

　以前、内人とともに採寸にうかがった時、昼ひる寝ねで怖い夢を見たとかで公主が大泣きをしていた。亡き母君を呼びつづける様子があまりにも稚いとけなくてかわいそうで、明ミヨン花フアは即そく席せきで巾きん着ちやくを縫って差しあげたのだ。お付きの宮女が公主はツバメが好きだと言うから、そのヒナを模してくちばしと小さな翼つばさや尾おもつけてみたところ、見事に泣き止やんだ。

　たったそれだけのことだったのだが、なぜかすっかり懐かれてしまったのだ。泣き止ませようとはしたが取り入ろうとしたわけじゃない。

　以来ちょっとした絹地などを下賜されるようになって、野心家でありながら王族に見向きもされない朴尚宮としてはおもしろくないのか、なにか事あるたびに強く当たられるようになってしまった。

　もともと見習いいびりの厳しい人だったけれど、それが増し増し大増量中である。

「どうせあなたのことだから公主さまに懐かれて悪い気もしてないんだろうけど、実家、お金に困ってるんじゃないの？　内人として認められるのは入宮して十五年目だなんて言うけれど、実際には上司の推すい薦せんで早く認められてる子たちだってたくさんいるじゃない。あなただって早く内人になってたくさん仕送りしたいでしょう？」

「うん」

　美成は、だから公主とはうまく縁えんを切れと言外に告げて去って行った。

　そしてやはり、この日も食事にありつくことはできなかったのだった。




[image: ]




「みょんは、みょんは、こっちです」

「ミョンファです。公主さま」

　公主の背は明花の腰こしあたりまでしかないのに、なかなか足が速い。

　息を切らし、空腹のせいで意識を飛び飛びにしながらようやく追いつくと、公主はつま先立ちで露葉堂の軒のき先さきを見上げていた。視線の先にあるのはツバメの巣だ。

「みてくださいみょんは、ヒナがとってもおっきくなったんです」

「わあ、本当ですね！」

　以前見に来たときにはただ口を大きく開けてエサをねだるだけだったのが、いまでは巣のふちに留まったり羽をばたつかせてみたりとすっかり大きく成長していた。

「もうすぐ巣立ちですね」

「たのしみだけれど、すこしさみしいです。ヒナもすだつし、みょんはもなかなかあえなくなるのでしょ？」

「そうですね……今てんてこ舞まいの忙いそがしさなんです。なにせもうじき『揀カン擇テク』が行われますから、仕立てなくちゃならない衣い装しようが山ほどで」

『揀擇』とは、王室に妃ひ嬪ひんをむかえるための選せん抜ばつ試験のことだ。

　国民の身分は大きく分けて四つ、上から両ヤン班バン、中チユン人イン、常サン人イン、賤チヨン民ミンに分かれているのだが、対象となるのはこのうち両班と呼ばれる士族の適てき齢れい期きにある国内すべての娘むすめだ。

　先代の十四代王は若くして崩ほう御ぎよされたため世よ継つぎ（世セ子ジヤと呼ばれる）がおらず、しかも近きん縁えんにふさわしい男子がいなかったことから急きょ遠方より王宮に戻されたのが、昨年王位についたばかりの十五代王だった。

　妻帯していなかったため、今回の『揀擇』によって王妃を決める。

　とり仕切るのは大王大妃である黄フアン氏だ。十二代王の正妃として宮中に入り、子が十三代王として即そく位いしたことで大妃となり、孫が十四代王の座についたことで大王大妃にまでのぼりつめた女性。いまや内廷どころか朝ちよう廷ていにまで君臨する女じよ帝ていである。

「『揀擇』に臨のぞまれる大王大妃媽マー媽マーの礼服は、最高の格式と威い厳げんあるものをつくらないといけません。その後は王おう妃ひさまを迎むかえるさまざまな儀ぎ式しきがめじろ押しです。それらにも新たな礼服が必要ですし、なにより新しん婚こんとなられる主上殿でん下かの衣装もよいものを仕立てなくては」

　公主はその細い首でしょんぼりとうなだれた。

　この幼い公主は駄だ々だをこねることをしない。両親を亡なくし宮女からも軽かろんじられ、それでもまだ四歳の少女がじっと境きよう遇ぐうを耐たえている。そのいじらしさにむぎゅっと抱だきしめたい衝しよう動どうに駆かられるのだ。

（美ミ成ソン、縁なんて切れるわけない）

　嫌きらわれるようなことをすれば済む話だが、それはできない。したくない。

「公主さま、こんなことを言うのは僭せん越えつなんですが、繁はん忙ぼう期が終わったらまたこうしてお呼びくださいますか？」

　公主はハッと顔をあげ、頰ほおを染める。

「も、もちろんですよ！」

「よかった。明花はうれしいです。それに実は私、『揀擇』がとても楽しみなんです。きっと美しくてお優やさしい方が選ばれますよ。その方にお子が生まれたら公主さまは義理のおねえさまではないですか。すてきです」

「わたくしが、おねえさま……」

　ぱあっと公主の顔が明るくなった。

　思わずその小さな頭をなでそうになり、あわてて手をひっこめる。かわりに携けい帯たいしていた裁さい縫ほう具から針などを取りだした。

「さあ、公主さまはツバメの他ほかにどんな生きものがお好きですか？　猫ねこなんてどうです？　しっぽつきの巾着は愛らしくていいと思いますが」

　出世したい。ごはんを抜ぬかれたりせず、実家にたくさん仕送りできるような立派な品階を手に入れたい。

　けれどそのために今、この幼い公主を悲しませるようなことだけは絶対にできないのだ。それをあらためて強く思った。
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「見習いとして入宮してから十五年で一人前ってことは、二十二歳かぁ」

　西にし陽びが差しこむ針チム房バンで、ぼんやりとつぶやいた。

　公主のお召めしが終わり、もちろん仕事中である。空腹は継けい続ぞく中でいまや頭がずしりと重く、体がだるい。ただ手だけが別の意識を持っているかのように、機械的な正確さで大王大妃の足袋たびを縫ぬっていた。

　ちなみに公主は帰り際ぎわにやわらかくてふかふかの餅もちを明花に持たせてくれた。人間てこんなに大量のよだれが出るものなのかと驚おどろくくらい口の中では大だい洪こう水ずいが起こったのだが、露葉堂の門で待っていた針房の内人にちゃっかり取りあげられてしまった。

　つぎ会ったときに公主から餅の味を訊きかれたらどうしよう。先輩に食べられたと言ったら悲しむだろうか。やはり最高でしたとしか言えそうにない。

「はー、二十二歳で内ナ人イン、尚サン宮グンになるにはさらに十ウン年……」

　宮中で王に仕える女性たちを総そう称しようして内ない命みよう婦ぶという。

　この内命婦には官かん吏りたちとおなじように、下は九品から上は一品までの序列をしめす品階が設けられている。さらにそれらひとつひとつに従と正の二段階があるので、全十八品階である。

　一人前の宮女、つまり内人となってその末まつ端たんに加わり、そこから昇しよう格かくできる最高位が正五品の尚宮だ。従四品から上の品階は後フ宮グンとよばれる王の側室のみが上がることができる。

　明花が目指すのは正五品の針チム房バン尚サン宮グンなのだが、そこまでの道のりの長さに白目をむいてしまいそうだった。

「い……いやいや絶対なれる。時間はかかるけど大だい丈じよう夫ぶ。針房で一番針がうまいの私だし」

　針房の見習いとなってからひたすらに努力を続けてきた。

　縫ほう製せいで大事なのは基本の正確さだ。寸分の狂くるいなく断たち、いっさいのズレなく縫う。明花がはしを三巻縫製処理した生き地じはぜったいにほつれがないと評価をもらっている。できの悪い見習い宮女はクビになってしまうこともあるが、それだけはないと自信がある。

　腕うでがいいせいで内人たちにやたら仕事を押しつけられている感はあるが、そこは通過儀ぎ礼れいとして耐えようじゃないか。

「そう、時間。年月さえ経たてばこの手に針房尚宮の地位がぁって、だめじゃん！　ダメダメ、もっと早く出世しないと！　尚宮でなくてもいいから、もちょっと下の……」

　ブツブツ言いながら房へやを出る。針房での仕事は終わったけれど、明ミヨン花フアにはまだ仕事がある。上司であり師でもある朴パク尚宮のお世話だ。

　手はじめに、水みず甕がめのたくわえが残り少なくなっていたので井い戸どから汲くんで運ぶ。

　くらりとめまいがして水みず桶おけを落としそうになった時、とっさにそれを支えてくれた者がいた。

「──っと大丈夫かい？」

　ハイ、と答えようとして動転した。

　助けてくれたのは男性武官。それも伏ふせがちな長いまつ毛、通った鼻び梁りよう。どこか翳かげりを帯びた憂うれいある面おも差ざしの、厭えん世せい的ともいえる美青年だった。

「あのっ……す、すみませんでした！」

　飛び退のいて頭を下げる。青年は内侍ネシと呼ばれる性をとり払はらった宦かん官がん数人を従え、紫むらさきの軍クン服ボクをまとい戦チヨル笠リプをかぶったいでたち──王の親衛隊と呼ばれる内禁衛の武官にちがいなかった。

「いいよ。見たところ見習いのようだけれど、針房では見習い宮女に雑仕女ムスリの仕事までさせているの？」

　まあ最近はずっと、など口が裂さけても言えるはずがない。

「どうかお気になさらず」

「まあ、内命婦の事には王すら口を出さないもの。私などがどうこう首をつっ込めることではないけれどもね。それよりきみ、ちょっと手を見せてくれるかな？」

　じっと明花の顔を観察していたかと思うと、唐とう突とつに桶をわきに下ろされ手を取られた。

「きゃ！」

「やはりね、おもしろい手相をしている」

　長いまつ毛の下から鳶とび色いろの瞳ひとみが明花をのぞきこむ。武官とは思えないほどの白い指がつっと手のひらをなぞった。

「な、なにするんです！」

「私は易えき占せんが好きでね。顔相に手相がこうだとやはり足の相も見たくなるな。ダメかい？」

　足！　明花はのけ反った。

「お断りします！」

「驚かせてしまったかな。すまないね。女によ人にんの大事な足を見せろというのだからとうぜんの反応だろうね」

　言って、武官は内侍に視線で指示を出す。内侍が差しだしたのは風ふう蘭らんの咲さいた小さな鉢はちだ。

「これはお近づきのしるしとしてきみにあげる。今年の一番花だと思うよ」

　玻は璃りのように繊せん細さいな微笑ほほえみを浮うかべる。翳りすらもまぶしいと思うほど魅み力りよく的な笑えみだった。

「花はとても愛らしいのですが、結構です。聞ムン武官」

「おや、私の名前を知っていた？　もしかして会いたかった？　そうならうれしいのだけど」

「……いえ、有名ですので」

　警けい戒かい感かんで一歩下がった。

　親衛隊の聞ムン志ジ芳バン。易占好きにして女好き、女性とみるや王の所有である宮女にすらほいほいと声をかけてくる美青年。しかも超ちようがつくお金持ちで、女には湯水のように金品を配り歩くという、警戒されつつも宮女からはじつは大だい歓かん迎げいされている存在だ。

　志芳はそう、と気だるげなため息をつく。

「相易というのはね、顔を手が、手を足が、足を顔がとたがいに補いあっているんだ。きみの相はとても興味深いから、もし気が向いたらその全体像を見せてくれるとうれしいな」

「はあ、見習い宮女の相なんて見てもなんの得にもならないと思うのですが」

「なるよ」

　厭世的な見た目とは裏腹に、志芳はどこか油断ならないまなざしで明花を見つめた。

「体にきざまれた天命はこれからの波乱を告げている。その波は果たしてどこまで及およぶのか。私や主上をのみこむのか、運ぶのか……とても気になるね」

　それはなんだか不ふ吉きつな予言めいていて、明花は頭を下げて彼の前から足早に去ったのだった。
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「明花、どこ行ってたんだい！」

「水みず汲くみです、媽マ媽マ任ニム」

　戻もどってくるなり、朴尚宮が苛いら立だたしげに明花を迎むかえた。

「アンタって子は本当に間が悪いね。水汲みなんてしてる場合じゃないんだよ！　アンタの大好きな公主さまが失うせ物をされたとかで、露葉堂所属の内人たちが下っ端ぱを貸してくれないかってあちこちに声かけてるのさ」

　明花は察した。朴尚宮のわきにはなにやら新品らしき食器が抱かかえられている。ふだん使っている食器よりもずっと立派なものだ。つまりすでに人を出す代価を受けとったのだろう。

　まあいいか、と明花は作業を切り上げた。公主さまの失なくし物なら早く見つけてあげたい。頑がん張ばろう。

「わかりました。行ってきます」

「場所は後こう苑えんだろうって話だよ。さがすのは金の蝶ちように翡ひ翠すいの玉がついたノリゲだそうだ」

　ノリゲは上衣チヨゴリなどの結び目につける、長い房ふさ飾かざりの装そう飾しよく品だ。

「蝶に翡翠のノリゲ……ってそれ、母君さまの形見の品……！」

「なんでもいいからさっさと行ってきな。いいかい、門限のまえには戻ってくるんだよ。アンタにはやらなきゃいけないことが他ほかにもあるんだからね」

　朴尚宮の言葉を聞き終えるや否いなや、明花は勢いよく針チム房バンを飛び出した。
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　起き伏ふくに富んだ地に広がる太テ陽ヤン宮グンの後苑は、王室憩いこいの広大な庭園である。

　豊かな緑の植しよく栽さいの中に季節の花が咲き、いくつもの池と趣おもむきを凝こらした亭や露ろ台だいが点在する。

「──ない、ない……なんでないの!?」

　あれから明花は空腹でふらふらになりながらも駆かけずり回った。

　露葉堂の内人たちに聞いた場所はすべてさがし終えた。海かい棠どうの木がならぶ麗れい春しゆん楼ろう、まっ赤な皐月さつきのなかを進む玉石の小こ径みち。牡ぼ丹たん園と休息用の花か仙せん亭てい、そして鏡が池。

　内人たちとともに地を這はうようにしてめぐったのに、みつからない。

「みつからないはずない。どこに落ちてたって目立つはずなのに！」

　もとは先代王の王おう妃ひが大切にしていたノリゲだった。ひとり娘むすめである公主の手に渡わたったのは、王妃が亡なくなったその日のことだ。

　もしかしたら落とした場所がちがうのだろうか。後苑ではなく、どこかべつの場所だったとか。あるいはすでに誰だれかが拾い、欲に負けてくすねてしまったのかもしれない。

　みつからないのでは、そんなあきらめが一いつ瞬しゆんよぎる。

「ダメ、このまま見つからなかったら公主さまが悲しまれる……」

　幼い公主があのノリゲを大事にしていたことはよく知っていた。毎日毎日、お守りのように大切に身に着けていたのだ。

　西に傾かたむいていた陽ひは、すっかり空を茜あかねに染めていた。

　一いつ緒しよにさがしていた内人たちもひとりふたりと帰って行く。

　明花にももう時間がない。房へやの門限を報しらせる鐘かねがなるまえに戻り、朴尚サン宮グンに食事を用意したり寝ね床どこの支し度たくを整えたり着がえを手伝ったりと、やらねばならないことがたくさんあった。

「最後にもう一度だけ！」

　沈しずむ陽を一いち瞥べつして、明花は植栽の中に頭をつっ込んだ。もしかしたら、花を楽しんだ時に植えこみのなかに落としてしまったのかもしれない。

　こうして植えこみの中を確かく認にんしながら公主の足どりをたどり、全力で走って戻れば鐘がなる前に帰れるはず。

　かなりのギリギリになるが、やるだけの価値はきっとあるはずだ。数日続いた空腹で目がまわりそうだったが、それはもう考えないことにする。

（ん……なに？　誰かいる？）

　そうこうする中ふと話し声を耳にしたのは、あたりがだいぶ暗くなり、ほとんど手て探さぐり状態となってきたころのことだった。

　首をめぐらせてみれば、花仙亭のまえで三人ほどの男性がなにか立ち話をしているのが見えた。

　内ない廷ていに入れる男性といえば王とその護衛、宦かん官がんである内侍ネシに限られている。

（んーまあ、王さまならわらわらと人数引き連れてるだろうし、護衛がこんな時間に後苑うろついてるわけないし、内侍よね……？）

　目を凝らし、あっと思った。

　三人のうち、ひとりの手に視線が釘くぎ付づけになる。薄うす暗ぐらくてはっきりとはしないが長い房が見えた気がする。

「待って、もしやそれは……！　あっ」

　あまりに慌あわてすぎたせいで、牡丹の一枝に袖そでが引っかかって折れてしまった。

　どうしよう、すでに花の終えた枝とはいえ王家の庭を損そこなうなどとんでもない。音を立てて血の気が引いた。

　しかし立ち止まっている間に人ひと影かげは花仙亭へと入って行く。明ミヨン花フアは一瞬ためらったのちに、枝を手にしたまま楼ろう閣かくへと飛び込んだ。

「あのちょっと待────んぐぅっっ!!」

　それは一瞬のできごとだった。

　暗い入口へと一歩踏ふみ込んだとたん、背後から伸のびてきた手が明花の口をふさぎ、片手をひねり上げたのだ！

「なに者だ」

　冷たい刃は物もののような声。

　明花は「痛い!!」と叫さけびたかった。明花を拘こう束そくする男の力には容よう赦しやというものがない。関節が軋きしむ音すら聞こえそうだった。

「ンむ──ぅうむ────ぅ!!」

「動くな。わめくな。武器を離はなせ」

（武器なんて持ってない！　つか苦しい!!）

　わけがわからず必死で抵てい抗こうしたが、男はびくともしなかった。

「夜や陰いんにまぎれての急きゆう襲しゆうとは、大王大妃の手の者か」

（大王大……ナニ!?　つか苦しい、苦しいって……）

「ん、なんだこの武器。……じゃ、ない……木の枝？」

　拍ひよう子し抜ぬけした声とともに手を離される。

　ぶはっと息を吸い込んだが、もう体力の限界だった。







「────ん……」

「お。起きたか」

　男の声に、明花は跳はね起きた。

「え、なに、なんで寝ねてた!?　ここどこ!?」

　頭が混乱する。見覚えのない薄暗い房だった。しかも覗のぞき込んできた見知らぬ男にぎょっとする。

「誰!?」

「あーなんだ……さっきは悪かったな。こっちのかん違ちがいだった。すまん」

　バツ悪そうに謝られて思いだした。亭内に入ったとたん、背後から襲おそわれたのだった。

「か、かん違いってあなたねえ……！」

　反射的に言い返そうとして留とどまった。相手をまじまじと見つめる。

　年の頃ころは二十歳はたち前後。荒あら々あらしさを感じさせる、けれども優美な容よう貌ぼうだった。目もとがはっとするほどに艶つやっぽく見えるのは、角度によって赤琥こ珀はくにもみえる神秘的な瞳ひとみのせいだろうか。

　なんだか性を取り払はらわれた内侍にしては男らしい感じがするが、美しいのも内侍の特とく徴ちようだ。

　見習い宮女に対しても砕くだけた雰ふん囲い気きで接してくるということは、きっと品階のない下級官にちがいないと思う。

　ただ、奇き妙みようなのは彼の服装だった。なぜか内侍をしめす官服を着ておらず、官服の中に着る中着と袴はかまだけを身に着けていた。髪かみなどなにも被かぶらず長い髪をそのままおろしている。なかなか非常識な人のようだった。

　とりあえず高官でなくてよかったとほっとして、はたと気がつく。

「あ！　そうだ、ノリゲ！　あなた公主さまのノリゲ持ってなかった!?」

「ん、ああこれか？」

　彼がふところから取り出した房飾りに、どっと安あん堵どが押しよせた。金の蝶、まちがいない。

「よかった、これで……って、え、なんでびちゃびちゃなの!?　しかも翡翠がなくなってる！」

　天から地へと落とされた気分だった。公主が大切にしていた母親の形見は水にぬれ、結び目が一部ほつれて翡翠の飾かざりが失われていた。

「どうしてこんなことに……」

「誰かが池に捨てるところを見た。拾ってはみたが、この状態では……。かえって失なくしたままにしておいた方がいいかもしれんぞ」

　そんな、と思う。

　受けとったノリゲをしばらく見つめてから、明花は大事に巾きん着ちやくへとしまい入れた。

「直してみるわ。せめて房だけでも元どおりにしてからお返しする」

「直すって……あぁ、おまえ針房の見習いか」
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　彼は納なつ得とくしたように明花の身なりを確認する。衣服は見習いの物、そして髪かみ型がたは至チ密ミル、針チム房バン、繡ス房バンの見習い宮女のみが許された左右二本の三つ編みだ。

　身分と所属をお披ひ露ろ目めしながら歩いているのと一緒で、説明の手間が省けていい。

「しかしずっと怪あやしげな動きをしていると思っていたが、そうかこれをさがしていたのか」

「怪しげとは失礼ね。私の他ほかにも捜そう索さくにあたってた宮女はいっぱいいたでしょ」

「植木に頭をつっ込んで這はい回るような宮女はいなかったな。それに他はもうとうにあきらめて帰った」

　青年は呆あきれたように笑い、明花の首筋に手をのばす。

　びくりとしたけれど、どうやら髪に絡からんでいた葉っぱを取ってくれたようだった。

「あ、ありがとう。……ところで一応聞いておきたいんだけど、夜鐘ってもう鳴ったかしら」

「とっくにな。針房尚宮に怒おこられるか？」

「まあ、過ぎちゃったものはしょうがないわ。まだやることもあるし」

「やること？」

　明花は近くに置かれていた燭しよくを手に取り、彼の衣服を照らし出した。

「……やっぱり。ごめんなさい、あなたの衣ころも、さっきやぶってしまったみたい。直させてくれる？」

　かん違いとやらで捕とらえられ暴れたとき、そんな手ごたえがあったのだ。あのときはこちらも必死だったとはいえ、絹の衣服を損なうだなんて申しわけなさすぎる。下級官にはよほど高かっただろうに。

「いやこれは自じ業ごう自じ得とくってやつなんだが、まあいいか。頼たのむ」

　彼は怒ることもなく、脱ぬいで無造作に投げてよこす。

　裁さい縫ほう具を取り出すと、明花は衣のやぶれをつくろい始めた。

　きっと朴パク尚サン宮グンは帰りの遅おそい明花をかんかんに怒っているだろう。けれど朴尚宮の世話をする宮女なら他にもじゅうぶんいるし、いつも彼女たちのぶんも仕事をこなしているのだから、たまにくらいは許してもらおう。どうせ鞭むちを受けることにかわりはないのだから。

（よし、もうこうなったらやぶれるまえよりもずっと丈じよう夫ぶにしてやるわ。だいたいちょっともみ合ったくらいで袖が取れかけちゃうなんて縫ほう製せい甘すぎ！）

　やけくそのようにていねいに縫ぬう。彼は針と明花の顔とを交こう互ごに見やった。

「しかしおまえ、なんか見覚えがあるような無いような顔をしているな」

「それってどっちなのよ。まあでもおなじく内廷で働いてるんだし、見かけた事くらいは無きにしも非あらずかもね」

　と言いつつ、明花には彼を見た記き憶おくは皆かい無むだ。こんな変わり者なら見かけただけにしても覚えていそうなものだと思う。

　しかし彼は記憶を探さぐるような目で明花の顔をじっと眺ながめる。「いや、そうか。やはり……」などとこぼすものだから、だんだん不安になってきた。

「名前は？」

「……李イ明ミヨン花フアだけど」

　おそるおそる名乗る。

「李……？」

「あの……私が忘れてるだけで、まえに会ったことあった？」

　こちらが忘れていただけなら申しわけない。

　そう思って尋たずねたが、「いや無い」と彼はきっぱりと否定した。人ちがいか。拍子抜けの気分だ。

　彼の方もくつろいだ雰囲気に戻もどり、胡坐あぐらに肘ひじをついた。

「しかし李明花、針房の見習いなら苦労をしているだろう。あそこは見習いいびりで有名だからな」

　明花は答えに迷って首をかしげる。

　確かに朴尚宮は厳しい。必要以上にいびられているという自覚だってある。

　しかし明花が王宮入りする前の貧しさやひもじさに比べたら、王宮の中は別世界だ。この程度を苦労と言ったら王宮の外で暮らす家族に申しわけない気もする。

　それを言うと、彼は少しだけ真しん剣けんな顔を見せた。

「家族か……。ところで、おまえはなぜ王宮に入った？」

「そんなの内侍ネシとたいして事情は変わらないわ。家のためよ。貧びん乏ぼうだったから」

　特別おもしろい話でもないが、時間つぶしくらいにはなるだろうか。

　明花は手を止めることなく、かいつまんで語った。

「うちね、私が一、二歳くらいまでは正しよう真しん正しよう銘めいの両ヤン班バンだったのよ」

　両班だった──つまり過去形で今はちがう。

　明花の家の身分が特権階級の両班から常サン人インへと落とされたのは、物心つくよりまえのことだった。

「じいさまが掌しよう苑えん署しよの正六品、父さまが宗そう簿ぼ寺じの従六品。高官ではなかったけど、それより前の代もずっと官かん吏りを輩はい出しゆつしてきたの」

　掌苑署は宮中の園を管理清せい掃そうする衙門やくしよ。宗簿寺は王室の族譜かけいずを記録する衙門だ。

「でもじいさまが落馬事故で亡なくなってから、ガタガタッと来ちゃってね。父さまが……じいさまを深く敬愛していたという父さまが、その死を受け入れられなかったのよ」

　父はおかしくなった。

　敬愛する祖父を生き返らせるとわめくようになり、あやしげな呪じゆ術じゆつ師しにたよって散財し、持っていた土地まで売り払ってしまった。呪術の道具を手に入れるためと言って遠出することも多くなり、朝ちよう廷ていへの出仕をおろそかにして職を解かれた。

　両班は自分の家庭だけでなく、親しん戚せきまで養わなくてはならない。土地も俸ほう禄ろくもなくなり、いっきに困こん窮きゆうした。

　生活はとうぜん維い持じできず、父が金のために顔見知りの官吏に詐さ欺ぎを働いたことでついに常人へと身分を落とされてしまったのだ。

「家が没ぼつ落らくしたことを母も嘆なげいてた。代々の両班が小作農になってしまうなんて、父さまを支えきれなくてご先祖さまたちに申しわけないって。こんな不孝なことはないって」

「母君は、父君の事をなんと？」

　明花は首をふる。

「母さまは父さまになにも言わなかったわ。貞てい淑しゆくだったとかじゃないのよ？　父さまはそれはとても立派な官吏だったんですって。だから信じてついて行くって」

「……そうか」

「それにまだ希望があったの。うちにはね、弟がいたのよ。科挙はムリでも武科ならなんとかなる。弟が将来武官になればお家再興、じいさまや父さま、ご先祖への孝行となるわ」

　青年はとても真剣な顔で明花の話に聞き入っており、その一言一句も逃のがさないとでもいうような真しん摯しさには驚おどろいた。

　正直、そんなめずらしい話でもないのに変な人だと思う。喜劇としては笑えないし、小作農として生活できていたのだから悲劇にするにはぬるすぎる。

「──そうか……」

　青年は口もとをおさえ、なにごとかをぶつぶつとつぶやいたが聞こえない。目で問い返したが、彼はなんでもないと首をふった。

　怪け訝げんに思いながらも話を締しめる。もう服のやぶれも縫いあがる。

「ま、そういうことよ。だから早く出世して早くバリバリ仕送りしなくちゃいけないの。なんだかうまくいかないんだけど」

　今もまさにそうだ。朴尚宮に気に入られれば早めに見習いを卒業できるとわかっていながら、けっきょく門限を堂々とやぶっている。性格だからしかたないとはいえ、本当になかなかうまくいかない。

「よし、終わりっと。できたわよ」

　縫い目を確かく認にんした彼は「ありがとな」と言って笑った。

「借り物だから助かる」

「借り物って、そもそもあなたね、官服はどうしたのよ。そんな格好でうろうろしていたらさすがに懲ちよう罰ばつの対象になるわよ？」

「俺の官服？」

　彼は突とつ如じよ、ものすごく悪い笑えみを浮うかべた。

「な、なによ」

「おまえの下」

　いったいなんだと警けい戒かいしながら下を見て、あまりの衝しよう撃げきにめまいがした。

　数すう拍はく硬こう直ちよくしたのち、飛び退すさって床ゆかに額をこすりつける。

「──た、たいへん申し訳ございませんでした、令ヨン監ガム！」

　やってしまった。完全に。全身から冷や汗あせが噴ふきだした。

　令監とは従二品と正三品の堂上官を呼ぶ言葉だ。というのも明花がずっと敷しき物ものとして座っていたのがまさに彼の官服だったのだ。

　上質な絹でつくられた黒の細袖そでに、紫むらさきを基調とした袖なしの戦チヨン服ボク。ひと目でわかる王の親衛隊の軍クン服ボクだ。しかも肩かたと帯が赤地、つけられた帯に金糸で飾かざられているのは二匹ひきの虎とら──親衛隊最高位である将だとわかる。

（ど、どどどどうしようどうしようっっ!?　まぎれもなく正三品堂上官！　タメ口叩たたいた上に内侍だなんて言っちゃったああああ!!）

　罰ばつせられる。罰せられる。出世どころかすべてが終わった。

　顔面蒼そう白はくになる明花をみて、親衛隊将は肩をゆらして笑った。

「はっはっは、おまえおもしろいな！」

「おもしろいどころか卑いやしくつまらぬ者でございます！　どうかおゆるしを！」

「まあ、そうかしこまるなよ。堅かた苦くるしいのは苦手だ」

　ひょいっと腕うでを取られて立たされる。

　向き合った彼は頭ひとつぶん明花よりも背が高い。細身ではあるがひょろ長いという感じはしなかった。しなやかな獣けものを思わせる。

　明花は彼の言葉を鵜う吞のみにしていいものか、すこし迷った。

（……でもまあ、無礼を咎とがめるくらいならとっくに罰せられてる、ような気も……？）

　明花はひとまず、敷物にしていた軍服を拾いあげてほこりを払はらった。

「……お返しします。ありがとうございました、ってあああっ！　官服も破れてる！　今すぐ直しますのでどうかご容よう赦しやいただけないでしょうか……！」

「だからかしこまるなって言っただろ。肩がこるし疲つかれるんだ、やめてくれ」

　超ちよう速そくで官服を縫ぬう。いまだかつてない正確さと速さで仕上げると、ほっと息をついた。

「さあ令監」

　軍服を着つけようとしたら避よけられた。それどころか明花から受けとると自ら袖を通すので目を丸くする。転んでも自らの手では起き上がらない、つまり自分の手ではなにもしないというのが両班の男のあり方なのに。

「令……」

「俺を令監と呼ぶなら、俺もおまえの無礼を咎めなくちゃならないな」

　薄うすく笑いながら傲ごう然ぜんとあごをあげる。荒あら々あらしさのある美び貌ぼうだけに、やけに様になった。

　明ミヨン花フアはものすごくためらったのちに、口調をもとに戻もどしてみた。

「あ、あなた、両班の家いえ柄がらじゃないの？」

　おそるおそる正三品堂上官をうかがい見る。緊きん張ちようしたけれど、相手はどうやら不快に思った様子はない。

「確かに両班家庭ではないな。いろいろあって説明がめんどくさいが」

　なるほどと思う。だから明花の無礼をおもしろがりこそすれ、咎めようとしないのだ。だがそれでも変わり者にはちがいない。

　ほっとしてしまうと肩の力は一いつ瞬しゆんで抜ぬけた。明花自身、堅苦しいのは苦手なのだ。

「そう、とにかく本当にいろいろ失礼を言ったわ、ごめんなさい。大事な官服まで敷しいて休ませてくれてありがとう。私、そろそろお暇いとまするわね。さすがに戻らないと」

「まあ待て」

　対等に話すことが許されたとはいえ高官は高官だ。待てと言われれば待つしかない。

　親衛隊将は房へやの外に顔を出し、誰だれかと話しはじめた。

　そこに人がいたことにも驚いたが、そのこそこそという話し方と、どこか悪だくみを思わせる彼の横顔になんだか怪あやしさが湧わいてくる。

　ちょっとだけ、と明花は房の外をうかがって、驚きに心臓が跳はねあがった。

　彼が話をしていたのはふたりの青年。うち、ひとりは昼間も会った親衛隊の志ジ芳バンだ。だが問題はもうひとりの方だった。

　なぜかまたしても官服を着ておらず簡素な袴はかま姿すがただったのだが、その腕に下げていた衣装がもうとんでもなさすぎる。

（金の龍りゆう紋もん、真しん紅くの袍ほう！　つ、つまり……）

　ごくりとのどが鳴る。

「しゅ、主上殿でん下か!!」

　どう見たってそれは王のみがまとえる袞コル龍リヨン袍ポだった。針チム房バンで仕立てているのだからまちがえようがない。

　なによりいかに簡素な装よそおいとはいえ、その佇たたずまいからは落ち着きと高貴さがあふれている。玲れい瓏ろうとして奥ゆかしい面おも差ざしはまさに想像しうる若き王そのものだった。

　明花のかすれた声に三人が振ふり返る。

「いや待て、私は」

　なぜか困こん惑わくしたような声で王がこちらへ来ようとすると、すかさず残るふたりがそれを止めた。親衛隊のふたりはなぜかとても楽しそうだ。

「まあお待ちください、主上」

「ってわけでな……じゃなくて、というわけでございます、主上殿下。あとは頼たのみました主上殿下。ほら主上殿下」

　にんまりしながらふたりは王を宥なだめつつ、ついには外にまで押し出して、戻って来たときには王も志芳もおらず親衛隊将ひとりになっていた。

「……殿下なんだか嫌いやがってなかった？　いいの？　あんな強ごう引いんな態度」

「平気平気。それより軽い飯を運んでもらうことにしたからおまえも食え。明花だったか。おまえ骨と皮しかないぞ」

「え？　や、待って。飯ってなに？　いや飯が飯なのはわかるけど、なんでここで？　それ以前にもう帰るんだけど」

　言われた言葉が理解できず、頭が混乱した。会話をさかのぼって整理してみてもなぜそういう流れになったのかわからない。

「腹減ってないのか？　どうみてもまともに食ってるようには見えないんだが」

「減ってる！　減ってるに決まってる！　けど、それとこれとは話が」

「腹いっぱい食ってけよ。そんで泊とまって行け。その方が都合がいい」

「泊ま……泊まるぅ!?」

　驚おどろきすぎて声がひっくり返った。しかもつっ込みどころが多すぎて的確な言葉が出てこない。

　落ちつけ。順番に片づけよう。明花は眉み間けんをもんだ。

「あのねえ、私もう帰るの」

「問題ない。帰れないって言こと伝づてさせといた。飯頼んだついでに」

　──は？

「言伝って誰が誰に!?」

「部下が。針房尚サン宮グンに」

　部下とは聞ムン志芳か！　絶句しそうになったが、いや待て。まだ言いたいことはある。

「あなた、こんなところでごはん食べて泊まるなんて発想どっから出るの！　王室の方々の後こう苑えんよ!?」

「主上殿下もおゆるし下さったぞ」

「え、殿……そ、そうよ殿下、殿下よっ、宮女といえばすべて殿下の所有！　こんなところに連れ込んで一晩明かそうなんてそんな、は、破は廉れん恥ちなことゆるされるはずが！」

「主上殿下もおゆるし下さったぞ」

　…………は。

「主上殿下も」

「くり返さなくたって聞こえてるわよ！」

　ああ、大きな声を出したらめまいがする。

　頭を抱かかえて息をととのえていると、ふと鼻先に甘い脂あぶらののった出汁だしの香かおりが流れてきた。

「さすが用意が早い」

　言うなり近づいてきたかと思うと、身構える間もなく彼は明花を抱だき上げる。

「ちょ、なっなにするのっ！」

「ふらふら歩くよりこっちのが早いだろ」

　見習い宮女として七歳で入宮してからこれまで、男の人と接したことがない。昼間は志芳に手を取られたりしたが、それ以上の近さに緊張で体が硬こう直ちよくした。

「おまえな、ヘビに睨にらまれたカエルか。なにも取って食うわけじゃないからそう怖こわがるな。むしろ食わせてやる。──ほら」

　彼は明花を抱いたまま隣りん房しつに足を踏ふみ入れる。そこで目にした光景にあっけにとられた。

　贅ぜい沢たくに灯あかりのともされた房内には食しよく膳ぜん用の円えん卓たくがふたつ用意され、麵めんを中心として小皿のキムチやナムル、おとし卵などがそれぞれに用意されていた。

「なに……これ、いつの間に？」

「親衛隊の将ともなると、これくらいなんとでもなるんだよ。ほらあれだ、主上にもおゆるしをもらったしな」

　そんなバカなと思いつつ、ついつい視線は麵に吸い寄せられた。甘い脂の香りに鼻がひくひくする。ああ、上に乗っているのはキジの肉だ。どこからどうみても極ごく上じようのキジ肉の切り麵！

　下ろされた流れでふらりと着席しそうになってあわてて首をふる。

「いやぜったい変、ぜったいおかしい！　なんでこんなこと」

「頑がん固こだな。その方がおもしろいし都合がいいからだって言わなかったか？」

「だからなにそのつっ込みどころ満まん載さいな理由！　おもしろいとか都合がいいとか！　なんで私があなたをおもしろがらせなくちゃいけないのよ。あなたの都合につき合う義理もないし！」

　なので帰ります、と言おうとして言葉に詰つまる。

　すでに腰こしを下ろした彼は、余よ裕ゆうある不敵な笑えみを浮うかべて明花を見つめていた。

「帰っていいのか？　ほんとうに？」

「う…………」

　そう言われると確かに返す言葉がない。

　見習い宮女にすぎない明花は、なにか言われて断れる立場にないのだ。

「そう肩かたひじ張るなよ。腹減ってるだろ？　泊まるってのもべつにおかしなことしたりはしない。姦かん通つうの疑いで王宮を追い出される心配も無用だ。針房尚宮にはちゃんと話を通してある」

　動けずにいる明花の手を取り強引に座らせる。かと思うと、切り麵の出汁を匙さじですくい、明花の口もとにつきつけた。

「なんでそこまで」

「だから言ったろ。おもしろいのと都合。それにこれもまだ俺の手にあるが、どうする？」

　彼が軽く掲かかげて見せた物にあっと声を上げた。

「公主さまのノリゲ！　いつの間に……！」

　確かに巾きん着ちやくに入れ、身に着けていたはずなのに！

「さっき運んだ時にくすねた」

「くすねたって……もう、そんな手て癖くせの悪い令ヨン監ガムっている!?」

　ぱくっと匙をくわえ、そのまま身をのり出してノリゲを取り返す。

　あっけなく手が届いたことに明ミヨン花フアは驚いた。てっきり「返して欲しくば」的な脅おどしをされるとばかり思ったのに。

「で、どうだ味は？」

「美味おいしいわ……ありがとう」

　よくわからない青年だ。

　でも抵てい抗こうを試みる明花を脅すことも、命じることもしなかった。

　言える立場でありながら権力をふりかざさなかったところには少し好感が持てる気がした。

　青年がもういちど匙で出汁をすくい、明花の口に近づける。なんだか拒きよ絶ぜつするのも悪い気がしてきて、観念しておとなしく口にした。

　なんだろう、人に食べさせてもらうのはこんなにもくすぐったいものなんだろうか。むずむずするくらい恥はずかしい。

「詳くわしい事情を説明する気はないの？」

「するさ。次会ったときにな」

　言って、今度は箸はしでキジ肉を口に運んでくる。自然と口を開けてそれをいただこうとして、正気を取り戻もどした。食べさせてもらってどうする。

　明花は箸ごと受けとり、自分でキジ肉をぱくりと食べた。優やさしく甘い脂がほんわりと口に広がる。至福だ。

「泊まっていくな？」

「……念のため確かく認にんしておくけど、ほんとうに変なこととかしないんでしょうね？」

「宮女は王のもの、だろ」

「そう、わかった。こうなったら肝きもを据すえるわ」

　悪い人じゃない。そんなふうに思う。

　なんだかよくわからないが、たぶん高官なりの思おも惑わくがあっての事だろう。無意味にこんなことを王だってきっとお許しにならない……はずだ。

　それでも彼は、脅しも命令もしなかった。もしそれをされていたなら明花はどこまでも反発をしたかもしれない。けれども彼は正三品という官位にありながら、明花の言葉で返事を待った。

　誠意を見せられると背を向けられない。それが明花の性格だ。

（おもしろいのと都合、のおもしろいってやつがものすごく気になりはするんだけど！）

　だけど、腹をくくる。

「あーもう！　こうなったら数日ぶりの立派な食事を満まん喫きつしてやろうじゃない。ここで寝ねるなら夜中まで朴パク尚宮の腰を揉もまされることもないし、ぐっすり眠ねむれる。うん、お得！　……お得と思いたい！」




　こうして明花は後苑で一夜を明かすはめになった。

　まさか翌日、予想もしないたいへんな事態になるだなんて、この時は想像も及およばなかったのだった。
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　自然豊かな後苑の朝は、なんともいえず爽さわやかだった。

　空気はきんと冷えて清せい涼りよう、鳥の声高く、風は緑と花の香りをふくんでいる。

「──ステキな朝だわ気分爽そう快かい！　とはまったく言えないのが残念だわ……」

　謎なぞの一晩を過ごした花仙亭。

　そこで明花は朝あさ粥がゆをいただいていた。

　とうぜんのような顔で膳ぜん卓たくを並べるのはやはり、昨夜の親衛隊の将だ。

　なぜだ？　と流し目のようにこちらを見るのをやめてほしい。謎すぎる人物だが顔だけはいいのでうっかり顔が赤くなってしまいそうだ。

「あのねえ、なにが嬉うれしくて見ず知らずの男と一いつ緒しよに朝を迎むかえなくちゃならないの。スッキリ爽やかなわけないじゃない」

「そのわりに詳しよう細さいを聞かせろと駄だ々だこねたりしないんだな」

「次会ったときに教えてくれるんでしょ？　いったん納なつ得とくしたものを蒸むし返したりしないわよ。あ！　もう会わないっていう狡ずるいのはナシよ？」

「そんなに俺との逢おう瀬せが楽しみか。それは男冥みよう利りに尽つきるな」

「楽しみっていうより怖いもの見たさって感じよね」

　おもしろいし都合がいいからと言われたのだ。明花は見習いとはいえ宮女としての教育を受けてきたのだから、都合がいいからはまだ納得ができる。だがおもしろいってなんだと思う。

「まあでも、高官のお役にたててばっちり栄養も摂とれるなんて幸運じゃないか！　……って思うことにしたわ」

　この粥、滋じ養ように良いクコまで入っているのだから体力回復にはまちがいない。

「でもホントに姦通罪なんてならないのよね？　ヘンな疑いかけられて王宮から出されるのだけは困るんだけど」

　昨晩、食事を終えると隣となりの間へと案内され、度ど肝ぎもを抜ぬかれた。なぜかちゃっかりふかふかの寝しん具ぐが二組用意されていたのだ。

　食事にしてもそうだが、親衛隊の将に後こう苑えんでそれほどのことができるとは思えないから、王の手配によるものなのだろう。

　そんな手配いらないです王さまと思いつつ、床ゆかでじかに寝ると翌日の仕事に響ひびきそうだったので、結局ふたつの寝具を最大限に離はなして眠りについた。

　正直、夜中にこの男がよからぬことをするのでは……的な不安はあったものの、久々の満腹感のおかげで即そつ刻こく夢の中へと突とつ入にゆうしてしまった。

　自分で言うのもなんだが油断しすぎである。猛もう省せいする。

「疑いねえ」

　彼はくつ、とのどを鳴らしたかと思うと、並んで座る明花の方へと顔をよせてきた。そのしなやかなしぐさはまさに猫ねこ科の肉にく食しよく獣じゆうを思わせる。

「むしろ実際に手を出してすら、もみ消せる自信があるがどうする？」

「どうするって……」

　熱を持った指がそっと明花のあごをなでる。赤琥こ珀はくのような瞳ひとみに見つめられると、この場から急いで逃にげ去りたいような居たたまれなさが湧わきあがった。

「も、もう！　からかわないで！」

　明花が顔をまっ赤にして手を払はらいのけると、彼は肩をゆらして笑う。

　なによそんなおもしろい？　と言いたかったが絶対「おもしろい」と返ってきそうなのでやめておく。この人ほんとなんなのだろう。

「いつまで笑ってるつもり？　だいたいあなた、親衛隊の将なのにこんなところでのんびりしてていいの？　そろそろ経けい筵えんとかはじまる時間じゃない。殿でん下かの護衛は？」

　王の朝は早い。いつまでも油を売ってていいのだろうか。

　だがその問いに、彼は途と端たんに表情を変えた。

「……経筵などあるものか」

　吐はき捨てるように言う彼を凝ぎよう視しする。

　経筵は王が受けるいわば勉強会のようなものだ。学識ある高官が集まり経けい書しよなどの講義を行うほか、国事についてともに議論をかわしたりもする。朝一で行われる非公式公務である。

　それが『ない』という。休みなどではなく、『あるものか』ときた。

　なんとも言えない気持ちになる。

　なぜ、などと疑問には思わない。この国はもう長いことそうなのだ。

（今の殿下も、やっぱりお飾かざりなんだわ……）

　さかのぼれば三代前、十二代王の時代にそれははじまったのだという。

　現在大王大妃の座にいる黄フアン氏が王おう妃ひであったころの話だ。十二代王は黄氏を寵ちよう愛あいし、黄氏のねだるままに彼女の一族を要職にすえた。

　その十二代王が崩ほう御ぎよすると黄氏が産んだ世セ子ジヤが十三代王として即そく位いしたのだが、その虚きよ弱じやくを理由として黄氏が王の補ほ佐さの座についた。これを『垂すい簾れん聴ちよう政せい』という。玉座の後ろに御み簾すをたらし、御簾ごしに王母黄氏が臣下に接して政まつりごとを代行する。

　その後、十三代王も若くして崩御、十四代王は七歳という若さで即位したため、これもまた黄氏が『垂簾聴政』による補佐を行った。

　そしてそのまま御簾が掃はらわれることなく十五代王が即位となり、黄氏による政権代行はいまをもって続いているのだ。

　王に実権はなく、うわさでは玉ぎよく璽じすら大王大妃ににぎられているのだとか。

「…………立派な方に見えたんだけど」

　思案にふけるあまり、ぽろっと小声が出てしまった。

　あわてて口を押さえたが、出た言葉はもどらない。人にん参じん茶の入った茶ちや杯はいをもてあそんでいた彼が、こちらを見て目をすがめた。

「ほう？　主上のお姿は立派だったか。だが残念だったな。この国を動かすのは王にあらず。真の王は御簾の向こうにいるのさ」

「ごめんなさい。私が不敬な流れをつくったわ」

「不敬などつねに公然と行われている。経筵は行われず、高官たちは議案を王のもとには持ち込まない。朝議で官かん吏りはあからさまに御簾の向こうに意向を尋たずね、玉座の王はただ黙もくして座すばかり。王にできることは大王大妃の老ろう衰すいを待つだけだが、果たして大王大妃の亡なきあと、黄氏一族に牛ぎゆう耳じられた朝ちよう廷ていは王の言葉に耳を傾かたむけることがあるのだろうか」

　彼が浮うかべた苦い笑えみに息をのむ。

　その底にはふつふつと燃える炎ほのおが見えたような気がした。

「三代続いて王はただのお飾り。黄氏のために政治をふるう奸かん臣しんどもの目に民たみはうつらぬ。整備の進まぬ道路に物品は流通を阻はばまれ、安定せぬ経済に貨か幣へいは信用を無くし、地方には農具すらまともに行き届かず、コメの収しゆう穫かくは減るばかりだ」

　明ミヨン花フアは信じられず眉まゆをひそめた。

　その内容は明花が王宮に入るまえ、つまりは十年ほど昔に父が口にしていたことだった。特に道路はひどかった。でこぼこと波打ち、雨が降れば泥どろ水みずがたまってぬかるむ。車は通れないから、商人は荷を背負って歩くしかない。物が流通しないから貨幣も流通しない。国の経済は両ヤン班バンの懐ふところを除き、冷え切っている。──その状じよう況きようがいまだ変わらずに続いているなんて。

「この国は長いこと闇やみ夜よの中を転がっている。民は転がしている者が誰だれかも知らぬまま。だが、李。──李明花。知っているだろう？　夜というのはいくら長くとも、かならず明ける時がやってくるのだと」

　その強い瞳に怯ひるみながらも、彼の言葉に記き憶おくが刺し激げきされた。

　幼い時、よく母が口にした言葉。

「……明けない夜はない」

　王の親衛隊将は、その赤琥珀の瞳に密ひそやかな炎を揺ゆらめかせながら、とろけるように甘く微笑ほほえんだ。
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　針チム房バンへの帰り道、明花はなぜかわらわらと群がる内侍ネシたちに囲まれて歩いていた。

　ようやく花仙亭から解放されたのがつい先ほど。別れを告げて亭を出たとたん、外で待機していた彼らに囲まれての無言の行進である。

　あんな話をしたあとだから、うしろ髪がみがひかれる思いがした。大だい丈じよう夫ぶだろうか。誰かに聞かれて捕ほ縛ばくなんてされたりしないだろうか。

　同時に、朴パク尚サン宮グンについても不安があった。帰れないという言こと伝づてはしてくれたというが、怒おこっていないとは思えない。なにがあったのか説明を求められるにちがいなく、自分自身よくわかっておらず答えられない明花にさらに怒いかりを募つのらせるのは明白だった。

（まあこっちはしょうがないか。どのみち昨夜に鞭むちで打たれる予定だったんだし）

　食事がとれただけよかったと思おう。くよくよするのは柄がらじゃない。

　そう考えながら針房に戻もどった明花は、困こん惑わくに目を瞬またたいた。

　てっきりいつものごとく鞭を手に仁に王おう立だちで明花を迎えるとばかり思っていた朴尚宮が、とほうに暮れた様子でこちらを見、立ちつくしているのだ。

「ただ今もどりました、媽マ媽マ任ニム。じつは昨夜──」

「いい。わざわざ言わずとも知っている」

　額をおさえて首をふる、朴尚宮のその疲つかれ切った表情に戸と惑まどいが深くなる。目の下のくまはもしかして寝ね不ぶ足そくなのだろうか。

「あの、まずかったですか……？」

「まずい？　しらじらしいね！　どうせ心の中じゃ勝ち誇ほこって高笑いしてるんだろう！」

「え？」

　しらじらしい？　勝ち誇る？

　意味が分からずにいると、朴尚宮は背を向けて房へやに入ろうとする。

「媽媽任！　待ってください、門限の懲ちよう罰ばつは」

「懲罰だって？　しらじらしいにもほどがあるね！　鞭で打たせて、あとで倍にして返すつもりだね！　なんて恐おそろしい子だ！」

　あ然とした。これはいったいどういうことなんだろう。

　わけがわからないまま明花も仕事に取りかかったのだが、様子がおかしいのは内ナ人インたちもおなじだった。

　いつもであればあれやこれやと明花に仕事を押しつけたり用事を言いつけたりと休む間もないのだが、なぜか明花を遠巻きにして近づいても来ない。目もそらされる。

「……ほんとうに私の仕事、これだけでいいんですか？」

　念のため訊たずねてみたが、みんなうつむいたままだ。

（うーん、もしかして私が戻らなかったせいで朴尚宮の腰こしを揉もまされたりしたもんだから、ものすごく怒ってる？　私をみんなでさけてぼっちにする作戦？）

　変に思いながら、明花はひとまず針仕事に打ち込んだ。

　針は好きだ。

　どんな絢けん爛らん豪ごう華かな衣い装しようも一本の針から生み出される。針房や繡ス房バンの宮女たちが存在しなかったなら、王宮はどんなに精せい彩さいを失なくすだろう。この指先が王宮に色彩を生みだしているのだと、そんな誇りを抱いだける。

　じつは本来、明花は針房ではなく王つきの至チ密ミルに配属されるはずだった。父が官吏時代のつてを頼たよりそう手配したのだ。

　ところが実際に入宮してみると、手ちがいがあったのか針房への配属となった。

　正直はじめは戸惑ったけれど、今は針房でよかったと明花は思う。一本の針が美び麗れいな衣装をつくり出すたび、まるで仙せん術じゆつのようだと感動する。やりがいのある仕事だ。

（──ん？）

　すっかり仕事に夢中になっていた明花は、ふいに差した人ひと影かげに顔を上げた。明花を囲むように内人たちが立っている。

「なにか？　って、え、え、ちょっとなんで？　わ、くすぐったいです！」

　取り囲んでなにをされるのかと思えば、彼女たちがはじめたのは明花の採寸だった。

　無言のまま全身をはかり、終わるとまた明花から離はなれていく。その間やはり視線すら合わせなかった。

（い、意味わからん！）

　さすがに謎なぞの空気が恐ろしくなってきたころ、それは起きた。

　針房へ大王大妃付きの内侍が訪おとずれ、とんでもないことを告げたのだ。

「李イ明花、鸞らん和わ殿でんへ来なさい。大王大妃がお呼びです」







「あのう、できればお呼び出しの理由を先に知っておきたいのですが……」

　呼び出しというよりもはや罪人の連行のような形で歩きながら、明花は使いの者におずおずと訊ねた。

「私語を慎つつしみなさい」

「……はい」

　緊きん張ちようで胃がひっくり返りそうだった。

　見習い宮女が女じよ帝ていに呼び出しをくらう理由。どう考えてもいい話ではない。いやな予感しかしなかった。

（やっぱりアレ？　姦かん通つう罪？　後こう苑えんでのお泊とまりが処分される!?）

　ですよね！　と絶望に叫さけびたかった。ダメに決まってる！

　王公こう認にんとなればなんとかなるのかなーなんてつい思ってしまったのがまちがいだった。

　それにあの男！

（実際に手を出したってもみ消せるとか！　ウソつき────っっ！）

　もしかしてクビなのだろうか？　どうしよう……！

　行きたくない！　でも行かなければそれはそれで終わりだ。

　紙のように血の気を失った顔で明花は歩いた。

　大王大妃の住まう鸞和殿は、まさに女帝のための豪ごう華かな宮きゆう殿でんだった。入いり母も屋や造りの屋根には光り輝かがやく黒くろ瓦がわら、軒のきを彩いろどる極ごく彩さい色しき、広い月台ろだいには祥しよう獣じゆう海駝ヘチや獅し子し、天馬の像が並ぶ。

「おまえが李明花か」

　板の間に入ると威い厳げんのある老ろう齢れいな声が明花に問う。

「はい。大王大妃媽マー媽マー」

　とっさに深く深く頭を下げたが、視界にうつった威厳ある姿に胃がきりきりと悲鳴をあげた。

　金の龍ヨン簪ジヤム、銀に玉や琥こ珀はくの簪ピニヨ、龍りゆうの補ポ、頭頂部につける龍の疊チヨプ地チ。金織りの上衣チヨゴリの襟えりには昇しよう龍りゆうが泳ぎ、濃こい赤あか紫むらさきの裳チマには金の帯飾かざりが二本引かれている。これほど絢けん爛らんな衣装を日常でまとえる者など他ほかにいない。

　たしかあの裳は私が縫ぬったはず、とあまりの緊張で薄うすれそうな意識をなんとか保った。

　──ねえ知ってる？　大王大妃さまの機き嫌げんを損そこねた宮女はどうなるか。

　美ミ成ソンがいつだかそんなことを訊きいてきた。「え、どうなるの？」なんて興味本位でのっかった過去の自分を思いきり責めてやりたい。知らないほうがいいことって世の中にはたくさんあるのだ。

（粗そ相そうがないように粗相がないように……っていうか、こういうときの礼なんて知らないんだけど！　どうしたらいいの……!?）

　大王大妃はじっと黙もくし、明ミヨン花フアを値ね踏ぶみするように注視している。

（なにかしゃべるべき!?　大王大妃さまにおかれましては今日もごきげん麗うるわしく？　いやいやそれとも見習い宮女ごときがなにかしゃべる方が無礼？　いったいどうしたら！）

　果てしなく迷う。

　ようやく声がかかったのは、意識が飛んで石になりかけたころだった。

「おまえ、この内ない命みよう婦ぶを管理するわらわの許可も得ず、王の枕ちん席せきに侍はべるとはなにごとか」

「はいっ申しわけございませんんんっ！」

（怒られてる！　すっごく怒られてるぅ！）

　勢いでとっさに謝ってから、ん？　と思う。

（……ちんせき。珍ちん席せき、珍、珍？　賃席？　ちん………………ち、ちちち枕席!?）

　ぎょっとした。枕に侍る、すなわち夜よ伽とぎのことだ。

「ちがっ、ちがいます先ほどのは単なる勢いで言っただけでして、枕席どうこうを肯こう定ていしたわけでは決して無く……っ！」

「黙だまれ。見習い風ふ情ぜいが頭を下げよ」

「は、はいっでもあの！」

　どっと大量の汗あせが噴ふきだした。

　口ごたえは許されない。でもこれは認めたらまずい。枕席とか本気で言ってる？　なんでどうしてそうなった。

　頭を下げながら、誰だれか助け舟ぶねはないかと周囲をうかがう。何人もの宮女や内侍ネシが控ひかえていたが、誰も彼も刺さすような厳しいまなざしで明花を見ていた。地じ獄ごくだ。

「これほど軽かろんじられたのははじめてだ。みすぼらしいなりをしてよくもまあ大それたことをする」

「も、申しあげます！　これはなにかの誤解でございます！」

「娘むすめ！　大王大妃媽媽に黙れと言われたのがわからぬか！」

　侍じ女じよに一いつ喝かつされた。でも言わなければ……どうしたらいいのだろう。焦あせりばかりが脳内に警けい鐘しようを鳴らす。

「おまえがわらわのまえで否定したい気持ちはわからないでもない。王の手つきになるという野望を叶かなえたまではいいが、不興を買いたくはないのであろ。なにせ内命婦の管理者はわらわ。わらわが否いなといったら、それは否だ」

　笑いをふくんだ声こわ音ねについ視線を上げる。

　それを見計らったように、大王大妃はしわがれた指でスッと首を水平に搔かくしぐさをしてみせる。明花ののどが鳴った。

（もしかして、殺される……）

　背筋どころか全身が冷えた。

　言いようのない虚きよ脱だつ感とともにあきらめが湧わいたその時、「だが」という声が響ひびいた。

「あれにもまあ、娯ご楽らくは必要か。玩がん具ぐのひとつでも与あたえておけばよけいなものも望まず満足をするであろ」

（あれって？　玩具？　なんの話……）

「教きよう旨しを下す。見習い宮女李明花を正式に針チム房バン内ナ人インと認め、針房内人李氏を正五品に昇しよう格かく、承スン恩ウン尚サン宮グンに封ほうずる！」

「え…………？」

　李明花を、なんですって？

　望まざる出世録はこうして始まった。
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「いぃ痛────いたいたいた……いたいってば痛い！」

　ここ数日続いた空腹刑けいの仕上げは人体すりおろしの刑かと思う。いったいなんの因果でこんな懲ちよう罰ばつめいた境きよう遇ぐうに遭あわないといけないのか。
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　明花は大王大妃の手配した雑仕女ムスリたちに、頭のてっぺんから爪つめの先にいたるまで入念に磨みがき上げられていた。

（どういう事、どうなってるの!?　承恩尚宮とかなんの冗じよう談だん！　これはきっと悪夢だって思いたい……っ！）

　けれど、思えない。皮肉にも体を磨かれる痛みがこれが夢ではないことをやたらしつこく証明していた。

　承恩尚宮──。それは王の枕席に侍るという大いなる恩をあたえられた宮女のみが封ぜられる、正五品の特別な尚宮のこと。

「いやいや、だから枕席になんて侍ってないんだってば──────っっ！」

　誰も信じてくれない。

　それどころか雑仕女を指揮していた宮女に、

「暗くら闇やみで顔を見られないまま恩を賜たまわったのね。でも大だい丈じよう夫ぶよ。そりゃああとで明るいところで会ったら幻げん滅めつされるかもしれないけど、そんなことで位をはく奪だつされたりはしないから安心して！　恥はじかくのは一いつ瞬しゆん！　地位は一生よ！」

　とまちがった慰なぐさめられ方をしてしまった。いやそもそも恩を賜っていないのだから幻滅される心配などするはずがない。恥かきたくないとかそんな理由で抵てい抗こうしているわけじゃないのに！

　疲つかれ果てて沐もく浴よくを終えると、今度は用意された衣い装しように目を剝むいた。

　無地の裳チマと、胸や肩かたなどに銀の刺し繡しゆうが入った唐タン衣イ──見覚えがあった。

「これ、朝針房で縫われていたやつだわ」

　そういえば採寸されたっけと思い出す。つまり針房にはすでに明花の礼服を仕立てるよう誰からか命が下されていたということだ。

（ん、もしかして、みんなの態度がおかしかったのってそういうこと!?）

　王のお気に入りとなった明花が今までの復ふく讐しゆうをしてくるのではないかと警けい戒かいしていたのだ。

　これでもかというほどていねいに梳くしけずられた髪をあげ、簪を一本さし、髪の分け目には疊チヨプ地チをつけられる。

　終しまいには輿こしで運ばれ押しこまれた建物に、明花は放心した。

「香こう雲うん閣かく……なにこれ、誰か助けて……」

　先代の王が囲っていた承恩尚宮があたえられていた殿でん舎しやだった。

　へたりとその場に座り込んでいると、王のお渡わたりを報しらせる内侍がやってくる。

（そうだ、殿でん下か！　殿下ならこれが大王大妃さまの誤解だって知ってる！　あの聡そう明めいそうな殿下ならきっとこの誤解をお怒いかりになることなく解決してくださる！）

　すがる気持ちで待ち、仰ぎよう々ぎようしい傘かさを差されながらやってくる王を迎むかえた──のだが。

「よう！」

　凪ないだ水面みなものような静けさ、奥ゆかしく高貴なる美び貌ぼう……とは真逆の男に目が点になった。

「……は。は？　はいぃっ!?」

　目がこぼれるほど見開いて上から下まで凝ぎよう視しする。

　鮮あざやかな赤の袞コル龍リヨン袍ポを着ているのは、どこをどう見たって昨晩の親衛隊将の男だった。

　袞龍袍は王の執しつ務む服だ。正確にはお世よ継つぎである世セ子ジヤも着るが、現在世子は存在しない。

「…………なんか吞のみこみたくない事態が吞みこめてきたわ……」

　明花は頭を抱かかえた。

「つまり、あなたは内侍でもなければ親衛隊将でもなくて、じつは……ってことなのね……？」

「どうだ。驚おどろいたか？　おっと先に言っておくが、かしこまるなよ」

　得意げに笑う王を軽く睨にらむ。

「だ・れ・が、かしこまるもんですか。だましたわね！　王ともあろう男が人が悪い！」

「あーすまん娯楽に飢うえてた」

「あらそう！　じゃあ期待通り楽しめたのかしら」

「おかげでな。おまえの表情はころころ変わるからおもしろい。この立場になると目を合わせて話すやつもなかなかいないしな。いい息ぬきになった」

　娯楽だのおもしろいだの、私は玩具じゃありません！　──明ミヨン花フアはそう口を開きかけ、直前でのみこんだ。

　脳のう裏りによぎったのは幼い公主の姿だ。いつもお行ぎよう儀ぎよく明るくふるまっているが、ふとしたおりに寂さみしげな表情をのぞかせる。その姿が目の前の王と重なって見えた。

　王と公主は立場がちがえど、居場所を確立できていないという点ではとてもよく似ている。

　目を合わせて話す者がいないというのもわかる気がする。それは王を畏おそれるあまりというより、お飾かざりの王に対する腫はれ物あつかいではないだろうか。

「──そう、じゃあよかったわね」

「ん、もう怒おこらないのか？」

「手の込んだ悪戯いたずらも終わってみればまあ、私もけっこうおもしろかったかもしれないわ。怖こわかったけど大王大妃にお目通りするなんて初めてだったし、唐衣を着れたのも輿に乗ったのも初めてだった。いい経験になったわ」

　王の背後に控えるふたりの親衛隊を見る。

　志ジ芳バンの隣となりにいるのが、昨晩袞コル龍リヨン袍ポを手に下げていた人物だろう。まとっているのは親衛隊将の軍服だ。王が『借り物』と言っていた意味がよくわかる。なぜかは知らないが、王の官服と親衛隊将の官服を取り替かえて持っていたのだ。

（王は武官っぽい顔だし将はいかにも高貴だし、このふたり、見た目が逆の方が立場にしっくりくるんじゃないの……？）

　なんてまぎらわしい。そんな事を思いながら明花は簪ピニヨを抜ぬき、疊チヨプ地チを外した。

「おい、なにしてるんだ」

「このお高い衣装一式、汚よごして取り返しがつかなくなる前に早くお返ししなきゃ。朴パク尚宮にも王の稚ち気きでしたって伝えて仕事に戻もどらないと」

「なに言ってる。おまえを承恩尚宮にしたのは理由がある。正体を黙だまっていたのはまあ、そのおまけみたいなもんだ」

「はい？」

「お手がついたというのはウソだが、独立した住まいを与えるにはこの方法しかなかった。針房の雑魚ざこ寝ねよりこのほうが都合がいいだろう」

　そういえば、と顔が蒼あおくなる。『おもしろいのと都合』と昨晩言っていた。その都合というのがまだ残っていたのだ。

「いやいや、いいだろうじゃないから！　たっぷり都合悪いわよ！　そりゃ出世はしたかったけど、なんでよりによって承恩尚宮!?」

「いろいろすっ飛び越こえて正五品だぞ。お得だな」

「ぜんぜん得じゃない！　ここに住んでた先代王の承恩尚宮がどうなったか……」

　明花はわなわなと震ふるえた。

　彼女とは衣装の仕立てを介かいしてなんどか会ったことがあった。菊きつ花かのように美しい女性だったが、つねに寂しげに外を見つめていたのが忘れられない。

　幸運を得て一度枕ちん席せきに侍はべったのち、すっかり王に存在を忘れられてしまったのだ。あるいは王には端はなから顧かえりみる気がなかっただけなのかもしれない。

　彼女はもともと潑はつ剌らつと働く水刺間だいどころの宮女だったのだが、その姿はむごいほどしおれて見えた。

　仕事もなく、ただ毎日毎日着き飾かざっていつまでも来ない王を待つ。それはどれほど虚むなしい毎日だっただろう。

　その後、先代王の崩ほう御ぎよとともに彼女は寺へと送られた。今後一生ただ先代王を供く養ようして生きていくのだ。

「宮女は王宮に入った時点で人生終わりだなんて言うけど、私はたとえ塀へいに閉じ込められた暮らしとはいえ生きがいくらい自分で見つけて生きていたいの！　ただ人を待って日がなぼんやりすごす人生なんてまっぴらごめんだわ！」

　なにより、大前提の承恩がないのだ。なんの都合かは知らないが、王の訪おとずれを心待ちにする立場でもないのだからなお虚しい。

「ほう？」

「それに実家への仕送りって点で考えても、王の崩御で寺に送られたり、政争に巻き込まれて始末される可能性のある承スン恩ウン尚サン宮グンはまったくの損だわ！　時間がかかっても地道に針チム房バン尚サン宮グンまで登り詰つめたほうが生しよう涯がい収入は高いと思うの！」

「なるほど」

　わかってくれたかと一瞬喜んだが、つぎに王は得意げに笑った。

「じゃあ俺からそれ以上の絹や貴石をおまえに贈おくろう。俸ほう禄ろくとともにそれを実家に送ればいい。大王大妃に目をつけられないよう少しずつにはなるが、それならいいだろ？」

　あ然とした。

「なんでそこまでするの？」

　都合っていったいなんなんだ。イヤな予感がぷんぷん臭においまくる。

　しかし王はあきれたように腕うでを組んで明花を見おろした。

「なんでって、おまえが針房になんているからだろ。なぜ至チ密ミルじゃない」

　ええ？　明花は首をかしげまくった。

「意味がわからないんだけど……。次会ったら教えてくれるって言ってたじゃないの。もちょっとくわしく」

「だから、きのうは黙っていたが俺が王だ」

「それで？」

「それで、だと？　おまえだって針房のしかも雑魚寝の房へやじゃ困るだろうが。ここなら独立した建物で──」

「主上、お待ちを」

　明花と王、たがいになんだか妙みようだなという気持ちがふくらんできたところで、親衛隊将（ホンモノ）があいだに入った。

「もしや、ちがうのでは？」

「ちがうわけがない。この顔だち、それに出自もそうだ」

　ちがうってなんだろうと疑問に思っていると、王ははっとしたように明花を見つめた。

「まさか、なにも知らされていないのか？」

「え、なにが……？」

　愕がく然ぜんとした様子で王は志芳たちと意味ありげに視線をかわす。それから親衛隊将が一歩まえに出た。

「承恩尚宮李イ氏、申しわけないがこちらの誤解があったようです」

「誤解？」

「ですが、これは幸運であったと思えばよいでしょう。あなたの品階を落とすことはしないし、贈り物に関しても主上が約束をたがえることはありません」

　だから今日の経緯いきさつのいっさいを忘れ、口外せず、おとなしく暮らすように。そう告げて彼らは帰って行った。

　ひとりのこされた明花はあんぐりと口を開けて立ちつくす。

　こんなことってあるだろうか。

「なんなのよ、あの王……」

　針房に配属されたときから、針房尚宮を目指して鞭むち打うたれながら懸けん命めいに働いてきた。

　出世はしたかったがこういう形ではなかったのだ。

「……針房に戻りたい」

　とほうに暮れる中、明花のために香雲閣は整えられていった。
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「明花！」

　飛びこんできた馴な染じみある顔に、明花はほっと安あん堵どした。

「美ミ成ソン！」

　明花とは対照的に、訪れた美成の表情は硬かたかった。戸と惑まどいを浮うかべて香雲閣の中をながめまわす。彼女は大王大妃の命により、明花を小主あるじとするこの香雲閣の内人となったのだ。

「どういうことなの、あなたその唐タン衣イ……。本当に明花が承恩尚宮……？」

「そうって言うかちがうって言うか……まあ結果的にそうなんだけど」

　そのあたりの経緯については口外しないように言われているので非常にもどかしい。

「私もよくわからないうちにこうなっちゃったんだけど、美成が来てくれて助かったわ。いきなりこんな馴染みのない住まいに押し込められて、知らない宮女に囲まれて……正直ちょっと参ってたのよ」

　分不相応でいたたまれない。

　こんな立派なところで暮らしていけるんだろうかと不安でいっぱいなのだ。

「……参ってたって、参ったのはこっちよ。突とつ然ぜん大王大妃さまの命で内人に認められて、やったと思ったら承恩尚宮李氏つきに配はい置ち換がえって言われて。李って誰だれよ!?　ってすごく考えたわ。李姓せいなんて掃はいて捨てるほどいるじゃない」

　美成はまだどこかぼうっとしている表情だ。信じられないのだろう。明ミヨン花フアだっておなじだ。

「こっちに来る途と中ちゆうでは針房尚宮に泣いてすがられたわよ、明花に今までつらく当たったのはあなたを立派に育てたいがためで、悪意があってやっていたわけではなく愛の鞭だから、そう伝えてとりなしてほしいって」

「愛の鞭ね……」

　手のひらを返すとはこのことだ。

　ちょっと胡う乱ろんな目になった明花に、美成は声を潜ひそめて耳もとに口をよせた。

「それにしても明花、昨晩なにがあったの？　針房の見習い宮女がどうして殿でん下かと」

「うーん、詳くわしくは話せないんだけど、公主さまの落とし物をさがしていたら偶ぐう然ぜん出会って……」

「偶然出会ったからってどうこうなるものじゃないでしょう。あの殿下よ？」

「……あの？」

　明花が怪け訝げんにすると、美成は室内を確かく認にんしてからさらに声を落とす。

「あなたなにとぼけてるの？　明花の一番ニガテ系統の相手じゃないの」

「え？　そう、だったっけ……？」

「まあ、あなたがニガテに思おうが相手が求めれば応じるしかないのはわかるけれど、それにしたってあの殿下よ？　威い圧あつ的で無表情、宮女の誰に対しても冷たい目！　ぜったい女嫌ぎらいだってみんな言ってたのよ。ちょっとでも気を引こうとする宮女がいたら恐きよう怖ふのひと睨にらみなんだから！」

　明花は王の姿を思い返す。女嫌いかどうかは知らないが、威圧的で無表情なんてことがあっただろうか？

（確かに顔は荒あら々あらしい感じを受けないこともないけど。うーん？）

　威圧的どころか堅かた苦くるしいのが苦手だと言って、むしろ気安い男だった気がする。無表情というのもピンとこない。わりとよく笑っていたような気もする。

（でもまあ、至密の美成が言うんだからそうなのよね……？）

　いまひとつ腑ふに落ちないが、美成は王の寝しん殿でんで働いていたのだ。一度や二度会っただけの明花よりずっとよく知っているだろう。

「あなたがあの殿下の最初のお気に入りになるだなんて……やっぱり信じられないわ。言っては悪いけど、あなたより美人の宮女なんて李姓並みに掃いて捨てるほどいるじゃない」

「そこを否定できないのは悲しいです」

　美成は納なつ得とくいかないといった顔で明花を上から下までなんどもながめる。

「……ということはあれかしら。市し井せいにまぎれていた王は審しん美び眼がんも庶しよ民みん並みということかしらね」

　明花はぎょっとして眉まゆをよせた。

「ちょっとさすがに言い過ぎ！」

「でも事実だもの。針チム房バンのあなたは知らないでしょう？　先代王の亡なき後、大王大妃さまはそうとうな傍ぼう系けいから殿下を連れてきたらしいわよ。なんでもあまりに傍系すぎてすでに市井にまぎれて暮らしていたのだとか」

「美成！」

「裕ゆう福ふくではなかったらしいわ。おかげで王族として受けるべき教育は一いつ切さい受けていないの。果てには字も読み書きができないのよ？　補ほ佐さするという名目で大王大妃さまが『垂すい簾れん聴ちよう政せい』をつづけているのもそのせい。まあ、だからこそ選ばれたんでしょうけど」

　美成の言葉に衝しよう撃げきを受けた。

　市井にまぎれて暮らしていたうんぬんの内容ではなく、至チ密ミルとして秘密は守るべしと厳しく教育を受けてきたはずの美成が、軽々しく王の出自について語ったことに対してだ。

　それは明花を信用するあまり口をすべらせたというよりは、むしろ王への軽視が感じられた。

「まあ、そういう王でも『承スン恩ウン』を受けられたんだからよかったじゃない。実権を持たずとも王は王よ。出世できてよかったわね、明花」

　ぼう然と立ち尽つくす明花の唐衣を、美成はつまみながら検分した。

「これ、ずいぶん急いで仕立てたのね。銀糸の刺し繡しゆうは承スン恩ウン尚サン宮グンにしては簡素だし、丈たけもちょっとあってないわ。あんまり良い品じゃないわね」

「……え、ああ、うんまあ。でも丈は自分で直せるから」

「そんなこと尚宮の立場でやらないの。殿下がつぎお渡わたりになった時に新しいのをねだればいいじゃない」

　ねだるもなにも、明花は王のお気に入りではないのだ。ただなにかの思おも惑わくと誤解があってこうなってしまっただけ──そう明花は理解している。

　そういえばはじめて会ったときに明花を「見覚えがあるような無いような顔」と言い、名を名乗ったときには李姓に反応していたように思う。

　要するに、誤解というのは人ちがいのことなのだ。王は明花を見覚えのある誰かとまちがってしまったのだろう。

　だから……というか、そうであろうとなかろうと、今までもこれからも枕ちん席せきに侍はべるだなんて珍ちん事じは起こらない。それだけは自信を持って言える。

「殿下はもう来ないと思うわ」

　どうして、と訊きかれるだろうかと思ったが、予想外に美成は「そうね」と納得した。

「よくある事よ。この香雲閣をあたえられた先代さまの承恩尚宮だってそうだったもの。気にしない方がいいわ。明花もみじめだなんて思わないで、気楽に暮らしましょう？」

　お茶でも持ってくるわ、と美成は外へと顔を出す。雑仕女ムスリに水の用意を命じようとして、動きを止めた。

　なにかあったのかと駆かけ寄って、明花は驚おどろいた。

　すっかり茜あかね色いろに染まった空の下、茶の木の垣かき根ねをぬけて高貴なる一団がやってくる。

　内侍ネシや護衛をひき連れているのは、濃のう紺こんの常服サンボクをまとった王だ。

「あ、あなた！　なにしにきたのよ！」

　月台ろだいに出て石階段を飛び降りる。

　あわてるあまりつんのめったところを王の手に支えられた。

「おっと、活いきがいいのは結構だがケガはするなよ」

「あ、ありがと……って、待って、ちょっとなに、なにごと!?」

　王がひき連れていた一団には、なぜか食事用の円えん卓たくを掲かかげている者たちもいた。しかも彼らはしずしずとそれらを香雲閣に運びこみはじめたのだ。

「せっかくだから夕水刺ゆうめしはここでと思ってな。いいだろ？」

「せっかくだからの意味がわからないんだけど」

「内ない殿でんは息苦しい。窒ちつ息そくしそうな王を助けるとでも思え」

「まあ、かまわないけど……」

　息苦しいと言われるとつき放せない。

　市井で育ったという王だ。たくさんの宮女や内侍に囲まれての生活は不自由に感じることも多いだろう。その気持ちはわかる気がする。

　なにより、美ミ成ソンの先ほどの態度も気になった。不敬などつねに公然と行われている、と彼は官かん吏りについて語ったが、もしかしたら宮女のあいだにも王を侮あなどる雰ふん囲い気きがあるのかもしれない。

　表面上はうやうやしく接しながらも軽視しているのが見え隠かくれしていたなら、それはつらいものではないだろうか。

「ほらあがって。でもはじめに断っておくけど、私に王さまをおもてなしするような話術だの作法だのは期待しないでね」

「じゃあ俺にも王さまらしい事は期待するなよ？　なにせ内侍だからな」

　王は悪戯いたずらげに笑う。出会ったときに明花がそうかん違ちがいしたことを言っているのだ。

「もうっ、意地悪！　あんな格好している王さまがいるなんて思わないじゃない」

「それもそうだ。俺だって頭に枝やら葉っぱやらをくっつけた針房宮女がいるとは思わなかったしな」

「うぅ」

　なんてよく回る口だろう。

　さっさと中に入れと、楽しげに笑う彼の背中を押した。

「──明ミヨン花フア、あなた何をしたの？　殿下のあんな顔、はじめて拝見したわ」

　憤ふん然ぜんとする明花の後ろで、美成がぼう然と呟つぶやく。それから明花を異質なものを見るような目で見つめた。

「……いえ、なんでもないわ。私、手伝いをしないと」

　美成はどこか強こわ張ばった顔で支し度たくに交ざって行った。
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「殿でん下かってどんな方なんですか？」

　ある日、明花は思い切って、内侍ネシとともに王の渡りを伝えに来た志ジ芳バンにそう尋たずねてみた。

　彼は石造りの月台ろだいに気だるげに腰こしを下ろし、ことりと首をかしげて見せる。

「王の寵ちよう愛あいを目下独どく占せん中の承恩尚宮がそれを訊くってどうなんだろうね」

「もう。実態のない寵愛だってことは聞ムン武官もよくご存じじゃないですか……」

　明花は額をおさえて呻うめいた。

　あれから数日、王はなにを考えているのか、毎晩くつろぐためだけに香雲閣を訪おとずれるようになっていた。

　ここに王の膳ぜんを運ばせ一いつ緒しよに食事をとり、ごろごろしてから帰って行くのである。

　泊とまるわけでもなく、もちろんいっさい『承恩』なるものがあるわけではないのだが、内ない廷ていではすっかり「王が囲うたったひとりの花」などとうわさされるようになってしまった。恐おそろしい。

　志芳はちらりと視線を香雲閣の中へと向けた。明花の言葉が宮女に聞こえていないかという確かく認にんだ。

　志芳はこちらへ視線を戻もどし、おっくうそうに頰ほお杖づえをつく。

「まあね。しかし数日たってようやく興味とはね。主上もなかなかの見てくれをしているんだけれど、なんだか涙なみだぐましいな」

「べつに興味ってわけではないんですけど。話に聞く殿下と私が会う殿下とではずいぶん乖かい離りがあるなと」

「そう？　興味と言えば、私もきみが気になっているのだけれど？」

「え？　あ、さてはまた足の相を見せてくれとかいう話ですね！」

　警けい戒かいして一歩さがる。

　けれども志芳はその態度に拗すねたようだった。

「……きみね、失礼じゃないかい。ふつう女によ人にんというのは私に『気になっている』と言われればちょっとはよろこんで見せるものだよ。顔がよくて財力に申しぶんない。それをその態度」

「そんな顔されても困ります。人相占うらないに興味ないので」

「きみが興味なくとも私にはあるんだよ。それに今気になっているのは易えき占せんの話ではなく、きみの格好なのだけれど。──どうして内ナ人インの格好なんてして、さっきから掃そう除じだのなんだのと雑事をこなしているの？」

「いやーこれはその、ヒマだったもので」

　笑ってごまかそうとして、その無む謀ぼうさにあきらめる。

　志芳が指し摘てきしたように、明花が着ているのは華はなやかな銀糸の唐タン衣イではなく、内人が着る簡素な上衣チヨゴリと裳チマだった。髪かみも簪ピニヨをささず、内人とおなじように編み上げ、テンギという細長い髪帯で結んでいる。

　毎日毎日仕事もなくただ引きこもっているのに限界を感じて今朝、美成を拝おがみ倒たおして衣服を用意してもらった。

　今は月台を掃はき掃除していたところだ。

「ヒマってねえ……時間を持て余しているのなら、お茶でも飲むなり散策に出るなりしたらいいと思わない？　殿下に楽器や本をねだるのも手だと思うのだけれどね」

「そんな大それた身分じゃないので」

「じゅうぶん大それてるよ。せっかく位階が上がって髪も衣服も華やかになったのにもったいないと思わない？　しかもそのテンギ、ずいぶんとすり切れているよ」

　指摘されて、明花はテンギにそっと触ふれた。

　長年愛用し直し直し使ってきたのだが、もう限界だろうか。

「簪よりもテンギが好きなのかな？　なんならもっといい品を買ってあげようか。絹地に銀糸の刺し繡しゆうを入れたものや珠しゆ玉ぎよくを飾かざったものでもいい。好きなものを言っていいよ。私は易占とおなじくらい、女人に贈おくり物をするのが好きなんだ」

「けっこうです。このテンギ、ぼろですけどいろいろ愛着がありますから」

　すっかり年季が入って色あせたテンギ。

　これは王宮入りする日の朝に贈られた大切なものだ。

　あの別れの朝、明花を見送ったのは母と弟だけだった。明花を宮女にすると決め、駆かけずり回って口くち利きき先を探してきた当の父は、その数日前に病で亡なくなっていた。

　突とつ然ぜん倒れて目を開けないままの、あっけない死だった。

　言葉少なにうつむく明花の髪に、母はこのテンギを結ゆってくれた。てっきり母の手て縫ぬいかと思えば、なんと縫ったのは倒れる前の父だという。夜な夜な明花のために縫っていたのだ、と。

　針も持ったことのない、いつまでも両ヤン班バン気質の抜ぬけきらない父が。──それだけでなにか報むくわれた気がしたし、頑がん張ばって出世しようと思えたのだ。

　申し出をきっぱりと断ると、志芳は訝いぶかしげに明花を見た。

「両班が施ほどこすと言っているのに断る理由があるかな。もしかして、私は貧しい男だと思われているのかな？」

「いいえ、聞氏といえば代々高官を輩はい出しゆつしてきた名家。超ちようがつくお金持ちだって事くらいは知ってます」

「ならどうして？　べつにぼろはぼろで取っておいて、もらえるものはもらっておいたらいい。なにも損はないと思うのだけれど」

「いけませんよ、そういうの。労働の対価ならともかく、ただ金品をばらまくだなんて、そりゃあよろこばれるでしょうけど、怖こわいことです」

「怖い？」

　思いもよらない言葉だったのか、志芳はきょとんとした。

「ええ。うち、両班から常サン人インへの没ぼつ落らく家庭なんですけどね、両班だったときに養っていた親しん戚せきたちは、うちが落ちぶれて小作農になったあとも金銭や米の無心にやって来たんです。労働をせずに食べていける楽な暮らしを捨てられなかったんだと思います」

　志芳は明花がなにを言うのか見み極きわめようとするかのように、じっと耳を傾かたむけている。

　驕おごり、下位の者の話など聞く価値も無いとする両班は多いが、彼はなんちゃって承スン恩ウン尚サン宮グンにすぎない明花の話をさえぎることなく聞いてくれるようだ。いい人だなと判断する。

「父さまがいる間はまあよかったんです。断れば帰ってくれましたから。でも父さまが留守の時はもう恐ろしかったですよ。まるで山さん賊ぞくのように棒を手にして家に押し入って、米や残り少ない家財を奪うばっていくんです」

　母は土間や畑に米を埋うめて隠かくした。それすらも彼らはさがしあて、掘ほり起こして奪っていった。

「私の記き憶おくの中では親戚の顔はみんな鬼おににぬり替えられてます。もとの顔なんて全然思いだせない。……でも、親戚たちだってはじめっから鬼だったわけじゃない。彼らを鬼に変えたのは金銭です。働かずともねだるぶんだけあたえられた安易なお金が彼らを鬼に変えたんだと思うんです」

「ふうん」

「なんの対価でもなくばらまかれた金品は人の心にたまる澱おりです。たまればたまるほど、心は淀よどんで理性を失う」

　明ミヨン花フアが出世したかったのは家に仕送りをたくさんするためだ。

　ならば公主に価値ある物をねだればよかったし、承恩尚宮になったことにも諸もろ手てをあげてよろこべばよかった。

　けれどそれができなかったのはやはり、この過去の経験があるからだと思う。

　金の魔ま力りよくで鬼に変わりたくないし、仕送り先の母や弟にもおなじようにそう思う。

　そう話すと、志芳は少し黙だまったのち、ふっと力が抜けたように空を仰あおいでくすりと笑えんだ。

「そうか……そうだね。確かにそうだ。私の家の者にも聞かせてやりたい」

　その笑顔は翳かげのある志芳としては破格なほどの明るい表情で、思わず明花は一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまった。

「きみが王の承恩尚宮か。うん、なかなか疎うとましくはないな」

「はあ、それは褒ほめられてるんでしょうか……？」

「私にしては異例なほうだよ。じつは私、蛇だ蝎かつのごとく女人嫌ぎらいだからね」

　ぽかんと口があいた。

　彼は自分が女好きとして有名な事を知らないのだろうか。

「聞ムン武官たらご冗じよう談だんを」

「そう思う？」

　箒ほうきを片づけるため志ジ芳バンの横を通りぬけようとして、明花は足を止めた。

　箒の先を志芳がにぎっている。

「まいったな。本気できみの天命を読みたい。なのにおなじくらい、知るのが恐おそろしいよ」

「聞武官？」

「志芳と呼んでほしいな。女人とおなじくらい、その聞姓せいも嫌いなんだ」

「そういうわけには……」

「お願い、と言ってもダメかな。公式の場では姓呼びでもいいけれど、そうでないときくらいはその忌いまわしい姓から解放してくれるとうれしいのだけれど」

　志芳は長いまつ毛を震ふるわせながら切なげに見上げてくる。

　あざといな！　と思いつつ、無下にもできなかった。そういう気弱げな表情をされるとつき放すことができないのが性しよう分ぶんだ。

「……はぁ、ではわかりました。状じよう況きようによって使い分けさせてもらいます。それでいいですか？」

　仕方なく言うと志芳は微笑ほほえんだ。長いまつ毛が頰ほおに影かげをつくり、その厭えん世せい的な容よう貌ぼうをさらに魅み惑わく的にする。

　これで女嫌いなんて絶対に信じられないと明花は思った。

　それから箒を片づけ、次は欄らん干かんでも拭ふこうかと雑ぞう巾きんを手にしたところで、房へやを整え終えた美成がこっちこっちと明花を中に招く。

「李イ尚宮、はやくお召めし替かえをしないと殿でん下かが来ちゃうでしょう！」

　時刻は昼。いつもは夕暮れあたりにやってくるのだが、そういえば今日は昼の点心を一いつ緒しよに食べると言われたのだった。

「美成、その李尚宮ってやめてよ明花でいいから」

「そういうわけにはいかないでしょう。はじめは明花だなんていつものように呼んじゃったけれど、あれは失敗だったわ。あなたは尚宮なんだもの」

　室内に戻もどると美成は明花の髪を手早くほどいて梳くしけずる。

　髪を結いあげて簪をさそうかというところで、彼女はぱたりと手を止めた。

「美成？」

「……そう、尚宮よ。……おかしな話よね。将来至チ密ミル尚サン宮グンに口利きしてあげるだなんて言ったの、ついこの間のことなのに。先にあなたが大出世しちゃうんだもの」

「うーん。これは事故みたいなもので」

「お子が生まれればさらに位階が上がるわ。尚宮より上はもう後フ宮グン、王の側室よ」

　あーそれはないな、と心の中で思う。

　実際には『承恩』の無いなんちゃって承恩尚宮だ。お子なんて生まれようがない。

「上司に目をつけられていた針チム房バンの明花と、順調に上司の評価を得ていた至密の私。あなたは殿下との面識もなかった。私は殿下が王宮にやってきて以来ずっと王の寝しん殿でんで働いていた。なのに、ね……こんな事ってあると思う？」

　明花はその口調に違い和わ感かんを覚えてふり返った。けれどそこにいたのはいつも通りの愛らしい美成だ。

「なーんてね。大逆転劇がもううらやましいったら！　腹立つから簪ピニヨ逆さまにさしてやるんだから」

　冗談交じりの笑顔にほっと安あん堵どする。

　もうやめてよーとじゃれ合っていると、垣かき根ねの向こうから大きな日ひ傘がさがやってくるのが見えた。王のお渡わたりだ。

　美成はあわてて飛び出し、頭を深く下げる。

「殿下！　申しわけございません、まだ李尚宮の身じたくが済んでおりません」

「いい。早く来たのは俺だ」

　身ぶりで美成にさがっているよう命じ、志芳とともに上がってくる。

　まだ内人の格好をした明花を上から下まで興味深そうに眺ながめ、王は笑った。

「絹の唐タン衣イはお気に召さないか？」

「そういうわけじゃないんだけど、ただ時間を潰つぶすだけの毎日はヒマすぎるわ。でも雑事で唐衣が汚よごれるのは困るでしょ」

「ああ、ただ座っているだけというのはけっこう苦痛なもんだ。贅ぜい沢たくなことにな」

　彼はお飾かざりとして玉座に座る己おのれを皮肉って笑う。

　それから深い紫むらさき色いろの上衣をだらしなくくつろげて敷しき物ものに腰こしを下ろした。そしてなにかに気づいたように敷物をなでる。

「この敷物、気持ちいいな。きのう来たときとちがうがおまえが縫ぬったのか？」

「そうよ。針房でもずっと思ってたんだけど、なんでもかんでも高級な輸入ものの絹を使えばいいってもんじゃないじゃない。もう初夏で汗あせばむ日も増えてきたし、綿の敷物の方が肌はだざわりが絶対いいでしょ。絹はすぐシミになるし」

「そうか。いい出来だ。針房尚宮になれないのがもったいないな」

「あなたが言う、それ？」

　明花はぎゅっと眉まゆをよせた。

「私はいつでも諸手を挙げて針房に戻るんだけど」

　戻れるものなら。

　王のためだけの宮女なんて、何日経たとうが柄がらじゃない。

「悪いが、一度承スン恩ウンを受けたとなった以上は針房には戻せない。大王大妃ならばどうにでもなるのだろうが、俺はあれを強ごう引いんに動かせるような権力を有していない」

「……わかってるわ」

「俺が言うのもなんだが、新たな生きがいを見つけるというのはどうだ？」

「え？」

　目を瞬またたく。

「生きがいくらい自分で見つけたいと言っていただろ。これまで針チム房バン尚サン宮グンの座がおまえの人生を鼓こ舞ぶする目標だったなら、なにか新たな目標を見つけてみたらいい。とりあえず、俺の渡りを待つというのはおまえの生きがいにはならないようだからな」

　新たな目標……？

「正五品だ。見習いではできなかったこともできるようになるだろう。その地位でしか為なせないことが必ずある。まずはあれだな、生きがい──あるいは生き方を見つけることが当面の目標だな」

「もう、簡単に言ってくれるじゃない」

　頰をふくらませる。

　でも、新たな生きがい、あるいは生き方。それはとても前向きで悪くない気がした。

　それから間もなく、目の前にはふたり分の点心が運ばれてきた。蜜みつのかかった餅もちと冷たいお茶だ。

　並んで腰こし掛かけそれを食べていると、志芳が王に耳打ちをした。

「そういえば、李尚宮は愛いとしき主上のことをもっと深くよくお知りになりたいのだそうですよ。さきほどもどんな方なのか根ね掘ほり葉掘り詳くわしく尋たずねておいでだったような」

「ちょっと、丸聞こえだしなに思いっきり脚きやく色しよくしてるんですか！」

　思わずつっ込む。それに根掘り葉掘りもなにも、志芳は話の矛ほこ先さきを変えてひと言も答えてくれなかったじゃないか。

「ほお、俺のことをそんなに知りたいって？」

　意地の悪い顔だ。王は志芳の脚色を分かっていながら話に乗るつもりらしい。

「べつにそういうのじゃないの。ただ、あなたもう少し内ない殿でんでも普ふ通つうにしてたらいいと思うわ。いろいろ……気を緩ゆるめられない事情はあるんでしょうけど、宮女たちに怖こわがられてるらしいわよ。誤解にしたって早く直さないと」

　明ミヨン花フアを花仙亭で刺し客かくかなにかと間ま違ちがえたことといい、宮女からの軽視の可能性といい、問題は彼にばかりあるわけではないとは思う。けれど、このままではまずいのではないかと思うのだ。

「直す？　なぜだ？」

「なぜって、もうすぐ『揀カン擇テク』でしょ。せっかく選ばれた王おう妃ひさままで怖がってしまったらどうする気？」

　きっと深窓のご令れい嬢じようがやってくるのだ。怯おびえてしまったら大変だ。

　だが王は思いきり顔をしかめた。

「いやな話だな。『揀擇』で大王大妃が選んだ女など。怖がられようがむしろ大だい歓かん迎げいといったところだ」

　確かに『揀擇』で王妃を選ぶのは大王大妃だ。とうぜん大王大妃とゆかりのある令嬢が選ばれるのだろうし、そこに王の感情は一いつ切さい考こう慮りよされない。

　仲なか睦むつまじく心から愛し合えとは言えないが、かといって王妃と言えば国母である。

「王と王妃が不仲というわけにはいかないじゃない。お世よ継つぎとかどうするの」

「べつにいいさ。そのための後宮、そのための承恩尚宮だろ？」

　まあねーと言いかけて固まった。その承恩尚宮の地位に今自分がいるのだった。

「あ、あの確かく認にんだけど、私が承恩尚宮になったのは誤解によるもので、それ以上でも以下でもないのよね？」

「誤解というか手て違ちがいというか、まあそんなところだな」

「いいわ。それに関して首つっ込まないから。それくらいの宮女としての分別は持ってるから」

「じゃあいいだろ」

　王はごろんと寝ねころんだ。

　明花の膝ひざを枕まくらにしようとするのではたき落とす。

「じゃあよくないわよ。だったらなにしに毎日訪ねてくるの、ダメじゃない。なんちゃって承恩尚宮の住まいに足しげく通ってたりしたら、ほんとうに愛する宮女や妃ひ嬪ひんができたときどう説明する気？」

　王は目を点にした。もう、と焦じれる気持ちで説明する。

「あいつとはなにもなかった！　とか言うつもり？　老ろう婆ば心しんながらそんな台詞せりふを信じる女はまずいないって教えてあげるわ」

「……おまえな。王に一いち途ずさを求める女などいるものか」

　はた、とする。それもそうか。

　そこへ「主上」と志ジ芳バンがささやく。

「李イ尚宮はほかの女によ人にんに主上がお気をうつされないかを心配されているのでしょう」

「なるほどそうかそうか」

「ぜんっぜんちがうわよっ！」

　王と志芳はにんまりとする。出た。悪ノリの顔だ。

「安心しろ李明花。『揀擇』など中止にしてやる。王妃も後宮も誰だれひとりとして迎むかえたりなどしない」

「はいはい！　誰もそんなこと望んでませんけどね！」

「──誰も望んでなくとも、俺はやるぞ」

　気負いのない声だった。けれどなぜか秘ひめた強い意志を感じて王を見る。

　目と目があった。

　王の赤琥こ珀はくの瞳ひとみはまっすぐに明花を見上げていた。あまりにも決然としたまなざしで見つめられて、明花はうろたえた。

（な、なに……なんなのその目……！）

　狼ろう狽ばいする明花にかまわず、王は手をのばす。その武人然とした大きな手になぜかどきりとした。

「な…………、あっ！」

　肩かたにはらりと髪かみが広がる。王の手にあるのは明花の簪ピニヨだ。

　ゆるく波打つ黒くろ髪かみをひと房ふさつかんだと思うと、強引に引き寄せてそこにくちびるを落とす。

「黒く艶つややかな髪だ。結ゆい上げてしまうのは惜おしいな」

「も、もう！　そうやってからかうのよくない！」

「俺が楽しいからいい」

　傲ごう然ぜんと笑えむ王に、明花はむすっと頰ほおをふくらませた。けれどそれを見てさらに王が楽しげに笑うのだから腹が立つ。
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「困った人……！」

　王はくつくつ笑いながら目を閉じる。そのまま寝る気だ。

「…………はーもうっ、仕方ないわね！」

　膝を貸せない代わりに枕を持ってきてあげた。

「ほら、使って。ああそのまえに上着くらい脱ぬいだほうがいいわよ。今日は蒸むすから、汗あせかくわ」

　言っても動こうとしない王をごろごろと転がしながら上着を脱がせる。

　内着をくつろげてやると、またちゃっかりと人の膝を枕にしようとしてくるので再度落とした。

　王は恨うらみがましい目で明花を見た。

「……宮女は王のものと言ったのは誰だったか」

「この膝は私のものです悪あしからず！　だいたいこんな暑い日になんで膝に湯たんぽのっけてなくちゃなんないのよ」

「湯たんぽか。侍じ医いによると俺の体温はやたら高いらしいから、そのたとえは間違ってはいないな。冬は一いつ緒しよに寝れば床暖房オンドルいらずだぞ」

「おあいにく様、今は初夏です。しかも今日は暑いもの」

　明花は団扇うちわを取りだし、自分をパタパタあおぎはじめた。

「なんだ、俺をあおいでくれるんじゃないのか？」

「上着脱いでも暑いなら内殿に帰ればいいのよ。涼すずしい板縁マルで甘酒でも飲んだらいいわ」

「いや、いい」

　王はふたたび目を閉じ、横になる。

「板縁がなくとも、ここの方がよほど居い心地ごこちがいい」

「なに言ってるんだか」

　それからしばらくして、王の寝ね息いきが聞こえてきた。

　乱れた長い髪を整えてやりながら、脳のう裏りに浮うかぶのは先ほどの王のまなざしだ。

　──誰も望んでなくとも、俺はやるぞ。

『揀擇』を中止にし、王妃など誰も迎えない。それは明花をからかった冗じよう談だんのように見せて、王の本気だったのではないか……そんな気がしてならない。

　明花への寵ちよう愛あいどうこうという話ではなく、大王大妃の選んだ妃嬪を受け入れないという強い意志だ。

　胸にちりりとした緊きん張ちようが走る。

（まさか、朝ちよう廷ていに君臨する女じよ帝ていに逆らうつもりじゃないでしょうね……？）

　無茶だ。心の底からそう思う。

　大王大妃の機き嫌げんを損そこねたらどうなるか、という話はなにも宮女に限ったことではない。

　十三代、十四代と王が若くして崩ほう御ぎよされたことに疑問を抱いだかない者はいないのだ。

　なにせふたりが倒たおれたのはともに、『垂すい簾れん聴ちよう政せい』の御み簾すを取り払はらい、王自ら政権を運営しようと動いていた最中のことだったといううわさもあるのだから。

　──あれにもまあ、娯ご楽らくは必要か。

　鸞らん和わ殿でんでの大王大妃の言葉がよみがえる。冷静に考えてみれば『あれ』とは王のことを指していたのだとわかる。

　お気に入りの宮女でも侍はべらせておけばおとなしくお飾かざりを全まつとうするだろうと言っていたのだ。

　大王大妃がいかに王を軽かろんじているのかがわかる言葉ではないか。

「『揀擇』を受け入れなかったら、あなたどうなるかわからないわよ……」

　王の寝息はひっそりと身を隠かくす獣けもののように静かで、それがどこか心苦しい。

　幼い公主もまた、おなじようにして眠ねむるのだ。

　明ミヨン花フアはそっと、彼の汗ばむ額髪をなでた。







「主上、ありましたか」

「いや……やはり無いな」

　さきほど合流した親衛隊将の朱ジユ玉オクに、あきらめたように肩をすくめてみせる。

「どういたしましょう？」

「どうもこうも、なんとかするしかないさ。だろう？」

　王はここ数日にわたって入念に調べあげた香雲閣の房へやを見まわした。見習い宮女という立場だった彼女の私物は少ない。

　持ち物はすべて運びこませたうえ、裁さい縫ほう針の一本から足袋たびのうらまでくまなく調べた。

　今は外の見張りに出ている志芳が「テンギが怪あやしい」というのでこれも見た。二重になっているとわかった時にはもしやと思ったが、すり切れた破れ目から内側をのぞいたところ、幸運を願う吉きつ祥しよう文様がひっそりと縫ぬわれているだけだった。おそらく親心だろう。

「この娘むすめを尋じん問もんしては？」

　玉のような容よう貌ぼうの朱玉は感情のうかがえない声こわ音ねで言い放つ。

「必要ない。巻きこまれ、生しよう涯がいを王宮という塀へいの中で暮らすはめになったのになにも知らんのだ。そっとしといてやれ」

「もしやすでに大王大妃に取りこまれているのやも知れません」

「疑ぎ心しん暗あん鬼きはかえって身を滅ほろぼすぞ、朱玉」

「しかし……」

「それにこれが大王大妃の手先ならもっとうまくやるだろ。おもねってくるのが敵、王に対して口くち汚ぎたないやつが味方という考えだな俺は」

　冗談めかして言うと朱玉は黙だまり、房のすみで眠る李イ明花を見た。

　点心にしこんであった眠り薬がよく効いているのか、器用に丸まってよく眠っている。

「さて、今日は昼日中に来てみたが、明るいうちにさがしてもわからんのだ。例のものに関しては自力でなんとかするしかないという結論だな」

「なになさってるのです」

「俺も昼ひる寝ねだ」

　明花の隣となりにごろりと寝ころぶと、朱玉は困こん惑わくの表情を隠さない。

「誰だれが大王大妃の息のかかった者かわからないとおっしゃり、この一年、宮女の前では一いつ切さい心を開かなかったあなたさまが……。──やはり顔ですか」

　王は声を出して笑いかけ、明花が寝ていることを思い出してなんとかこらえた。

「くく……顔か！　その言いかただと明花がまるで傾けい国こくの美女のようだな……！」

「女性の顔はよくわかりません」

「これは美女というには日に焼けすぎだし顔立ちにも色気がない」

「では醜女しこめ」

「おまえ殴なぐるぞ」

　朱玉は理り不ふ尽じんだという顔をした。
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「まあ、出会い方が悪かったんだろうな」

「いろいろおっしゃることが矛む盾じゆんしています」

「気にするな。──じゃあ少し寝るから見張り頼たのむぞ」

　朱玉はまだなにか言いたげだったが、それ以上はなにも言わず房の外へと出て行った。

　王は寝返りを打ち、すやすや眠る明花の黒くろ髪かみに指をからめる。

「そうだな……出会い方が悪かった。だからよかった」

　初めて会ったのは、たまたま親衛隊の軍服を着ていたときだった。

　あの日、散策をよそおって後こう苑えんを例のものをさがして歩き、池のそばで大王大妃の姿を見かけた。

　大王大妃は牡ぼ丹たんの陰かげからなにかを拾いあげると随ずい従じゆうたちと笑い、毛虫をふみつけるようなしぐさをした。しまいには池に投げ捨て、時間を置いてからそれを拾いに行ってみれば、それは公主の大事なノリゲだったのだ。

　あのときの、のどに石を詰つめられたようないやな気分は忘れられない。

　水にぬれた衣服は真ま面じ目めな朱玉に着がえさせられた。明花と出会った時に着ていたのは彼の軍クン服ボクだったのだ。

　彼女があらわれたのは、花仙亭を調べようとしていた時のことだ。

　怪しい動きをしていた宮女があとを追うように入ってきたから、てっきり大王大妃が例のものさがしに気がつき、刺し客かくを差し向けてきたのかと思った。

（ただの枝だったがな）

　しょうもない失態に苦く笑しようする。

　あの時、やってしまったという後こう悔かいが素すの自分をさらしてしまった原因だ。

　だがそのあともとり繕つくろうことをしなかったのは、彼女の顔立ちが過去の記き憶おくを揺ゆさぶったからだ。朱玉の言いかたはおかしいが当たっているといえる。

　正体を偽いつわったまま針チム房バンに返し承スン恩ウン尚サン宮グンに昇しよう格かくさせたのは、おもしろいと思ったからだ。

　自分の記憶にある面おも影かげとよく似た、けれども決定的にちがうあの顔を驚おどろかせてみるのも一興かと思った。

　もしかしたら、久しぶりに一晩くらい王ではない自分でいたかったのかもしれない。

　だが、さあいざ本題をとなった時、衝しよう撃げきを受けた。──彼女はなにも知らなかったのだ。

　思い返して、脱だつ力りよくするように息を吐はく。

「……まあ、知らないならその方がいい。おまえはこの国に翻ほん弄ろうされた被ひ害がい者しやだ。このまま静かに暮らせ。俺がなんとか責任をとってやるから」

　指の甲こうで明花の頰ほおを優やさしくなでた。

　志ジ芳バンによると、針房では仕立ての他ほかに雑仕女ムスリのようなことまでしていたという。そのせいだろう、よく日に焼けている。白磁の肌はだを持つ傾国の美女ではないが健康的だ。

　こちらの方が自分の好みだと思う。またそれ以上に彼女の性格に好感を覚えた。

　ちらと卓たく子しの裁縫具箱を見る。中には針や糸のほか、きれいに修復された公主のノリゲが絹でていねいに包まれて入っている。

　出会ったとき、彼女は衣服が汚よごれるのもかまわず這はい回ってまでこれをさがしていた。ぼろぼろになったいかにも回かい避ひ案件と思われる状態のこれを見せたときも、捨ておかなかった。

　志芳が調べてきたところによると、彼女は孤こ独どくな公主に愛らしいツバメの巾きん着ちやくをつくってやったりもしたのだという。そのせいで針房尚宮からやっかみを受けていたのだとも。

「難なん儀ぎな性格だな」

　出世したいと言っていながら、彼女が優先するのは別なものだ。難儀だなと思いつつ、それはどこか心地ここちよかった。淑しとやかさはないがまっすぐな少女だ。

「…………ぅん……」

　添そい寝しているせいか、明花が寝苦しそうに小さく呻うなる。

　王は近くにあった団扇うちわを取り、そよそよとあおいでやった。

　明花が気持ち良さげに表情をゆるめるから、見ているこちらもつい頰がゆるむ。

「まっすぐだが、あまり素直ではないな」

　明花は先ほど、王をあおいでやる気などさらさらないという態度をとっていた。

　しかし王は知っている。

　彼が狸たぬき寝ね入いりをはじめたとたん明花は団扇の向きを変え、それからずっと薬が効いて寝落ちするまで優しくあおいでくれていたことを。
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「あれ。美ミ成ソン、私の内ナ人イン服は？」

　ある朝着がえようとしたら、せっかく手に入れた内人用の裳チマと上衣チヨゴリがなかった。

「洗せん濯たく中よ。もう替かえがないから今日は一日唐タン衣イで過ごしましょうね……っていうかそれがほんとは普ふ通つうなんだけど。ああそういう顔してもダメ。きのうドブさらいなんてするからでしょう？」

　美成はあきれたように言い、銀刺し繡しゆうの唐衣を着つけてくれた。

　肌はだ着ぎからして絹だ。軽くてさらりとした肌ざわりがなんだか落ち着かない。

「ちょっと美成、こんな高価そうな簪ピニヨどうしたの？」

　美成が髪かみに挿さそうとしたそれに目を剝むいた。瑞ずい雲うんに琥こ珀はくの玉があしらわれた銀の簪だ。雲のつくりこみが繊せん細さいで、かなりの技ぎ巧こう品なのだとわかる。

「殿でん下かから届いたのよ。ほら動かないで」

「いらないわよそんな高そうなもの！」

　しかもその琥珀、王の瞳ひとみとおなじ赤琥珀だ。それを髪に挿すのはなんだか恥はずかしい。

「なに言ってるの。贈おくり物こそ寵ちよう愛あいの証あかしじゃないの。安っぽい簪なんて挿してたらみんなに舐なめられるわよ、ああ王に忘れられた女だなってね」

「忘れられてもなんの問題もないんだけど」

「あなたがよくても私がみじめになるの」

　ぴしゃりと叱しかられた。

「これで良し、と。まさかとは思うけど、この格好で雑仕女の仕事に交ざったりなんてしないわよね？　こんな技巧品、落としでもしたら簡単に壊こわれるわよ。唐衣も泥どろ染しみをつけたりしないこと」

「うー、ハイ……」

　釘くぎを刺さされてしまってとほうに暮れる。

　今日一日どうやって過ごせばいいのだろう。

「ほら、両手は身ごろの中に入れて歩くの。裾すそまくらない、走らない、階段飛びおりない！」

　ちょっと庭におりるだけでビシバシと指し摘てきが入る。こりゃダメだ。今日は日が暮れるまで房へやで縫ぬい物でもしていようか。

（あ、でも）

「私、公主さまに会いに行ってこようと思う」







　と、思ったのに。

「────は、はぐれた……！」

　朝は幼い公主といえどもご機き嫌げん伺うかがいなどで忙いそがしい。時間を少し潰つぶしてから、と供の美成と一いつ緒しよに園林を散策していたのだが、蜂はちに追われて逃にげ惑まどっているあいだに完全にはぐれてしまった。

　とりあえず頭に簪が残っているかを確かく認にんする。よかった大だい丈じよう夫ぶ。

「にしても、迷めい路ろじゃないんだからもっとわかりやすい造りにすればいいのに」

　太テ陽ヤン宮グンは初代国王が曲くせ者ものの侵しん入にゆうを恐おそれるあまり複雑に墻垣へいを張りめぐらせたとはまことしやかなうわさだが、あながち間ま違ちがってはいないのではないかと思う。

　現に明ミヨン花フアはすでに迷子だ。

「うぅ……行くにも帰るにも道がわからないっ」

　なんとなく通ったような気がする洞どう門もんをいくつか抜ぬける。

　墻垣で囲まれた景色はどこをどう通っても変わり映ばえしない。

　どうしよう、と途と方ほうに暮れたところに人の話し声が聞こえてきた。

「気をつけろ、気をつけろ」

「慎しん重ちようにだぞ」

　声を掛かけ合いながらやって来たのは内侍ネシたちだ。彼らは大人の背せ丈たけほどの松の木やら螺ら鈿でん細工の櫃ひつやら小箱やらを掲かかげていた。

「変わった樹皮の松だわ」

　葉は確かに松なのだが、樹皮がなめらかな白はつ灰かい色だ。

「あれは白皮松という。西の大だい帝てい国こくにしかない高級樹だ」

「へえ、きれいな松ね」

　親切な説明にふり返り、明花は眉まゆをひそめた。

　立っていたのは内侍だったが、その顔は非常に非常に見覚えがある。

「……あきれた。あなたなんでもやるのね」

「最初に人を内侍扱あつかいしたのはおまえだろ」

　王だ。一国の王が内侍の官服を着て出歩いている。

「そうだけど、にしてもきちんと冠かんむりつけてると別人みたいに見えるわね」

「そのいかにも似合わないって顔はやめたほうがいいぞ。公式行事でも冠をかぶらない王になる」

　やや拗すねたような顔をするので似合ってると言ってやった。ただなんだかふだんの彼とちがうのでしっくりこない感じがするだけだ。

「で、そんな格好でなにしてるの？」

　きょろきょろ見回す。少し離はなれた墻垣の陰かげからひらひらと手がふられた。たぶん志ジ芳バンだ。

　一応護衛を連れていた事にはほっとする。

「さっき香雲閣に行ったら李イ明花は迷子だと言われた。おそらくこの辺りにいるだろうとあたりをつけたわけだが、あまり俺が大々的にさがし回ると面めん倒どう事になるから剝むいてきた」

　剝いてきた、とは供をしていた内侍の官服をという事だろう。迎むかえにきてくれたのはうれしいがとんでもない人だ。

「面倒事っていうのは？」

「おまえな、こっちは王宮の東。公主の露葉堂は西だろ。完全に逆方向だ」

　王宮の東と言われて理解した。大王大妃の住まいがある方角だ。飾かざられるだけの王と影かげの女じよ帝てい……たしかに面倒事になりそうだという予感はひしひしとする。

　こっくりとうなずくと、明花は王のあとについて歩きだした。

　それから間もなく、またいくつもの櫃を掲げた内侍たちとすれちがう。

　明花は王の変装がばれるのではないかとひやひやしたが、彼らが通り過ぎたあと、王が浮うかべたのは安あん堵どではなく不快感だった。

「驕きよう奢しや趣しゆ味みめ」

「え？」

「あれらは大王大妃の鸞らん和わ殿でんに運ばれる一級の贅ぜい沢たく品ひんだ。中に入っているのは帝国から輸入した白磁の皿や玉の杯さかずき、象ぞう牙げの箸はし、金の香こう炉ろ。新たに持ち込まれぬ日はないほどだ」

　王は、はじめに見た白皮松ひとつでいくらすると思うかと尋たずねた。

　見当がつかないと言うと、明花の住む香雲閣なら二つは建てられる金額だと答えた。西の大帝国に交こう渉しようし、買い取り、はるばる半島まで運ぶのにそれほどかかるのだという。

「国庫はすべてあの老害の財さい布ふというわけだ」

「農民って、結局権力者に贅沢をさせるために生きてるのかしらね。なんだか嫌いやになるわ」

　王の忌いま々いましさあふれる声に共感しか湧わかない。

「私が住んでた村なんて三重の税があったのよ？　国に納める税、地主に納める税、それに税を取りたてに来る官かん吏りの懐ふところに納める税。なにもかも搾しぼり取られて、もう一家飢うえ死にじゃないかって冬が毎年だった」

　そうして命がけで納めた税がなにに使われていたのか。もはや考えることすら馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　王は苦り切った表情で言う。

「この張りめぐらされた墻垣の中から民たみは見えない。見えないものはいないのとおなじだ。特に大王大妃は十歳で輿こし入いれし、以来ずっと墻垣の中。齢よわい七十一歳といえども外の世界に関しては子どもほども知らぬ」

　なるほどと思う。十歳まで育ったのも両ヤン班バンの屋や敷しきの奥だ。飢える民など見た事もないだろう。

　大王大妃は『民』という文字しか知らないのだ。必死で生きている命だという実感などあるはずがない。

「この国は問題だらけだ。国を平らかに治めるどころか、根幹である税の徴ちよう収しゆうすらまともにできていない。ひと冬にいったいどれだけの農民が飢えて凍こごえて死ぬかを考えもせん。そうして命の重みも知らぬ者が民の命の上に平気で胡坐あぐらをかいて座っている」

　静かな語り口だった。けれど隠かくしきれない激しい感情が言葉の端はし々ばし、そして神秘的な色をした瞳の奥に見え隠れしている。

「だが本来、民の命とは下に敷しくものではなく、背負うものではないのか…………！」

　強い意志と、静かに、けれど確実に燃えている怒いかりの炎ほのお。

　後こう苑えんで迎えた朝に少しだけ見せた、あの表情だ。

（この人…………）

　明花は食い入るようにその赤琥こ珀はくの瞳を見つめた。

　──この国は長いこと闇やみ夜よの中を転がっている。

　そう彼は言った。どんなに長い夜にも必ず夜明けは訪おとずれるのだとも。

「……なんてまあ笑い草だな。玉座にただ座るだけでなにもしない俺がそもそも金かね喰くい虫だって話だ」

　すべてを冗じよう談だんごかすように彼は笑い、肩かたをすくめてみせる。

　行くぞ、と先を歩きはじめた彼の手を無意識に取った。

　驚おどろいた顔で彼がふり返る。

「あなたは金喰い虫なんかじゃないわ」

　無学なまま市し井せいで育ち、お飾りとするため王宮に呼び戻もどされた傀かい儡らい王……その評価に対して、明花はどこかで納なつ得とくのいかないものを感じていた気がする。

　その違い和わ感かんのもととなっているのはきっと、後苑での朝にかわした会話、そしてあの時の彼の不ふ屈くつのまなざしだったのだろう。

（彼は、王だわ）

　彼はお飾りで良しとする男ではない。つねに墻垣の外を気に掛かけ、この国のあり方に思いをはせる真実の王だ。

　根こん拠きよなどない。けれどもそう思わせるだけの熱意が彼の言葉やまなざしから感じられた。それが明花の胸を打ったのだ。

（今はまだ、この国は闇夜の中）

　彼はきっと夜明けを待っている。

　いや、水面下でこの国の夜をはらう機会をさぐっているのか。彼がなにか思おも惑わくを秘ひめていることは知っていたが、おそらくそういう事なのだ。

「あなたは伏ふして期を待つ、雌し伏ふくの王よ」

「…………そうか」

　ぐっと熱い手が明ミヨン花フアの手をにぎり返す。

　ふたりは互たがいの瞳ひとみに吸いよせられるように見つめ合った。

　先に視線を逸そらしたのは王だ。少し照れたように微笑ほほえみ、「ほら」と明花の手をにぎったまま歩きはじめる。

　それがあまりにも自然な動きだったせいで、明花がやっと意識したのは十歩ほど歩いてからの事だった。

「ちょ、ちょっと、あなた手……！」

「またはぐれでもしたら困るだろ」

「大だい丈じよう夫ぶよ！　園林じゃないし、こんな狭せまい道ではぐれたりなんてしないからっ」

　だいたいさっきまでは普ふ通つうに歩いていたじゃないか。それがなぜ急に……！

（やだ……なんか顔、熱い……！）

　王の手は熱い。

　熱くて大きくて、明花の手なんかすっぽりと包まれてしまう。

　労働ですっかり硬かたく節くれだった自分の手すら、彼の手の中では小さくかわいらしいものと錯さつ覚かくしそうになる。

　恥はずかしくなって視線をさまよわせると、王は目を細めた。彼の顔もどことなく朱しゆが差しているのは果たして気のせいだろうか。

「意識する、か？」

「い意識なんて！」

「なんだ、俺だけか」

「……！」

　どきんと胸が鳴った。

　反射的につないでいた手を引っこめる。すると彼は立ちどまり、困ったような、はにかんだような表情でふり返った。

「あ、あの……」

　なにかに急せき立てられるように言葉をさがす明花の頰ほおを、ゆっくりと王がなでる。

　しゃべろう、しゃべろうとする思考は空回りするばかりで、頭のなかがまっ白になった。

　なおも言葉をつむごうとする明花に、王はかすれた声で「黙だまって」とささやく。

　なぜ、と見上げる明花の顔に、せつなく目を細めた彼の顔が近づいて────

「んっ!?　ねえなにか聞こえない!?」

　明花は邪じや魔まな王の体を押しのけた。

「ほら、やっぱり。声が聞こえる。この声は……！」

「…………」
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　仏像のような顔をする王を引きずるようにして明花は走った。







「みょんは！」

「公主さま！」

　飛び込んできた小さな体を抱だきとめる。

　どんぐりのような目にめいっぱい涙なみだがたまっているのを見て、かっと頭に血がのぼった。

「これはいったいなに事です！」

　公主を取り囲んでいた一団を見まわす。内侍ネシたちだ。先ほど大王大妃の鸞和殿へと運びこむ品々を運んでいた。

　公主の声に急いで駆かけ付けた明花が見たのは、幼い公主を取り囲んでわめく大の大人たちの姿だった。

「これはこれは、李イ尚サン宮グンですね。私は財貨管理を担当する利リ安アンと申します」

　銀刺し繡しゆうの唐タン衣イを着ている尚宮は今、太テ陽ヤン宮グンにひとりしかいない。面識がなくてもわかったのだろう、この中で筆頭格らしい内侍がまえに進み出て軽く礼をとる。

　利安と名乗った彼は若く、きれいな顔立ちをしていた。だが陰いん鬱うつな闇やみを感じさせる。

　彼はどこか底冷えがするような、けれどあくまで表面上はやわらかな笑えみを浮うかべた。

「実はですね、われわれが運んでいた大王大妃さまご所しよ望もうの逸いつ品ぴんを、公主さまが破損されてしまったのですよ」

　見れば、墻垣へいにあいた真円の満月門の手前に櫃ひつがひっくり返ったままになっている。

「門をくぐるところで、慎しん重ちように櫃を運んでいたわれらのまえに飛び出してぶつかり、このようなことに。公主さまといえども責任は取っていただかねば。さあ、大王大妃さまのところへ素す直なおに謝りに参りましょう」

　言って、利安は公主にともに来るようにうながす。

　公主は涙をこぼして首をふる。

「みょんは、しんじてください。たしかに急なはちあわせでした。けど、わたくしは……」

「もちろんです」

　明花は安心させるように抱きしめた。小さな頭をなでる。

「おや、李尚宮はわれらがウソをついているとおっしゃる？　われらに公主さまをかばって罰ばつを受けろと？　公主さまはおそらく杖じよう刑けいで済みましょうが、われらはひとり残らず首を刎はねられることでしょう。それでも？」

　首を刎ねられる。その言葉に背筋が寒くなる。

　利安の言葉からは、どちらがやったのやらないのという水みず掛かけ論ではなく、公主のせいにすれば誰だれも死なずに済むじゃないか、と暗に提示していることが察せられた。

「──おまえた…………っつぅっっ……！」

　王が前に出てこようとするので足を踏ふんでやめさせる。

　せっかく正体がばれていないのだから、このままおとなしく『李尚宮の供をしている内侍』のふりをしていた方がいい。

「さあ、公主さまをこちらに。大王大妃さまのもとへ謝罪に行かねば。ご安心を、われらも公主さまの減刑を切にお願い申しあげて参ります」

　公主はただ震ふるえている。けれど迷っているふうでもあった。

　聡さといお子だから、利安が言った言葉の意味を理解したのだろう。自分が耐たえれば彼らは助かるのだという思いと、大王大妃への恐きよう怖ふとのはざまで揺ゆれている。

　そして震えながらも決然と上げられた顔に、明花はかぶりをふった。

「大丈夫ですよ。みょんはにお任せください」

　もう一度ぎゅっと抱きしめる。

　確かに誰も極きよつ刑けいにならないで済むならそれに越こしたことはない。

　けれど、こんな幼い子供に杖刑を強しいてめでたしめでたしだなんて、そんな卑ひ劣れつな方法が許されるだろうか。

　大人には大人の誇ほこりがある。子どもを盾たてにするなどという選せん択たく肢しはあってはならない。

　少なくとも、明花にそれを許すつもりはない。

「壊こわれた物を見せてください」

　口を出そうとする王の足を再度踏み、青ざめて震える内侍の手から品物を受けとる。

　象ぞう牙げの香こう盒ばこだった。ふたの取っ手は龍りゆうをかたどっており、その口は大きく開かれている。

「どこが壊れて……？」

「龍の口に宝玉が嵌はめられていたんだろう、あれだ」

　王が足をさすりながらこそっと耳打ちしてくれた。確かにもうひとり顔色を失った男がいる。その手にあるのは赤あか珊さん瑚ごの珠たまだ。

　見せてと言うと、彼はわっと泣き出した。

「ふ、踏むつもりなんてなかった！　あいつが蹴けっつまずいて櫃を放ほうり投げたから、私はあわてて、転がってきたふたを拾ってやろうとしただけなんだ！　まさか珠が外れて落ちているなんて思わないでしょう！　踏もうとしたわけじゃない！　見えなかった！　知らなかったんだ！」

　死にたくない、と内侍は声をしぼりだす。

　彼の言葉からやはり公主は居合わせただけで無実なのだとわかったが、もはやそんなことはどうでもよかった。彼らの責任とはいえ死なせるわけにはいかない。

（なんとかしないと……！）

　内侍は宮女とほとんどおなじだ。実家が食い詰つめ、あるいは落ちぶれ、あるいは一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらうため、子どものころに性を取り払はらわれて王宮という塀へいに閉じ込められた。

　明ミヨン花フアの場合はよろこんで王宮入りしたが、彼らの多くはいわば実家のための犠ぎ牲せい者しやだ。

（たかだか物品を破損したくらいで死なせるわけにはいかないじゃない！）

　だがどうにかしようと赤珊瑚を袖そででこすったりしてみたが、汚よごれは落ちても疵きずはどうにもならない。

　公主が潤うるんでいた目をぬぐい、明花の袖を引く。

「みょんは、いいです。わたくしが媽マー媽マーにあやまります。まさか媽媽とてわたくしをしぬまで打つわけにはいかないです」

「ダメです！」

　断固却きやつ下かして、赤珊瑚と龍とを交こう互ごに見つめる。

　押しこめばまだ宝玉は龍の口に嵌まりそうだったが、肝かん心じんの赤珊瑚は完全に疵物だ。

（赤珊瑚、直らないかな……なんて無理か。ああっ、代わりの赤珊瑚があれば……！）

「おい、明花」

「あなたはダメ、黙ってて！」

　王がこの場に関かかわるという事は、すなわち大王大妃に関わるという事だ。それはさせられない。

　彼が王政をとり戻もどそうと機会を狙っているのならなおさら。よけいなことをして目立たせるわけにはいかないのだ。

「そうだ！」

　煮にえそうな頭で考えて、閃ひらめいた。

　簪ピニヨを外す。ゆるやかに波打つ髪かみが広がるのもかまわず、明花はそのまま勢いよく簪を破は壊かいした。と言っても、瑞ずい雲うんの意い匠しようにつけられた赤琥こ珀はくをもいだだけだ。

「うん、形良し！　大きさ、まあまあ良し！」

　ぐりっと龍の口に押しこむ。少しゆるい気もしたが、龍の歯が珠をしっかり閉じこめてくれた。

「こ、これでいいでしょう！　あまり変わらないと思わない!?」

　内侍ネシたちは微び妙みような顔をした。

　やっぱりそうだよなとは思ったが、これでひとまず押し通すしかない。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ほらきれいに包んで櫃にしまう！　誰もなにも言わなければわかるわけないわ。これははじめから珊瑚じゃなく、赤琥珀の香盒だったのよ。──え、品物の目録？　そんなものちゃちゃっと改ざんするくらいはしなさいよ。死罪がかかってるんでしょう!?」

　死罪の言葉に内侍たちはうっと口をつぐんだ。

「みょんは！」

　むぎゅっと公主が抱だきついてくる。利安は昏くらい這はうような目で明花を見た。

「……そんな小細工、そんな危険を冒おかせとおっしゃる」

「ごめんなさい。私の頭じゃこの小細工が精いっぱいだわ」

「つまり李イ尚サン宮グンはわれらに死ねとおっしゃるわけですね。ええまあそうでしょうとも。われらなど所しよ詮せんは塵ちり芥あくた。公主さまという王族の血で贖あがなうには屑くずすぎる。世の常識でしょう」

「そんなこと言ってない！」

「公主さまはいいですね。尊く生まれたがゆえにつねに守られる。しかしわれら塵芥の事は誰が守ってくださるのでしょう。目録を改ざんし、赤琥珀の香盒を納品する。そんな危険を冒すわれわれの事は」

「だから……！」

「下げ賤せんの者は処しよ罰ばつされてもかまわないとおっしゃる？　虫ケラは死んでとうぜんと」

　荒すさんだ目だと思った。助かるためなら幼い公主すら盾にする。しかし生きたいという渇かつ望ぼうとは真逆に、自分たちの命に価値を感じられずにいる。

　それを酷ひどくもどかしく思う。

「ああもうっ、なんでわからないの！」

　もどかしさのあまり、利リ安アンの胸むなぐらをつかんでしまった。

　これではケンカだ。そうじゃない。言いたいのは、伝えたいのはそうじゃない。

　手を離はなし、改めて今度は利安の頰ほおを両手ではさむ。

　目を見ろ。前を向け。そして伝われ。

「人の命っていうのはねえ、こんな赤珊瑚のお値段となんてくらべ物にならないもんなのよ！　下賤だろうが両ヤン班バンだろうが王族だろうが、みんなすっぽんぽんで産まれてくるおんなじ命でしょ！」

「すっぽん……」

「あなたたちだって殺されてはダメに決まってるじゃない！」

　昏く沈しずむ目が、大きく見開かれる。

「われらも……？」

「あったりまえでしょうがっ！　こんなモンひとつ壊したくらいで死なせてたまるもんですか！　こんなちっちゃな公主さまが鞭むちで打たれるのだってナシ！　とうぜんでしょう！」

　明花はぽかんとする内侍たちのひとりひとりとしっかり目を合わせる。

「いいこと？　私が守るから。責任はすべて私がとる。もし大王大妃さまになにか言われたなら、李明花がすべて指示をしたとだけ言いなさい！」

　墻垣へいに囲まれた狭せまい通路を、強い風が吹ふき抜ぬけた。
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「みょんは、この内侍、なんだかとてもたのしそうです」

「そのようなこと」

　公主とその供を露葉堂に送る途と中ちゆう、公主はあどけない顔で王を見あげた。

　内侍姿の王は否定しつつ、やはりどこか上機き嫌げんだ。

「どうしたの？　なにか楽しいことなんてあったっけ？」

　あの場は利安たちが納なつ得とくしてくれた。明花が言った通り目録を改ざんし、赤珊瑚の香盒ではなく赤琥珀の香盒として納めてくるという。もし改ざんが露ろ見けんした場合、すぐさますべての責任を明花に押しつけるという事で話はついた。

　ひとまずほっとはしたけれど、楽しかったわけでは断じてない。

　王は思い出し笑いのようにくすりとしたあと、ついに邪じや魔まくさそうに冠かんむりも、そして髪をおさえていた網マン巾ゴンも外してしまった。

　その姿に見覚えがあったのか、公主が「あ！」と驚おどろきの声を上げる。

「楽しかったわけじゃないが、非常に興味深くはあったな。……いややはり楽しかったのか？」

「えーなにがよ？　もし大王大妃さまがあの赤琥珀に疑問を感じたら、私処罰されるわけだけど？」

　後こう悔かいはみじんもないがそれが楽しいとは薄はく情じような！　とわき腹をつつくと、やはり楽しげに王は笑う。

「それだよ。おまえ俺があの場にいて、なぜなにも言わない」

「は？」

「一応お飾かざりとはいえ一国の王だぞ？　しかも内侍たちをおまえが守る？　この国で形式上はもっとも上に立つ俺がいるのになぜ俺を頼たよらない？　それどころかおまえ、足を踏ふんで黙だまらせるとは」

「……え。だって、あなたあの場にいちゃおかしい存在じゃないの」

　だからいないものとして扱あつかった。大王大妃のもとへ行く内侍たちに王の存在を明かしてしまったら、なんのために変装なんてしていたのかわからない。

　そう答えると、公主までなんとも言いがたい微妙な表情をする。

「結局ひとりで責任を負ってしまうとはな。たいしたものだ、俺の承スン恩ウン尚サン宮グンは」

「あなたのではありませんけど！」

「あの、主上……」

　公主が今度は不安げに王を見上げる。

　みなまで言わせることなく、王はその頭をなでて破顔した。

「心配ない。公主や内侍を守る承恩尚宮を、王である俺が見放すはずがないだろ。なにかあれば俺が守る。それにあの大王大妃が俺の目とおなじ色の香盒など大事に飾るはずがない。即そく日じつ宝物庫行き、そして永えい眠みんだな」

「よかった……」

　公主は安心したように胸を押さえた。

　その唐タン衣イの結び目を見て、思い出す。そうだ。そこにつけるノリゲを返そうと思って来たのだった。

　明ミヨン花フアは懐ふところから絹で包んだノリゲを取り出した。

　落ちていたのを拾って、直してみたのだと告げる。でも翡ひ翠すいの玉は見つからなかった。申しわけないと謝ると、王と公主は顔を見あわせ、忍しのび笑いをもらすのだ。

「な、なによ？」

「いや、これもそうだよなと思ってな。──さあ公主、公主は俺に翡翠をねだるか？　欲しいなら与あたえよう。それでこのノリゲももとの形を取り戻す」

　公主は首をふり、形を変えてしまった母の形見を胸に抱く。

「いえ。いらないです。このままでとってもうれしいです」

　言って、またふたりで笑う。

　わけがわからない。ひとり明花は蚊帳かやの外だ。

　けれど、幼い公主はよろこんでくれた。

　それがこの上なくうれしかった。
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「────で、なにしてるの？」

「土を耕してる以外のなんに見えるんだ？」

　明花はむぅっと頰をふくらませた。

　ある朝、ザックザックという音に驚いて起きてみると、農夫か！　とつっ込みたくなる格好で庭を耕している男がいた。言うまでもないが王である。

「んなことはねぇ、見ればわかるのよ。耕してどうするのって訊きいてるの」

「ここは静かでいい場所だが、『実じつ』が足りないと思わないか」

「実？」

「そうだ。名実ともに、の実だ。香雲閣と扁へん額がくを掲かかげながら香かおりもへったくれもない。かといって小主あるじは香を焚たきしめるような性格でもないしな」

「それで？」

「とりあえず百ひやく里り香こうでも植えてやろうかと。風通しのいいところには瑞ずい香こう、梔子くちなし、桂けい花かなんてどうだ。月季も捨てがたいな」

「あきれた。そんなことで朝一番で鍬くわをもってやって来たの」

　あきれたと言いつつ笑ってしまった。

　明花も庭におり、置いてあった腐ふ葉よう土どだのなんだのを土にすきこむのを手伝う。

「朝議は？」

「今日は大王大妃のご機嫌が……いやお加減が悪いとかで休みだ」

　たぶんそんなことだろうとは思った。朝議は大王大妃の都合に左右される。主役は王ではないのだ。

「そう。それにしてもあなた、鍬を持つ姿がなかなか様になってるわね」

「おまえも土いじりがうまいじゃないか。さすが没ぼつ落らく両ヤン班バンだな」

「まあありがとう。お礼にあなたの死後、廟びようには畑作王の諡し号ごうを飾ってあげるわ。──ところで、百里香を植えるにしてもなんだか広すぎない？」

「ああ、せっかくだからついでに豆でも育てようかと」

「……なるほど。それは没落両班と畑作王の庭にちょうどいいわね」

　よし終わった。花木などはあとで運ばれてくるのだろう。

　よっこらせっと立ちあがり、王がじっとこちらを見つめていることに気がつく。

「な、なによ」

「………………いや。そうだな。俺たちの庭らしくていいよな」

　王はうれしそうに笑い、立ちあがる。その妙みような距きよ離りの近さに驚いた。

「あ、あの、なんか近──きゃっ！」

　王は機嫌よさげな顔で明花の土だらけの手を取った。かあっと顔が熱くなる。

「は、離はなして……！」

「いまさら手ぐらいなんだ。出会った初日に一晩をともに明かしたじゃないか。抱だいたしな」

「だ……っ、抱きあげたって言ってよ！　言いかたが悪い！」

　引いたが抜ぬけない。それどころか、美ミ成ソンから受けとった手しゆ巾きんで明花の指をひとつひとつていねいにぬぐい始めた。

「ちょっと、くすぐった……ってねえ聞いてる!?」

「着がえて一いつ緒しよに粥かゆでも食おう。それとももう朝水刺あさめしにするか？」

「わかった、わかったから！　手くらい、自分で拭ふくから……！」

　控ひかえている美成がなにか言いたげにじっと見ている。

　あまりにも恥はずかしくて、明花はもう縮こまるしかなかった。




　でも。

　火が噴ふきそうなほど熱い頰ほおとは裏腹に、心のどこかは霜しもが降りたように熱を失う。

　だって、知っているのだ。

　香雲閣をあたえられたはじめのころ、彼とともに食事をしたあとは必ず異様な眠ねむ気けに襲おそわれてうたた寝ねをしてしまった。

　そしてそのうたた寝のあとは、かならずと言っていいほど室内に異変が見られることを。

　それはほんの些さ細さいな事。針さしの針の穴の向きが右から左に変わっていたり、たたんでしまってあった足袋たびがほんの少しふくらんでいたり。

　決定的だったのはテンギだった。

　すっかり年季の入った父手て縫ぬいのテンギは、すり切れた破れ目がちょうど縫い目十二個ぶんの長さがあった。どう縫い直そうかと考えていたところだったからまちがいなく記き憶おくしている。

　ところが目覚めたあと、それは十三個分に広がっていたのだ。

　あれはほつれ目を広げてテンギの内側をのぞいた者がいるという事だろう。心あたりは王しかなかった。王は明花を眠ねむらせ、身辺をくまなく調べていたのだ。

（……べつに殿でん下かは一緒に食事がしたくて来てるわけじゃない。思おも惑わくがあって、そのためにここを訪おとずれているだけ）

　かん違ちがいしてはいけない。

　その思惑とはきっと、王政を取り戻もどすことに関係のある事なのだろう。それがなぜ明花につながるのかは想像もつかないが、雲上の事をただの宮女が知る必要などないのだ。

　仲良くなれただなんて、そんな思い違いをしてはいけない。

　無礼講を許されているのはきっと息ぬきのためだろう。

　それだけなのだと、明花は自分を戒いましめた。

　けれど切ない……そう思ってしまうのはどうしてなのだろう。

　わからなくて、明花はそっと胸を押さえた。
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　その日、天気は快晴。

　よし！　と明花は内ナ人イン用の衣服に袖そでを通した。

　美成は明花の髪かみを結ゆいながら、あきれたようにため息を落とす。

「あなた本当にやるつもり？」

「やる。まえに住んでた承スン恩ウン尚サン宮グンに元気がなかったのも、きっと体を動かさなかったせいだと思うの。もともとそういう暮らしだった両班のご令れい嬢じようとちがって、ほら、私とおなじく労働者として育ってきたわけじゃない。きっと労働者の脳ミソってただ引きこもってると苔こけむしちゃうんだと思うのよ」

「脳ミソ苔むすって……あなたにもなにか自覚症しよう状じようがあるわけ？」

「うん。こう頭のなかがぼやーっと重くなってくるというか。もやもやしてくるっていうか、そんな感じよ。どんどん思考が暗くなっちゃってスッキリしないの」

　ふうん、と言って、美成は明ミヨン花フアの手首をとった。

「あなた、ちっとも太らないわ。食いしん坊ぼうの明花が、贅ぜい沢たくに一番膳ぜんを食べられるようになったのに毎日たくさん残してるし。おかしいおかしいと思っていたのだけど、脳ミソコケムシ病となにか関係があるの？」

「ああ、あれはそういうのじゃなくて……。えっとほら！　おかずがいっぱい出るようになったから、ちょっとずつ食べてもかなりの量あるじゃない？　ごはんや汁しるものは全部食べれても、おかずまでは制せい覇はできないのよ。それに針チム房バンにいたころよりずっと満腹よ？」

「……そう？」

　美成は納なつ得とくしていない顔だったがそれ以上なにも言わなかった。

　明花は深呼吸をするとはしごを運び、屋根へと登る。今日はここを掃そう除じするのだ。

「やった！　いい感じに汚よごれてる！」

　香雲閣の屋根には砂が降り積もり、雑草がびっしりと根づいていた。これは大仕事だ。きれいに仕上げるには数日掛がかりになるだろう。つまり数日のあいだはヒマに悩なやまされることはない。

「まずは雑草からね！」

　嬉き々きとして雑草をひっこぬく。足場の悪いなかでの作業、しかも天気は快晴とあってすぐに汗あせをかいた。

　庭では雑仕女ムスリたちが百里香のまわりに生えた雑草を抜いていた。彼女たちのすそが百里香をゆらすためか、麝じや香こうにも似た香かおりが風に乗ってほのかに香る。

　明花はこの香りが好きだ。

　いや、好きになったというべきなのかもしれない。百里香の花やその香りは知っていたが、これまでは特に好ましいと思ったことなどなかった。

　けれど今はこの香りが風に流れてくると心が浮うき立ち、ずっとかいでいたいとさえ思う。

　けれど同時に、なぜかさみしさもこみあげてくるのだ。

　甘い香りなのになぜだろうとふしぎに思いながら顔をあげたとき、ふと悲鳴のような声が耳に届いた。建物の中や地上にいたらまず聞こえないような、かすかなものだ。

「──この声、朴パク尚宮？」

　怪け訝げんに思って耳を澄すます。

　やはりそうだ。針房尚宮朴氏が悲鳴とともに誰だれかに許しを乞こうている。

　明花は声を確かく認にんすると同時に身をひるがえしていた。

　瓦かわらを駆かけ、はしごを下りるのももどかしくて途と中ちゆうで飛びおりる。

「危ない！」

「きゃ!?」

　明花は目を丸くした。地面に着地するはずだったのに、誰かの肩かたにしがみついている。

　黒の小こ袖そでに赤と紫むらさきの戦チヨン服ボクを重ねた軍クン服ボク──親衛隊将だ。確か名を柳ユ朱ジユ玉オクといった。

「お怪け我がは？」

　以前王と思いこんだほどの高貴で玲れい瓏ろうたる顔立ちが、心配そうにのぞきこんでくる。

　明花はあわてて首をふり地面に足をおろした。

「大だい丈じよう夫ぶです。今のは落ちたわけではなくてですね、でもありがとうございます。すみません、ちょっと急ぎますので失礼します！」

　礼を言い、汚れてしまった彼の軍服をはらってから駆け出した。

　向かうのは悲鳴が聞こえた方角だ。いやな予感がするのは、それが大王大妃の住まう鸞らん和わ殿でんがある方角だからだ。それに王おう妃ひや後フ宮グンたちのいない今、正五品の針房尚宮に手を出せる存在は大王大妃しかいない。

　脳のう裏りをよぎるのは不始末は極きよつ刑けいだと怯おびえていた利リ安アンたち内侍ネシの顔、そして数年前から見なくなったある針房内人の顔だ。

　彼女は面めん倒どう見みのいい宮女で明花の事もよく可愛かわいがってくれた。けれど彼女が縫った大王大妃の衣服に不良があったとか──なんでも厚手の生き地じの中に針先が折れて残っていたのだとか──で呼び出され、それを最後に姿を見なくなった。

　朴尚宮は彼女は異動になったのだと説明していたが、先せん輩ぱい宮女の何人かは「大王大妃の怒いかりを買って生きて戻れるはずがない」と言って隠かくれて泣いていたのを覚えている。

（媽マ媽マ任ニム！）

　朴尚宮は明花が七歳で王宮入りしてからずっと明花を叱しかり、鞭むちで打ち、針の使いかたから布の断たちかた、そして宮女としての作法まで、すべてを厳しく叩たたきこんだ師だった。

　決して優やさしいと形容できる人物ではなかった。明花をまるで雑仕女のように扱あつかって来たし、自分が所有する奴ぬ婢ひのように世話をさせてもきた。なんどもなんども食事も抜ぬかれた。明花から取りあげた分はもちろん彼女が食べたのだ。正五品でありながらなんて卑いやしいと思ったこともあった。

　けれど。それでも……。

　親と別れ、ここで育った十年間、育ててくれたのは確かに彼女だった。

　愛でもない。恩でもない。でも恨うらんでいるわけでもない。彼女への感情は一言では言い表せない。

　ただ確かなことは、駆けつけずにはいられないということだけだ。

　墻垣へいで囲まれた道を走り、洞どう門もんを抜ける。途中、建物の中を通り抜けて近道もした。

　鸞和殿の門までたどり着いたところで、明花は驚きよう愕がくした。麻あさの服を着せられ縛しばられた針房尚宮朴氏が、庭で逆さに吊つられて鞭打たれていたのだ。

　明花はあわてて取り押さえようとする内侍たちをすり抜け、殿上の特等席から刑けい罰ばつを見物していた大王大妃の前へと身をなげうった。

「大王大妃媽マー媽マー！」

「針房内人か」

　不ふ機き嫌げんをあらわにしたしわがれ声が降る。

　どうやら明花が承恩尚宮とは気がつかなかったようだった。それもそうだ。明花は内人の服を着ているし、大王大妃が一度見ただけの小こ娘むすめの顔を覚えていなくても無理はない。

　明花は額を地面にこすりつけた。

「どうか、どうかお赦ゆるしくださいませ！　大王大妃媽媽！」

　こうしてひれ伏ふしている間にも身がすくむような無残な音が響ひびき、悲鳴が上がる。

　使われている鞭はふだん朴尚宮が使っているようなよくしなる小枝ではなく、革を用いた罪人用の鞭だ。麻の服は裂さけ、ひどいところでは肉が割れて血が流れている。

「お願い申しあげます！　どうか朴尚宮に赦しを！　不良品の咎とがであれば針仕事で挽ばん回かいして見せますので、どうか寛かん容ようをお見せくださいますようお願い申しあげます！」

　身をなげうち、ひれ伏して、なんどもなんどもくり返し赦しを請こう。

「────よい」

　ようやく大王大妃が答えてほっとしたのもつかの間、楽しげな声が残ざん忍にんに告げる。

「ではおまえが代わりに鞭を受けるがよい。──やれ」

「！」

　明花は歯を食いしばり、地面に強く伏した。

　こうなる覚かく悟ごはあったのだ。もとよりただで帰れるとは思っていない。

（大丈夫、大丈夫っ。鞭ならなれてるんだから！）

　鞭が空を切る音と同時に、まるで剣けんで斬きりつけられたような激痛がはしる。きつく閉じたまぶたの裏がちかちかと明めい滅めつした。

「悲鳴ひとつあげぬとはなかなかの覚悟よ。さてそれもなんど耐たえられような？」

　大王大妃がしわがれ声で少女のようにうっとり語る。おそろしさに内臓が凍こごえるような心地ここちがした。

　内侍がふたたび鞭をふりあげる気配がして、息を詰つめる。

　恐きよう怖ふにじわりと胃が痛んだ。体中からじっとりと汗が噴ふきだす。

　あとなんどこの鞭に耐えられるだろう。耐え抜きさえすれば大王大妃は朴尚サン宮グンを赦してくれるのだろうか。わからない。

（でも、やるっきゃない！）

　覚悟を新たに、体中に力を入れる。

　けれど、二撃目がふりおろされる直前で制止の声が上がった。

「いや待て。──これは鞭が得意な朴氏のかわいい内人よな。鞭を受けて育った身にいくら鞭打ってもたいして痛みも感じるまい」

　そうでございましょう、とおもねる内侍たちの声が聞こえる。

「では鞭より石がよいか。誰ぞ石を持て。そこな内人の指を潰つぶせ」

　さすがにのどの奥でひゅっとひき攣つれた悲鳴が上がった。

（い、石で指を……潰す……？）

　血の気が失うせた。信じられない言葉に思わず顔をあげてしまう。

　大王大妃は皺しわを深くして楽しげに微笑ほほえんでいた。

「覚悟はあるのであろ？　それともやはり師を見捨てて逃にげ出すかや？　それもわらわは寛かん大だいに許そうぞ」

　さあ泣きわめけ、さあ逃げ出せ。そうして朴尚宮に絶望の顔をさせろ。大王大妃の表情はそう告げているように見えた。

「…………何本でございますか」

　大王大妃が怪け訝げんに眉まゆをよせる。

　明ミヨン花フアは腹に力を入れ、殿上に座る大王大妃の目をまっすぐに見あげた。

「指の話です。さきほど針仕事での挽回をお約束申しあげましたが、指が無くてはそれもできません。ですから潰すのは何本ですかとお尋たずね申しあげております！」

　針仕事ができる分だけは残してほしい。その旨むねを告げると大王大妃をはじめ、侍じ女じよや内侍たちは面めん食くらったように明花を凝ぎよう視しした。

　数拍はくの沈ちん黙もくが落ちる。

　水を打ったような静けさの中で、明花の心臓の音だけが激しく響いていた。

　沈黙を破ったのは大王大妃だった。袖そでで口もとを覆おおってくつくつと笑いはじめたのだ。

「なんと肝きもの据すわった内人よ。よかろう、潰すは左右の小指にとどめてやるわ」

「ありがとう存じます」

　危機が去ったわけではないけれど、どこかで小さな安あん堵どがあった。小指二本なら、ひどく取り乱して醜しゆう態たいをさらす前に終えられそうな気がした。

　明花は覚悟を決め、髪かみに結んでいたテンギを外し、丸めて咥くわえた。それから石を手にした内侍ネシに向かって両手を差し出す。

　恐怖から荒あらくなる呼吸を必死になだめながら目をつぶる。

「──やれ」

　息を詰めた、その時。

「どうかお止やめください。大王大妃媽媽」

　響いた声に目を開けた。驚おどろきに目を瞠みはる。

　朱玉だ。いつの間に現れたのか、朱玉が内侍から大きな石を取りあげていた。

　周囲からどっとどよめきが上がる。

「はて……内禁衛の将がなに用か。内ない命みよう婦ぶはすべてわらわの管かん轄かつ。おまえの職分ではない」

　大王大妃が傲ごう然ぜんと言い放つ。朱ジユ玉オクは礼をとってから穏おだやかな口調で告げた。

「存じております。しかしこの宮女、内人ではございません。王の心の安あん寧ねいをお守りするためにも、どうかお慈じ悲ひをお願い申しあげたく」

「内人ではないと？」

「この娘むすめは承スン恩ウン尚サン宮グン李イ氏です」

　どよめきがいっそう大きくなる。

「李氏は恩ある針チム房バン尚サン宮グンのもとへと駆かけつけるため、内人に扮ふんしていたにすぎません。これは師への仁であり、親代わりであった師への孝であり孝こう悌ていの心です。李氏の徳に免めんじてどうか寛大なるお赦しを」

　刺さすような視線が明花を取り巻く。

　高らかな笑い声をあげたのは大王大妃だった。

「なるほど！　そうか承恩尚宮李氏か！　師のため駆けつけ、身を挺ていして助けようとしたとな。それは美しいこと。であればわらわも徳を見せねばなるまいな」

　笑い声すらも嵐あらしに聞こえる存在感に、明花はただただ平へい伏ふくする。

　これが、この国を牛ぎゆう耳じる女じよ帝ていなのだ。
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「助けよなどと誰だれが言った！」

　朱玉の手を借り朴パク尚宮を房へやへと送り届けると、ずっと無言だった彼女は開口一番にそう叫さけんで明花の頰ほおを打った。

「あたしがいつおまえを呼んだ！　助けてくれと乞こうたことが？　ああいやだ、なんて押しつけがましい女だろう！」

「媽マ媽マ任ニム」

　長く吊つられていたせいか朴尚宮がよろめいた。とっさに抱だきとめたがそれも払はらわれる。

「帰れ、ここはもうおまえの居場所ではない！」

　明花はあとを針房の見習い宮女たちに頼たのみ、針房をあとにした。







「すみませんでした」

　香雲閣への帰り道、明花は朱玉に謝った。

「とんだご迷めい惑わくをかけてしまいました」

「いえ、気になさらず。主上はあなたらしいと言って笑いこそすれ、咎とがめることなどないでしょう」

「そういえば令ヨン監ガムはなぜあの場に？」

「私は主上からこれを仰おおせつかって香雲閣を訪ねたのですが」

　朱玉が取りだしたのは、疵きずだらけの赤あか珊さん瑚ごの珠たまだった。

「これであなたに帯飾かざりをつくってもらいたいと」

　明花は首をかしげる。なんだって王がこんな疵物で飾りを欲しがるのだろう。

「変な人ね」

　訝いぶかしく思いつつ、大事にしまう。

　朱玉は歩きながらため息をついた。

「しかしまさか、あのような言葉がでるとは」

　朱玉を見て、誤りを悟さとる。ため息ではなく苦く笑しようしている。

「おかしかったですか？」

「そうですね」

「……」

　きっぱりと肯こう定ていされたら閉口するしかない。

　しかし本人に悪気はないのだな、と彼の表情を見て思う。

「小指、潰れてもよいのですか。左右を潰すと言われて礼を言うとは」

「よくはないですけど、全部潰すから覚かく悟ごしろって言われるよりマシかなと」

「女性は体をもっと大事にするものだと思っていました。小指を砕くだかれては恥はずかしくて出歩けなくなるのでは？」

　かなり直ちよく截せつに言う人だ。

　明花はからりと笑った。

「粗そ末まつにはしてないつもりです。でも、あの場では他ほかにできることもなくて。それにほら、前身ごろに両手を入れるのが礼装じゃないですか。小指に罰ばつを受けようがまっ黒に日焼けしようが、毎日唐タン衣イさえ着ていればバッチリ隠かくせますから、恥ずかしさはなんとかなる気がしますね！」

「まっ黒に日焼け？」

　呟つぶやいて明花の手を見る。内人の上衣チヨゴリでは両手はもろ出しだ。

　朱玉は合が点てんがいったように、ああ、と軽く手をうった。

「そういえば、主上も仰おつしやっていました。あなたは日に焼けすぎで顔にも色気がないと」

　明花の頰はひくりと引きつった。

（……あんの畑作王、そんなことを……っ）

　密ひそかにこぶしをにぎる。けれども次に聞こえたくすりという忍しのび笑いにきょとんとする。朱玉が笑うのをはじめて見た。

「女性を愛めでる言葉ではない。けれど理解できました」

「理解って、なにがです？」

　朱玉はどこか困ったように明ミヨン花フアを見つめた。

「確かにあなたには白魚の手などいらない。仕事ができる指さえ無事なら、今のままでじゅうぶん……」

「令監？」

「……朱玉です」

　花がほころぶように、朱玉は華はなやかに笑えんで見せた。

「令監など宮きゆう廷ていにはいくらでもいますから、区別をつけてください。私の名は朱玉です」







　香雲閣に帰るとすでに王がやってきていた。

　ぴりぴりとした雰ふん囲い気きで美ミ成ソンの接待を受けていた彼が、明花の姿をみつけると杯さかずきをほうって駆けつける。

「明花！　おまえとんだ無茶を！」

　肩かたをつかまれがくがくとゆらされそうになる。けれど王はそれをこらえた。明花の背中に大きなミミズ腫ばれがあるのを知っているようだった。

　軟なん膏こうを取り出して無言で上衣を脱ぬがせようとする。

　明花はその手を払って王の胸に頭ず突つきを食くらわした。

「なにするのよ破は廉れん恥ち王！　それより誰が、日に焼けすぎで色気がないですって？」

「それよりとはなんだ！　そっちこそそれよりだろう！」

「いいえ、乙女おとめにとっては重大事じ項こうですぅ！」

　明花が口をとがらせると王はむっと眉まゆをよせた。

「だいたい俺は日に焼けすぎで色気がないとは言ったが可愛かわいくないとは言ってないぞ！」

「可愛くないですってぇ!?」

「ちがう！　可愛くないとは言ってない、だ。ちゃんと聞け！」

　ん？

　…………。

「ちょ、ちょっとまって……えっと今の会話ナシね」

「なんでナシなんだ」

　追つい及きゆうは黙もく殺さつする。まさか、要するに可愛いといわれたも同然、なんておかしなかん違ちがいをしそうになるからだなんて言えない。

「コホン……。ってわけで小指の代わりに珍めずらしい小巾着ヨムナンをつくることになったから」

「ってわけでっていろいろ端折はしよりすぎだろ」

　あきれたように頭を抱かかえる王を室内にうながす。立ち話もなんだし、明花としては一刻も早く針を手にしたい。

　王からもらった軟膏は小こ棚だなの上に置いた。痛いことは痛いが、心頭滅めつ却きやくすればなんとやら。針仕事に集中すればこの程度なんてことはない。と思う。

　ちなみにヨムナンとは小型の丸い巾着のことだ。

　このヨムナンが今回朴尚サン宮グンが大王大妃の怒いかりを買った原因で、なんでも先日針チム房バンから奉ほうじられた真しん珠じゆのヨムナンのできが非常に悪かったのだという。少しこすれただけで表面にちりばめられた真珠が数粒つぶ落下してしまったそうだ。

　ヨムナンは衣ころもの下に身につけるものだから、こすれに強くなくては話にならない。朴尚宮はそのあまりに粗末な仕上がりの責任を問われていたのだ。

「殿でん下かはどのあたりまで報告を受けてるの？」

「おまえが針房尚宮をかばって指を潰つぶされそうになったところまでだな」

「ああ、もうそれがすべてよ。そのあと朱ジユ玉オクさんがかばってくれたおかげで、見た事もないような美しいヨムナンを奉じれば小指粉ふん砕さい免めん除じよってことになったの。期限はあしたの日にち没ぼつよ」

　言うと、王の機き嫌げんがあからさまに急降下した。

　赤琥こ珀はくの瞳ひとみをむっとすがめて杯を飲み干す。

「なんだその朱玉さん呼びは」

「そこ!?　反応するのそこなの!?」

「重大事項だな。王の承スン恩ウン尚サン宮グンがどうなんだそれは」

「なんちゃって承恩尚宮だけどね」

　王は凶きよう悪あくな目つきで朱玉をにらむ。朱玉は表情一つ動かさず、明花が裁さい縫ほう具一式を広げるのを手伝ってくれた。王はさらにおもしろくない顔をする。

「で、小指粉砕免除のあてはあるのか？」

　明花はまだないと答えようとしてやめた。明花の手もとをみつめる王の表情はどこか不安げだ。心配してくれているのなら、それを煽あおることを言ってはダメだ。

「まあね。とりあえず美しいものを題材にいくつか案を考えようと思うの」

「花とか蝶ちようとかか？」

「花はよくあるからナシね。蝶をはじめとする吉きつ祥しよう柄がらも珍しくはないわ」

　とりあえず図案をいくつか出してみようと筆をとる。

「おまえが公主につくってやったっていう立体的なツバメだの猫ねこだのは珍しいんじゃないのか？」

「そうだけど大王大妃さまが喜ぶようなものじゃないでしょ。っていうかよく知ってるわね？」

「そういう情報は志ジ芳バンが仕入れてくるのですよ」

　朱玉が外へと視線をやる。殿でん舎しやにあがる階段で警備をしていた志芳がこちらを見て軽く手をふった。

「あ、もしかして志芳さんの女好きって、宮女から情報を得るため？」

　蛇だ蝎かつのごとく女によ人にん嫌ぎらい。そんな噓うそくさいことを言っていたが、女好きがただのふりなら納なつ得とくだ。

　とたん、王は苦虫をかみつぶしたように顔をしかめた。

「志芳まで名前呼びか。確か宮女は王のものだったはずなんだがな」

「はいはい、私はあなたのものですよ」

「おまえそういう事さらりと言うなよ」

　王は大きなため息をついて眉み間けんをおさえた。朱玉もふいと視線を逸そらす。

「な、なによ。まちがってないでしょ？　宮女はみんなそうだもの。それにあなたがなんどもしつこく言ってたんじゃない」

「言葉はまちがってないが心積もりがまちがってるな」

　言い返そうとして言葉に詰つまる。王がどこか攻こう撃げき的な目をして明花の手を取っていた。

「どういう事なのか思い知らないとわからないか？」

「ちょっと……墨すみが袖そでにつくわよ！」

　身をよじったけれど手はがっちりと固定されて動かない。筆は取りあげられてしまった。

「お、重……！」

　体重をかけられてゆっくりと体が倒たおれる。背中の傷に障さわらないようにとの気き遣づかいはあった。けれども逃にがす気はないらしい。

　仰あお向むけになった明花を閉じこめるように王が肘ひじをついた。

　王の長い髪かみが明花の頰ほおをくすぐり、頭のなかがまっ白になる。

「もう一回言ってくれないか。おまえは誰だれのものだって？」

　吐と息いきがかかりそうな距きよ離りで、艶つやっぽく光る赤琥珀の瞳がただひとり明花だけをうつす。

「早く言えよ。……ああ、恥はずかしくて言えないか？　なら歯型でもつけておこう。志芳や朱玉に見えるようにな」

　鼓こ動どうが苦しい。胸が破は裂れつしてしまいそうだった。なにか言いたいのに言葉が出ない。

　王は見せつけるように口をぱかりと開け、明花の首筋に鼻先をうずめる。

「──主上」

　あきれたような、苛いら立だったような声で朱玉が王を呼ぶ。

「悪戯いたずらはそのくらいにしておかないと、嫌きらわれますよ」

「……わかってるさ」

　ふてくされたような顔で王が体を起こす。

「ついでにこのまま脱がせて薬をぬって……」

「わ…………、わかってな────────いっっ！」

　ばちん、と軽けい妙みような音が響ひびく。明ミヨン花フアが顔をまっ赤にして平手をくり出したのだ。

「わかってないわかってないっっ、なんなのあなたもうサイテ────っ！」

「最低とはなんだ。心積もりを教えてやっただけだろうが。だいたい王の承恩尚宮が他ほかの男と親しくしすぎなんじゃないのか」

「なんちゃって承恩尚宮にどんな心積もりがいるってのよ！　ああもうっ、小指と一いつ緒しよに乙女心も粉ふん砕さいだわ！」

「いや小指はまだだろ」

　明花は顔を覆おおってごろごろ転がった。顔が熱い。本気で火を噴ふきそうだ。

　しばらく悶もだえ転がってから、明花はキッと顔をあげて、針を一本襟えりの内側に仕込んだ。

「オイ、なんだそれは」

「武器！」

「……武器」

　半目になる男たちをさておいて、明花は気持ちを切りかえてふたたび筆を持つ。

　必要なのは美しいものだ。

　さらさらと筆をすべらせて、星空を図案化してみる。光こう沢たくある黒地に金や水すい晶しようで星を再現する。

（悪くない。これからの夏にもふさわしい。けれど、昼間に身に着けるにはいまひとつか……）

　衣の下につけるものだから周囲からは見えない装そう飾しよく品だ。しかしだからこそ、こだわるところでもある。

（夏の空、雲。……うーんお年を召めした大王大妃さまにはちょっと合わないか）

　胡坐あぐらをかいて紙と向き合っていると、衣が後ろからかすかに引っぱられる感じがする。

　王だ。

　王が軟なん膏こうを片手に明花の背中に手を入れようとしていた。すかさず叩たたき落とす。

「おま、薬っ！」

「あとでいい！」

　一いつ喝かつする。

　王はまだなおもなにか言おうとしたが、真しん剣けんな明花の顔を見て黙だまった。

　しばらく静かだったが、紙と向き合っていると後ろからぽそりと声がかけられた。

「傷が残ったらどうする……それにおまえもっと太れよ。瘦やせすぎだろ」

　明花は口をぱくぱくさせる。

「見、見たの背中!?」

　羞しゆう恥ち心しんで顔がまっ赤になる。

　王はなにか答えようとして、あきらかに後ろめたいなにかを隠かくすように目をそらした。

「まあそれはさて置き」

「置くな！」

「承スン恩ウン尚サン宮グンになってすぐに栄養が満ちてくるかと思ったが、はじめ会ったときとほとんど体形が変わらないな？　体調がふるわないなら医女をよこそうか。薬も医女にならぬらせてくれるのか？」

　言いながら明花の手首にふれたので、それをぺいっと叩き落とした。

「ご心配なく。病気じゃないし、じゅうぶん栄養もとれてるわ」

　薬をぬるのはあとまわしだ。

「毎回食事をずいぶんな量残しているな」

「…………あれはね、そういうふうにしようって決めてるの」

　宮中の食事は『お下がり式』だ。

　主人が食べた残りをその下の者が食べ、その残りをさらに下の者が食べる。

　たとえば王がのこした膳ぜんは下げられてからお付きの内侍ネシや宮女が序列順にいただく。その残りを調理した宮女たちがまた序列にしたがっていただく。

　これはおかずの話で主食のごはんはまた別だが、下に行くほどよそってもらえるごはんも減るので、とうぜん上がむさぼれば下は飢うえる。

　針チム房バンでもおなじだ。針房尚宮の膳の残りを見習い宮女が年長順にお下がりして食べた。だいたい明花に順番が回ってくる時には水キムチが二匙さじくらいしか残っていなかったので、食事を抜ぬかれなくてもいつも空腹だった。

　明花はひもじいのが嫌いだ。誰でもそうだろう。だからこそ香雲閣で働く美ミ成ソンをはじめとした宮女や雑仕女ムスリに飢えて欲しくなかった。明花は今、この香雲閣の小主あるじなのだ。明花がむさぼれば彼女たちが飢える。

「そういえば初めてあなたに会ったときね、どうして宮女になったのか訊きかれて、私ちょっと噓言っちゃったわ。没ぼつ落らくした家のため、仕送りをするためなんて話をしたけど。────でも本当は半分くらい別な理由なの」

　外へ目を向ける。七月の梅雨つゆを迎むかえる前の、苛か烈れつな日差し。

　家族も今、この空を見ているだろうか。

「うちは没落両ヤン班バン。身分はもう常サン人イン。でもね、人間ってそう簡単に育ってきた習慣を捨てられないのよ。両班だった誇ほこりなんかは特にね。だからうちは貧びん乏ぼう小作農なのに、不ふ釣つり合いな両班の習慣をいつまでも守ろうとしていたの。滑こつ稽けいだけど、食事はやっぱり宮中や両班家庭とおなじように『お下がり式』だったわ」

　明花自身には贅ぜい沢たくな両班の暮らしをしていた記き憶おくはない。けれど生きつ粋すいの両班だった両親は、たとえ身分は常人でも誇りは両班とつねに口にしていた。

「両班みたいにムリしておかずを数そろえて、でもやっぱり貧乏だからちょっぴりしか量はないのよ。それを家長の父さまが食べて、その残りを弟が、その残りを私が、最後に母さまが食べてたわ。あなた、はじめて会ったときに私の事『骨と皮』なんて言ったけど、あのころの母さまのほうがずっと瘦せてたのよ」

　当時の事を思いだして、恋こいしさよりも苦い気持ちが湧わきあがる。

「食事の時間は最高の楽しみであると同時に、最低の地じ獄ごくでもあったわ。母さまのためにいっぱい残さなくっちゃって思うのに、飢えって怖こわいわね、あと一口、あと一口って無意識に食べちゃうの。でもね、食事のまえに水をがぶ飲みしてがんばって残しても、母さまはひどく怒おこったわ。おまえが食べないならば食べない！　なんて言って鬼おにみたいな顔するんだもの」

　思えば、母だけでなく父もきっと瘦せていたのだろう。父だって家族に食事が行き渡わたるよう、残してくれた。顔はヒゲに覆われ、ゆったりとした服を着ているからわからなかっただけで。

　ふたりとも、明花や弟のために飢えに耐たえた。

　それこそが両親の誇りだったのだろうと今は思う。

　両班としての地位にしがみつこうとしたわけではなく、誇りのあり方を、大人としての矜きよう持じをその身でもって教えてくれた。

　ただ、誇りを理解するには明花は当時まだ幼かった。つらかったのだ。

「私、いつか自分が母さまを殺してしまうんじゃないかって思ってた。私のこの口が、匙をにぎる手が、空腹をうったえるおなかが、母さまを飢えさせ死なせるのよ。──だから父さまが王宮に行けって言った時よろこんだわ。私ね、ほとんど家のためじゃなく、母さまのために宮女になったの。この口がなければ母さまの食事は増えるでしょ。俸ほう禄ろくは米だから、それを送ればもっと食べてもらえるし」

　母はごはんをしっかり食べているだろうか。幼かった弟はどれほど大きくなっただろう。

　それらの想おもいを笑え顔がおの下に隠す。

　明花は宮女になったのだ。家族のもとにはもう戻もどれない。

　前向きに生きていくしかないのだ。この墻垣へいの中で。

「…………すまない」

「え？」

　なにが？　と聞きかえそうとしたが、それより先に朱ジユ玉オクが自じ虐ぎやく的に表情を歪ゆがめた。

「立派な親おや御ごさんです。うらやましい」

「やだ朱玉さん、お世辞でもそんなこと言ってはダメですよ？　世の中みんなズッコケます」

　朱玉の父は礼楽、祭事、教育などの実務をつかさどる礼曹らいぶの判書ちようかんだ。位にして正二品。これ以上立派な親なんて何人いるか。

　しかし朱玉は聴ききたくないとばかりにまつ毛を伏ふせる。

「立派とは？　ああいうのを佞ねい臣しんというのです。反面教師としては優ゆう秀しゆうですが」

　ぎょっとする。王に目で尋たずねれば、放ほうっておけとしぐさで返された。

「親、か……」

　王は感かん慨がい深げにどこか遠くを見やる。かと思えばなにか思いたったように身を起こし、膝ひざを打った。

「なあ、海はどうだ？　どこまでも広く美しい。こんな晴れた日には日差しを照り返してまばゆく輝かがやく」

「海？」

「見た事ないか？　俺が住んでいた土地からは海が一望できたんだ。海はいいぞ。四季折々、一日の時間帯によっても色がちがう。見ていて飽あきない雄ゆう大だいな美だ」

「うーん。ごめんなさい、海は見た事ないの」

　見た事があるのはせいぜい内ない廷ていを通るせせらぎと池くらいだ。海はおろかきちんとした川すら明ミヨン花フアは知らない。

「真しん珠じゆや珊さん瑚ごとか、美しいものを生むっていうのは知ってるんだけど、海自体の美しさはわからないわ」

　わからないものを図案化するのは難しい。洗せん濯たく池も天気がいいときにはきらきらと光っているが…………。

（ん、きらきら……？）

　明花の頭のなかで、ひとつの図案が閃ひらめいた。

　海だ。音を立てて絶え間なく波がおこり、光を弾はじいてまばゆく輝くという海。

　見た事はないので想像上の海だ。

「決まった！　材料を手配しないと！」

　あっけにとられる王や朱玉たちを置いて、明花は日差しのもとへと飛び出した。
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　きのうの天気とはうって変わり、かわたれ時はけぶるような雨につつまれていた。

　ことしの梅雨は早いのかもしれない。朱玉は気き鬱うつなため息を吐ついた。

　雨は嫌きらいだ。

　雨は亡なき主あるじを思い出させる。

　あの輝かしい主と出会ったのも、そして別れたのも雨の中。今にも落ちてきそうな空の下だった。

「…………凜ルムさま」

　韓ハン凜ルム。昨年崩ほう御ぎよされた先代十四代王こそが、朱玉が心より忠誠を誓ちかい人生をささげた王だった。

　出会ったのはほんの子どものころ。

　高官の子であった朱玉と志ジ芳バンは当時世セ子ジヤだった凜の友人として選ばれ、東とう宮ぐうでともに遊び、共に学んで育った。

　凜は穏おだやかで心優やさしく、聡そう明めいな世子だった。その友人であることは朱玉の誇りだった。

　世子はつね常にまぶしく、彼の光は将来この国をくまなく照らすだろう──そう信じて疑わなかった。

　朱玉は軽いめまいを覚えて、槐えんじゆの大木に背を預ける。そのひょうしに戦チヨル笠リプにたまっていた雨が流れ落ちた。

　運命が狂くるいだしたのはいつからだったのだろうか。それともはじめから幻げん想そうの上を歩いており、描えがいていた未来など夢のまた夢でしかなかったのか。

　虚きよ弱じやくを理由に成人してもなお黄フアン氏の『垂すい簾れん聴ちよう政せい』を受けつづけていた父君、十三代王が突とつ如じよとして崩御され、凜は八歳を迎える前に王となった。

　もちろん幼い王に政治が担になえるはずもなく、とうぜんの形で玉座の背後には御み簾すが下ろされ続けた。

　それから凜は壺つぼの中だった。そう朱玉は思う。

　鯉こいは滝たきをのぼり龍りゆうになるという。朱玉にとって凜はまさしく龍となれる神童だった。だがしかし、鯉は狭せまい壺の中に閉じ込められ、滝をのぼることなど許されなかった。壺を蓋ふたしていたのは大王大妃だ。かの女じよ帝ていは王を閉じこめた壺に座り、この国を牛ぎゆう耳じっていた。

「……『垂簾聴政』が明けるまで──か……」

　凜が朱玉と志芳に言っていた言葉だ。今は耐えよ。余は父とちがい虚弱ではないゆえ、成人すれば必ず御簾は払はらわれる。そうなるまでの辛しん抱ぼうだ、と。

　朱玉と志芳はそれならば、と時間のかかる科挙文科ではなく、若いうちに確実に合格でき、早く王のそばで働ける武科をめざして励はげんだのだ。

「明けなかったけれどね」

「……志芳」

　いつの間にかそばに立っていた友人に驚おどろく。志芳は足音や気配を殺すのがうまい。今もぼんやりしていたとはいえ全く気がつかなかった。

「凜さまの言葉だろう？　でも『垂簾聴政』の御簾はいつまでも下りたままだった。それどころか、実権を取り戻そうとしたあのお方は始末されてしまった。それも最低に不ふ名めい誉よなかたちでね」

　凜は公式には伏せられているが、腹上死とされている。はらわたが煮にえくり返る思いだ。

　亡くなったのは、大王大妃の親しん戚せきの娘むすめとして従一品貴人の座をあたえられた後フ宮グンの寝しん殿でんだった。顔合わせ以来話しかけたこともなく、かけらとて愛してもいない娘の褥しとねで、のどをかきむしった苦く悶もんの姿で息絶えたのだ。

　それは昨年、凜が実権を、そして玉ぎよく璽じを取り戻そうと反黄氏派の官かん吏りたちに根回しをはじめた矢先のことだった。

　あまりの悔くやしさにくちびるが震ふるえる。

　志芳はそんな朱玉の肩かたをそっと叩たたいた。

「そんな顔しない。あんな思いを二度としないために私たちは動いているんじゃないのかい？」

「ですがそのための手がかりは失われてしまいました。これでははたして『揀カン擇テク』に間にあうか否いなか……」

　大王大妃は高こう齢れいだ。いずれ肉体は土に還かえり魂たましいは昇のぼっていく。

　だが黄氏一族の席せつ巻けんはそう簡単には覆くつがえらない。大王大妃の意思を継つぐ娘が王おう妃ひとして送りこまれてくれば、内廷はひきつづき支配され、黄氏の系けい譜ふが王家にすりこまれていくのだろう。

　この国を正常に戻すのなら、黄氏一族を排はい除じよしなければならない。その大きな一手を手に入れたと思ったのに、それは一夜のまぼろしだった。

「送りこまれてくる娘を主上が籠ろう絡らくしてしまえば、もう少し時間が稼かせげると思うのだけれどね」

「無理です。主上はあなたとちがいます。それにまっすぐな女性がお好みのようですから」

「李イ明花の事かな。あれはまっすぐというかなんというか。猪ちよ突とつ猛もう進しんっていうのかな。まあ、嫌いじゃないけれど」

　志芳は思わずといった笑えみをこぼす。朱ジユ玉オクは驚いた。女性を単なる情報の塊かたまり、もしくは汚お物ぶつとしか思わないような男が、女性の話題でこんな表情をするとは。

「なにを驚いているんだい？　きみだって彼女の存在を認めているじゃないか。傑けつ作さくだね、泣きもわめきもせず、潰つぶされる指の数を尋ねたんだって？」

「あれには肝きもが冷えました」

　──何本でございますか。

　耳をうたがう言葉だった。暴力に屈くつせずまっすぐに女帝を見あげたその背中。

　肝が冷えたと同時に鳥とり肌はだが立ち、胸が震えるような興奮があった。

　あの姿を目にしたのが三人の中では自分だけだと思うと奇き妙みような悦よろこびすら湧わく。

「認める……そうですね、認めています。確かに私も、嫌いではない」

　両ヤン班バン二人と王をまえにして、彼女は泣きつかない。助力を乞こわない。

　小指をかけた巾きん着ちやく製作も、図案を自分で作りその材料の手配もひとりで行った。なんでも巾着の表面に薄うすく加工してある夜光貝を波のごとく貼はりつけるのだという。針チム房バンの倉でちょうどよく立派な夜光貝が見つかったとよろこんでいた。

　さあ行こう、と槐の幹から背を離はなした。そろそろ夜勤組と交替の時間だ。




　だがその日、王とともに香雲閣を訪おとずれた彼らは信じられないものを見た。

　李イ明ミヨン花フアのもとに運ばれてきた夜光貝は、なに者かの手でことごとく粉ふん砕さいされていたのだ。
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「なんで、こんなことに…………」

　ぼう然とする。

　きのう倉で見つけたとき、夜光貝の加工板は五つ、どれも明花の手のひら大の大きさだった。

　それが今日になり香雲閣に運ばれてくると、櫃ひつのなかですべて粉々になっていたのだった。

　ちょうど様子を見にやって来た王たちも櫃を覗のぞいて絶句する。

（……どうしよう……）

　体の力が抜ぬける。いちばん良い部分を小さく楕だ円えん状に切りとり、それらを魚の[image: 鱗]うろこのように巾着の表面にいくつも縫ぬう予定だった。上部一か所だけを糸で縫いつけ、揺ゆれることで光を弾くように。

　だがこれでは細かすぎる。これでもかと粉砕された夜光貝のかけらは、大きくても明花の指先ほどしかない。

「ほかの夜光貝を手配しよう」

　王は厳しい顔で立ちあがる。けれどそれを明花は止めた。

「無いの。貝かい殻がらそのまんまのはいくつかあるんだけど、加工済みで質がいい物はこれしか無いのよ」

　巻き貝の状態から磨みがいて板状にとなると別な部署へ依い頼らいしなければならないうえ、時間が圧あつ倒とう的に足りない。

「私の家に同質のものが無いか調べてこようか？　倉になくとも商人に手配することはできるかもしれないよ」

　志芳がさりげなく明花の手を取り、手相をなぞりながら言う。

　それを払いのけ、きっぱりと断った。

「いいえ。志芳さんのご厚こう意いによるものでも、それでは聞ムン家に借りをつくることになります。承スン恩ウン尚サン宮グンの借りは王の借りにもなりうる。いけません」

「この破は片へんはもう使えないのですか」

　朱玉が櫃の中の破片を見ながら訊きく。

「……図案とは仕上がりが異なってしまいますが、使えないことはないです。ただ、これを使おうとするならまず破片の質の良しあしを選別し、それからふちを丸く研とがなければいけません」

　間にあわないのだ。納品期限はもう今日の日にち没ぼつだというのに。

　王たちは沈ちん鬱うつな顔で櫃を見おろす。明花はうなだれた。

　きのうは素材の手配でついやしてしまった。だがそのぶん巾着の絹にこだわったつもりだった。表面は揺れる夜光貝のほんの隙すき間まから見える程度だけれど、それでも光こう沢たくのすばらしい物を用意した。極限まで淡あわい海色だ。倉の奥で眠ねむっているのをなんとか見つけることができた。

　内側は天あま色いろだ。明花は見た事がないが、王が言うに海は空をうつして青をたたえるのだという。これも色にむらの無い良い生き地じを見つけることができた。

　糸も、細く、けれど十分な強度のあるものを。本体と装そう飾しよく用で二種用意した。

　あとは口を締しめる紐ひもだが、これは生地とおなじ二色を用いて自分で編みあげた。昨晩から夜明けほどのあいだのことだ。満足して仮か眠みんをとったのがいけなかったのだろうか。もっと早くすべての素材をこちらに運びこんでいれば……いや、きのうのうちに持ってこればよかったのだろうか。

　わからない。どうしたらいい。

　どうしたら……。

「──ああもう！　悩なやむまえに手を動かせっつーのよ！」

　自分の両ひざをうつ。

　そうだ。悩む時間は無む為いだ。時間がないのだからとにかく作業をすすめなくては。

　明花は床ゆか板いたに生地を広げ、型紙をあてた。

「明花……」

　王が躊躇ためらいがちに声をかけてくる。明花は顔をあげもせずにその先をさえぎった。

「なにを言うつもりか知らないけど、ダメよ。これは大王大妃さまと私の問題。王が口を挟はさむことじゃない。手を貸すなんてもっての外だわ」

「だが」

「大だい丈じよう夫ぶ。さっき朱玉さんがいいこと言ったわ。こうなったらこの破片を使うしかないのよ。もったいないし」

「日没に間にあうのか……？」

「間にあわせるしかないでしょ！　時間なんて気合いでなんとかなるもんよ！」

　廁かわやと食事を極力削けずればいいのだ。

　それでも間にあわなかったときには覚かく悟ごするしかない。

（小指だけで済んだんだから嘆なげくことじゃないわ。全部潰されるよりマシ！　良いほうに向かってる！　大丈夫、大丈夫……）

　それでも。

　一度逃のがれ得た恐きよう怖ふにふたたび立ち向かわなくてはならないというのは、思いのほか恐おそろしいことだった。
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「どうです？」

「まだ識別すら終わっていない」

　朱玉に訊たずねられ、隣りん室しつの明花のようすに首をふった。

　生地の準備は終わり、そこに夜光貝を縫いつけてから全体を仕上げる。そう明花は言っていたが、この様子ではやはり日没には間にあいそうになかった。

「私たちが手伝えればよいのですが」

「悔くやしいが俺たちにそんな技術はない。俺たちの立場を考こう慮りよの外に置いても、素人しろうとの助力などあいつは決して受け入れんだろう」

　そういう仕事への頑がん固こさは嫌きらいじゃないが、手をこまねくしかできない立場としてはもどかしい。房へやからも集中したいという理由で追い出されてしまっている。

「犯人の方はどうだ、志ジ芳バン」

「当時倉周辺の警備にあたっていた内侍ネシが腹痛で持ち場を離れていたとか。内侍は食事か水かになにか盛られていたのでしょう。その隙すきに侵しん入にゆうして夜光貝だけを狙ねらったとなると、大王大妃による妨ぼう害がいと考えたほうが有力かもしれませんね。あるいは、針房の者による悪質な嫌いやがらせという可能性も」

　志芳が言うと、朱ジユ玉オクも同意をしめした。

「事の発ほつ端たんは針チム房バンの不良品でしたが、その咎とがから明花さん……李イ尚宮が朴パク尚宮をかばった際、朴尚宮の態度は褒ほめられたものではありませんでした。感謝もせず、ただ冷たく当たるばかりで」

「ああ、もともとやっかみを受けていたのだったな」

　針房尚宮の見習いしごきは有名だ。そこに輪をかけて明花だけが目をつけられていたという報告を以前に受けた。

「──主上、どちらへ？」

「針房に行く。誰だれか手を貸してもらえないか頼たのんでみる」

「ですがそれは……」

　朱玉と志芳は困こん惑わくしていた。わかっている。もし針房の者が犯人だったなら、手伝いに招き入れるのは危険だと。故意に不良品をつくられてはたまらない。

「だが、このままというわけにはいかないだろう……っ」

　にぎりしめた手がわなわなと震ふるえた。

　李明花。彼女の小指が潰つぶされる。

　想像しただけで頭の奥が沸ふつ騰とうしてしまいそうだった。

　瘦やせこけて日に焼け、長年の厳しい労働が見て取れる少女。それでも決して媚こびず、おもねらず。勝ち気で生意気なところもあるが、なによりまっすぐで優やさしい。

　今回も、針房尚宮を助けようとしたのにあんまりだと泣きつくこともしなかった。

　彼女の優しさは見返りを求めない。そうしたいからしただけだと、彼女の中だけで完結している。それが誇ほこり高く好ましいと、自分はそう思うのだ。

「よけいなことをしたと明ミヨン花フアに叱しかられてもかまわん。俺にはこのくらいしかしてやれることがない」

　権力を持たない王など笑い草だ。お飾かざりとして玉座に座る自分には、大王大妃を止める力は欠片かけらもない。──いや、それはちがう。止めることはできる。不可能ではない。だがそれは、彼が背負ってきたものすべてを台無しにする行こう為いだ。それだけは今、選べない。

　なんと不ふ甲が斐いなく情けないことか。

　赤あか珊さん瑚ごの件ならば、大王大妃に私財をなげうって貢みつぎ物を送ればなんとでもなっただろう。だがこれは。この件は、明花がすでに大王大妃直々に目をつけられているのだ。

「守ると言ったのに……！」

　悔しさに奥歯をかみしめると、じゃりとどこかが欠ける音がした。

「……安心いたしました」

　朱玉がほんの少し安あん堵どの表情を見せた。

「大王大妃に直じか談だん判ぱんに行くなどと仰おつしやったら、いかにお止めしようかと考えておりました」

「それができない俺は腑ふ抜ぬけか」

「いえ、賢けん明めいかと」

　そうだ。先代、朱玉たちの主あるじは大王大妃に逆らおうとして始末された。おなじ轍てつを踏ふむわけにはいかない。情けないが、たとえそれが明花のためであろうと堪こらえなくてはならない。

　自分には、この国を取り戻もどすという大きな使命が託たくされているのだ。

「俺は本当に不甲斐ないな」

　王はふたりを従え香雲閣を出ようとし、石階段で足を止めた。

　霧きり雨さめの中、垣かき根ねの向こうからきれいに整列した宮女たちがやってくる。

　その数十四、率いているのは針チム房バン尚サン宮グン朴氏だ。

「おまえたち、なにをしに来た」

　志芳が前に出て尋たずねる。朴氏一同は深く頭を下げた。

「恐れ入ります、殿でん下か。わたくしどもは仕事をしに参った次し第だいです」

「仕事……」

「左様にございます。王室の縫ほう製せいは針房が職責。ヨムナンひとつといえども、門外の者にまかせたままというわけには参りますまい！　失礼！」

　王たちが道を空けると殿でん舎しやに駆かけあがる。

「媽マ媽マ任ニム！　なにか……」

　戸と惑まどう明花を尻しり目めに朴尚宮は図案をぶんどり、針房の内ナ人インたちに素す早ばやく指示を出す。

「ほら明花、アンタもぼうっとしてんじゃないよ！　あたしたちが夜光貝の選別と研けん磨まをやる、アンタはそれをさっさと縫ぬっちまうんだよ！　急ぎな！」

「は、はい！」

　まだどこか事態をのみこめていない様子の明花が、あわてて針をにぎる。

「この図案、いいじゃないか。大王大妃さまもきっとこのできに驚おどろかれることだろうよ」

　朴尚宮がどこか気まずげに、けれども誇らしげに胸をはる。

　明花は驚きに目を見張り、そして潤うるませた。

「媽媽任」

「きのうはあまりに自分がみっともなくてね、素す直なおに礼が言えなかった。自己犠ぎ牲せいを払はらおうっていうアンタの姿勢にも腹が立ったしね……。でも、ありがとう明花。今度はあたしがアンタを助ける番だ」
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　明け方からのしのつくような雨は、朝食を終えたころにやみ、空はからりと晴れた。

　濡ぬれた月台ろだいにおりると、ほのかに甘い風に包まれる。

　明花は堪たん能のうするように深く息を吸い、うんと伸のびをして手を開く。

　あれから数日が経たった。

　小指は無事だ。

　ヨムナンは針房尚宮たちの助力のおかげで時限に間にあい、粉ふん砕さいをまぬがれた。大王大妃はしぶしぶながらではあったが仕上がりに納なつ得とくしてくれたのだ。

（手て前まえ味み噌そだけど、よくできてたもんなぁ）

　夜光貝をめちゃめちゃにされたときには終わったと思ったけれど、結果、図案よりずっと細かい装そう飾しよくになり、かえって美しくなったと思う。かすかに揺ゆれるだけでもしゃらしゃらと虹にじ色いろに輝かがやくのだ。

　いい仕事をしたあとの気分は明るい。

　…………はずなのだが。

　明花はしゃがみこみ、すっかり畑らしくなった庭を眺ながめる。豆や紫し蘇そ、瓜うりがにょきにょき芽をのばし、植えられた花木が青々と葉を茂しげらせていた。

　だが、これを植えた当人はここにいない。

　昨夜、小指粉砕の一件が片づいたのを見届けると、しばらく行けないが元気にしているようにとの言葉を残して内殿へと帰って行った。

　そう。〝帰って行った〟のだ。

　この香雲閣はあくまで承スン恩ウン尚サン宮グン李氏の住まい。王の住まいは内殿にある。その内殿の中に、王の寝しん殿でんと王おう妃ひの寝殿がある。明花には容易に入ることのできない場所だ。

　まるで対等であるかのように接することを許されても、それはあくまで〝許されている〟にすぎない。

　明花と王とのあいだには、まぎれもない身分という大きな壁かべが立ちはだかっているのだ。

　それを痛感した。

　なにより、『揀カン擇テク』がついに前段階へと突とつ入にゆうしたのだ。両ヤン班バンの娘むすめたちに禁きん婚こん令が下り、書類による事前審しん査さがはじまった。面接が行われるのは十日後だという。

　王は大王大妃の意向で決められる王妃にあまり良い感情を抱いだいていないようだったが、なんにしたって正式な妻だ。それだけでなぜか胸がざわつくような心地ここちがした。

「やだな……私、結局ただ待つ人になってるじゃない」

　あきれるしかない。そうはなるまいと思っていたのに、どうしてこんな気持ちになってしまったのだろう。

（それに、朴パク尚宮の言葉……）

　──アンタ、香雲閣の宮女を入れ替かえてもらった方がいいよ。

　一件が落着して針チム房バンへと帰る時、朴尚宮がそう明花に耳打ちしてきた。あの言葉をどう受け取ったらいいのか整理できていない。

　志ジ芳バンや朱ジユ玉オクたちは夜光貝の件を大王大妃の手の者か、あるいは針房の誰だれかという見かたをしているらしいが、朴尚宮は明花の下で働く宮女を疑っているのだという。

　そんなバカなと一いつ蹴しゆうしたいが、あの時の朴尚宮の真しん剣けんな表情がそれをさせてくれなかった。

　自然と顔がうつむいてくる。それがいやで、さっそくはしごを持ち出した。今日で屋根掃そう除じも終わりだ。

「ちょっと、李イ尚宮。いかにも元気ないって顔してるのに屋根になんて登る気？」

　声をかけてきたのは美ミ成ソンだ。

「そんな顔してるかな？」

「そのごまかし方、わざとらしいわよ。今朝もずいぶん食事残していたもの。もうずっとそう。あなたどういうつもりなの」

　怒おこった口調に聞こえたので、あわてて否定する。

「おかずが多くて食べきれないだけ。でもちゃんと食べてるわ」

「そのわりにごはんは山盛りで食べたじゃない」

「ごはんとおかずは別腹よ」

「意味がわからないわ！」

　もはや不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともしない美成に困ってしまう。

　でもそれと同時にどこかうれしくもあった。明ミヨン花フアが食事をなるべく多く残すのは二番膳ぜん、三番膳、さらに下の者たちに食事が行き届くように願ってのことだが、それを知らない美成が明花の食欲を心配してくれていることに、ほんわりと胸があたたかくなる。

「なににやにやしてるのよ！」

「してない。──あのね、美成。屋根に上がるまえにちょっと一いつ緒しよにお茶でも飲まない？　殿下にもらった菓か子しがあるでしょ？」

「…………お恵めぐみなんていらないわ」

「え……」

　美成の低い声に面めん食くらった。

「美成？」

「なんでもない。それより李尚宮、公主さまのノリゲを直していたじゃない。あれ、本当に公主さまにきちんと返した？　私、妙みようなところで見かけたんだけど」

「え、確かに手て渡わたしたけど……」

　翡ひ翠すいを失い、母妃が残したときの形とは少し異なってしまったけれど、それでも公主はよろこんで受け取ってくれたのだ。

　けれど美成は「そう？」と首をかしげる。

「じゃあ私が見たのはなんだったのかしら。洗せん濯たく池に落ちていたのだけれど」

「洗濯池!?」

　もしやと思った。後こう苑えんで王が見つけたときも、池に誰かが捨てていたと言っていたのだ。

（まさか、また誰かに嫌いやがらせを……？）

　いても立ってもいられず、明花は駆かけ出した。

　許せないという怒いかりが湧わく。明花のことを舌足らずに「みょんは、みょんは」と呼ぶ幼い公主の姿を思い出す。孤こ独どくに震ふるえる小さな彼女によくもそんな非道なまねができるものだ。

　裳チマをまくって走り、ついこのあいだまで暮らしていた宮女たちの職場に入る。針房と繡ス房バンのあいだを抜ぬけ、ゆるやかな坂を下ったところが洗濯池だ。

「どこ、どこに……！」

　朝のひどい雨のせいか、まだ洗濯する洗セ踏ダツ房パンの宮女もいない。まぶしく日差しを反射する水面を目を皿のようにしてさがした。

「どうだった、明花」

　美成は遅おくれてやってきた。明花のように行ぎよう儀ぎ悪わるく走るわけにはいかなかったのだろう。

「美成！　どこ、どのあたりに!?」

　もどかしくなってじゃぶじゃぶと池に分け入る。

「ねえ美成、どのあたりで見たのか──」

　中ちゆう腰ごしでの問いは言い切ることができなかった。

　ざぶん、と鼻から口から水が入ってくる。

　驚おどろいて叫さけぼうとした口からさらに水を吸い込んだ。

（なに、な、にが…………っっ！　くる、し……）

　なにが起きたのかわからないまま明花は必死でもがいた。

　池だ。池の中に顔が沈しずんでいる。

　吸い込んだ水にむせる。咳せきこめば、さらに藻も臭くさい水が深く入り込んだ。苦しい！

（み、美成助け……て、美成、美成！）

　近くにいるはずの友人に心の中で助けを叫ぶ。

　けれど、もがく右手が無意識につかんだ物にハッとした。

　──手だ。

　誰かの手首。明花の頭を水中に押さえつけるなに者かの細い手首！

（美、成…………？）

　驚きよう愕がくにすっと胸が凍こごえた。

　激しい耳鳴りがして、意識が霞かすむ。

　暴れる水音が静かになり、ぼわんとこもったような声が池の中に届いた。

「──あんたなんて…………あんたなんてこの世から消えてしまえばいい！」

　心が砕くだけ散る思いがした。

「誰がどう見たって私の方が……このっ、どうしてあんたなの！　私のなにがあんたに劣おとってたって言うのよ！」

　言葉が刃やいばのように胸を引き裂さく。

　信じられなくて、信じたくなくて、このまま意識を手放した方がいいんじゃないかとすら思った。

　この状じよう況きようから生きようとすることは美成と向き合うことだ。

　それはなによりも恐おそろしいことに思えた。

（…………………………でも、ごめん）

　美成の手をつかんでいた指を離はなした。

　息苦しさで霞む意識の中、必死に自らの襟えりをまさぐる。

　うまく動かなくてもどかしい。

（──私、死んであげるわけにはいかないの！）

　母も弟も仕送りを待っている。

　それに、王。

　国を想おもい、けれどもただ伏ふして期を待つしかない王。

　侮あなどられ、軽視され、それでも瞳ひとみの奥に強い炎ほのおを燃やし続けている王。

　朝ちよう廷ていは女じよ帝ていの物。内廷すら彼の物ではない。彼は孤独だ。

（あの人を、今はひとりにできないから……！）

　カッと目を見開き、手にした『武器』を美成の手に突つき刺さす。

　悲鳴とともに美成の手が離れ、重い泥どろを這はうようにもがいて体を起こした。

「ごほっ、ごぼ、ごほ……っ」

「明花ぁああっ！」

　美成が鬼おにの形相でつかみかかる。

　あえぐように新しん鮮せんな空気を吸いながら、明花は逆に美成の胸むなぐらをつかみ返した。

「……もう、やめなよ……！」

　こうして面と向かえば明花の方が圧あつ倒とう的に力が強い。至チ密ミルで礼儀正しく上品に仕事を習っていた彼女と、針房であらゆる雑用を背負わされながらしごかれてきた明花とでは体のつくりがちがうのだ。

　美成は敵意みなぎる目で明花を睨にらむ。

「そうやって私を偉えらそうに見下さないで！」

「美ミ成ソン……」

　美成はぐしゃりと顔をゆがませる。愛らしい花のようだったかんばせは見る影かげもない。

「どうして私があんたの世話をしなくちゃなんないのよ！　私よりなにもかも劣るあんたの世話を、この私がっ」

　言い返す言葉が見つからなかった。

　花のかんばせ、珠たまのごとき白い肌はだ、細い首に白魚の指、ふくよかな胸にまっすぐな髪かみ、楚そ々そとした所作。すべて彼女にはあり、明花にはないものだ。

　美成はなにもかもが輝かがやき、対する明花はなにもかもが彼女に及およばない。それは事実だった。

「当てこすりのように内ナ人インの服なんて着て！　食べ物をさもお情けのように残してみせたりして！　恵んだつもり!?　冗じよう談だんじゃないわっ！　私がどれだけみじめな思いをしたか!!」

　言葉もまなざしもすべてが明花をうちのめす。

　考えもしなかった。美成がそんなふうに感じていたなんて。

　唐タン衣イを着るのは好きじゃなかった。あまりにきれいで、自分には不相応だと思ったから。

　食事を残したのはみんなに飢うえて欲しくなかったから。──でも、それが彼女を傷つけていた？

「……ごめんなさい」

「謝るな！　まるでこっちが悪いみたいじゃない！」

　力では勝てないことを知ると、美成はわっと泣き出した。

「至密尚宮ママニムは言ったのよ！　本当は針チム房バンに配属されるはずだった私をあんたと取り替かえたのは、私の方が器量がよかったからだって！　私ならいずれ必ず王の承スン恩ウンを受けられるから、至密に引っぱってきたんだって！」

　そうか、と思う。父が至密の宮女になれるよう手配してくれたはずなのに、針房に配属された理由はそういう事だったのだ。納なつ得とくしかない。美成は入宮当時から愛らしい魅み惑わく的な少女だったから。

「ねえ明ミヨン花フア、私がどれだけの大おお恥はじをかいたかわかる!?　内ない殿でんを出るとき、媽マ媽マ任ニムがどんな目で私を送りだしたか！　交こう換かんなんてしなければよかった、ハズレを引いたって顔！　これだけお膳ぜん立だてをして王のそばに置いたのに気のひとつも引けなかった魅力の無い女だと嘲あざける目！」

　涙なみだを拭ふいてやろうとしてひっかかれる。

「あんたなんてちょっと痛い目でも見ればいいと思った！　夜光貝だって割ってやった！　なのになんなの!?　結局針チム房バン尚サン宮グンまで味方につけて……あんたってなんでそう、公主さまも殿でん下かも朴パク尚宮も、みんなあんたばっかり好きになる…………どうして……！」

（ごめんなさい）

　泣きじゃくる美成に心の中で謝るしかない。

（本当は寵ちよう愛あいなんてない。承恩なんてない。あなたが劣っていたわけでもないし、私があなたに勝まさっていたわけでもない）

　ぐらぐらと視界がまわる。

　どこか遠いところから男性の声が聞こえ、ばしゃばしゃと水しぶきが上がった気がする。

　霞んだ目に見えたのは美成の驚愕にひき攣つれた顔、明花を抱だきあげる確かな腕うで。

「大だい丈じよう夫ぶか、明花！」

　聞きなれた声にこくりとうなずくと、安あん堵どのためか急激に瞼まぶたが重くなる。

（私はただの、ハリボテの承恩尚宮なの……）

　目を閉じるその瞬しゆん間かんまで、明花は彼を見つめていた。
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　手が重い。そして暑い──いや、熱い？

　なんだろう。

　ふしぎに思って目を開けかけて、心のどこかがそれを拒きよ絶ぜつした。

　……目覚めたくない。目覚めて現うつつに戻もどるのは、怖こわい。

　もう少しこのまどろみの中にいてもいいじゃないか。眠ねむりの中では誰だれも傷つかず、誰を傷つけることもない。

　けれど意識を揺ゆり起こそうとするのはその熱さだった。汗あせばみそうだけれど、つい求めてしまうような心地ここちよさ。

　なんだろうと考えて、ああと思う。これはきっと王の手だ。彼が明花の手をにぎっている。

　手の熱がうつったのか、冷え切っていた胸に温かさが点ともった気がする。

　じんわりと熱く、そしてどこか切ない。

　殿下、もう少しだけ眠らせて？　そう思ったとたん、新たな感かん触しよくが加わった。

　おなじくらい熱い、けれど手ではない。とても柔やわらかな感触だ。

　それはゆっくりとなぞるように手のひらを上り、指先へと移動する。薬指と中指に触ふれたかと思うと──、

「痛ぁっ！」

　驚おどろいて跳はね起き、絶句した。

　灯とう燭しよくに妖あやしく照らし出された優美な王。挑ちよう発はつ的に笑えむその口もとには明花の手。

　添そい寝ねした王が明花の右手をにぎり、甘く歯を立てていたのだ。

「なんだもう起きたのか、もったいない」

「ぎゃあ──っ！　この変態破は廉れん恥ちもうサイテ────っ！」

　ぶんぶん手をふって明花は叫さけんだ。

「って言うか待って待ってどゆこと!?　これはいったいどういう状況!?　ななななんで布ふ団とんがふたつ!?」

「ふたつあってなにが悪い」

「なにもかも悪いからっ！」

　薄うす闇やみのなか、王が体ごと近い！

　明花の反応を楽しんでいるのか、王は意地悪げな顔で笑む。その笑んだ時の吐と息いきが額にかかって、明花は声にならない悲鳴をあげた。

（ここここの人、体温だけじゃなく吐息まで熱い……！）

　心臓の鼓こ動どうが痛い。もう視線まで熱い気がして、明花は逃にげるように頭まですっぽりと布団にもぐりこんだ。

（そ、そうだ、寝よう……！　うん、寝る！）

　そして、起きたらなにもかもが夢でしたで終わるのだ。

　…………そう、なにもかも。

　思ったとたん、考えまいとしていたすべてが波のように押し寄せた。

　高鳴っていた鼓動が静まり、のどの奥にぐっとなにかがせりあがる。

　こらえようと奥歯を強くかみしめたけれど、せき止めきれなかった感情が目から涙となってほろりとこぼれた。

　ひとつこぼれてしまうとあとはもう止まらない。

　嗚お咽えつをこらえて泣く明花を、布団ごしに王の腕が抱だきしめた。

「────すまなかった。俺のせいだ」

「ちがう！　なにに謝るの!?　あなたが謝るべきは乙女おとめの指に歯をたてた事でしょ！」

「それは……謝らない。おまえは俺の承恩尚宮だから。だが、そうしたのは俺で、それが無ければ今回のことは起こらなかった」

「それを辞やめたいって言ったら？」

　王は黙だまった。言葉の代わりにさらに強く抱きしめてくる。

　体温の高い王に抱かれた布団の中は暑くて、その暑さが心地よくて、さらに涙がこぼれた。

「辞めたいの。私、あまりに分不相応すぎたわ。高位につくには矜きよう持じも教養も、なにもかもが不足しすぎてる。だってまだ見習い宮女だったのよ！　こんな事になるだなんて思わなかった！」

　おなじ日に王宮に入り、所属こそちがえど美成はいつもなんだかんだと明花の世話を焼いてくれた。ときに礼れい儀ぎにうとい明花を叱しつ責せきし、宮女としての身の処し方を助言し、小言を言いつつもおなかをすかせた明花のために食べ物を恵めぐんでくれたりもした。

　どうしてこんなことになったのか。

　考えれば考えるほど自分に問題があった気がしてならない。

「内ナ人インの服を着れてうれしかったの。銀刺し繡しゆうの唐タン衣イを喜んだんじゃないわ！」

　でもそれがいけなかった。下で使われる身からすれば、美しく着き飾かざった主でなければ納得できなかったのだ。容よう貌ぼうも身なりも。あきらかに格下の人間の世話をするのは実は屈くつ辱じよく的なこと──そんなことも知らなかった。

　上に立つものには高い誇ほこりと威い厳げん、そして美が必要なのだ。

　ひとしきり叫ぶと頭がくらくらした。息苦しくて顔を出すと、そこでは王が待ちかまえていた。ふたたび布団にもぐろうとすると上うわ掛がけを引っぺがされる。

「ちょっと！」

「隠かくれるなよ。涙くらいぬぐわせろ、俺がおまえを泣かせたんだ」

「ちがう！」

　上掛けへとのばした手を取られた。彼を押しのけようとしたもう片方の手も。

　隠れることも耳をふさぐことも許さないとばかりに、王は明花を褥しとねへと押しつける。その動作は強ごう引いんではあるけれど優やさしくて、明花への労いたわりに満ちていた。

　決して力任せではないのに、胸の中のなにかが痛い。

「俺がお前を巻きこんだ。こんな事にさえならなきゃおまえは何年かあとに立派な針房内人になり、いずれは針房尚宮までのぼりつめただろう。見ろ、この寝ね間ま着き。端はしの処理をしたのはおまえだな？　まえに着ていた寝間着とは、袖そでや首回りの縫ぬい目の肌はだざわりがちがう。ていねいで確実な仕事だ」

　明ミヨン花フアは黙った。複雑な感情の嵐あらしだった。仕事を認めてもらい、褒ほめられたことは純じゆん粋すいにうれしい。けれどもその仕事道を奪うばったのもこの男だった。

　胸の中ではさまざまな痛みがぐるぐると渦うずを巻いている。どうにかなってしまいそうだった。

「俺がおまえを泣かせた。そしてこれからもそうなのかもしれない。俺は……おまえを針チム房バンに戻してやることができない。……できたとしても、そうするつもりはない」

（そうよね……）

　今度は別な涙があふれそうだった。

　王にはなにか思おも惑わくがあるのだ。一服盛ってまで持ち物を検あらためるくらいだ。針房に戻すはずがない。

　わかっているのに。彼の言葉があまりにも優しく甘く聞こえるものだから、なにかかん違ちがいをしそうになる。それがつらくて苦しいのだ。

　おとなしくなった明花の手を放し、王はそっと涙なみだをぬぐってくれた。明花はその熱い手をただ視線で追う。気づいた王が、困ったように笑んだ。

「痛かったか？　俺の手は武骨だから、悪かったな」

「ううん……そういうのじゃない」

　明花は離はなれようとする王の手をつかみ、しげしげと眺ながめ、確かめるように触れた。

「なんだよ」

「あなたの手、硬かたくて節くれだってて、爪つめがでこぼこ変形してる。──これは……労働を知らない手ではないわ」

　志ジ芳バンや朱ジユ玉オクたち武官の手ともちがう。これは常サン人インの手だ。ワラを綯ない、水を汲くみ、畑を耕す農民の手。

「そういえば、鍬くわの使いかたも板につきすぎてたわね」

「………………ああ、だろうな」

　手を放すと王はごろんと仰あお向むけになり、長く息を吐はいた。

　十五代王は遠とお縁えんから急きょ王となるべく王宮に戻もどされたという。あまりに傍ぼう系けいのためにすでに市し井せいにまぎれて暮らしており、文字の読み書きという初歩的な教育すら──これについて明花は懐かい疑ぎ的なのだが──受けていないと言われている。彼について明花が知っていることと言えばその程度だ。

　王は暗い天てん井じように右手をかざす。

「俺は去年まで農民だった。といっても血筋はまちがいないぞ。祖父は十一代王の異母弟だ。ただ、賢さかしすぎた。王やその側近らに疎うとまれ濡ぬれ衣ぎぬを着せられて西せい華か島に流る刑けいになったのさ。俺は王宮のおの字も知らずに西華島で生まれ、畑を耕して育った」

　西華島、と明花は口の中でくり返した。誰だれもが知る王族の流刑地だ。

「西華島は貧しかった。まあ刑けい罰ばつなのだから豊かに暮らせるはずがないのは確かだが、酷こく吏りがはびこり、あらゆるものが搾さく取しゆされる毎日だった」

「じゃあ、ご両親は今も西華島に……？」

「死んだ。母は俺を生んだあと産さん褥じよく熱ねつで。父は栄養失調で視力を失い家にこもっていたが、俺が五つのときに野犬にやられた。祖父はとうに土の中の住人だった」

　言葉がなかった。産褥熱は珍めずらしいものではなかったが、父君の栄養失調での失明は衝しよう撃げきだった。王族でありながら飢うえ、医い療りようを受けることもできず非ひ業ごうの最さい期ごを遂とげたのか。

　しかもその後、ひとり残された彼がどれほどの苦難を歩んだのか。それを思うとどんな言葉も出てはこなかった。これは王族が歩むべき暮らしではない。まさに貧しい農民のそれだ。

「──なあ、明花。俺はわかるぞ」

「え……？」

　王はふたたび明花の方へと体を向け、少しさみしげに、けれども柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「俺は麻あさのぼろをまとって育った。夏などほぼ裸はだかも同然だった。だからな、堅かた苦くるしい袞コル龍リヨン袍ポは嫌きらいだ。おまえが唐衣に馴な染じまなかった気持ちはよくわかる」

　明花は息をのんだ。

「食事もな。おまえのようなもと両ヤン班バン家庭とはちと事情がちがうが、俺の父は食事のとき、必ず俺の碗わんの中に雑ぞう炊すいがきちんとよそわれてあるかを手で触ふれて確かく認にんした。自分のじゃなく、俺のだぞ。俺が父のために遠えん慮りよすることを許さなかったんだ。──なあ、親というのはそうだろう？　飢えようとも、光を失おうとも、親とは子を大切にするものだ」

「王……」

　王は武骨な手で明花の髪かみを梳すいた。その手が、とても美しいと思った。

「後こう悔かいしているな？　あの美ミ成ソンという宮女に否定されて、自分というすべての価値観を後悔せずにはいられないのだろう」

「だ、だって、私が……」

　髪を梳いていた指が、今度は明花のくちびるをふさぐ。

「もうやめろ。おまえのしたことはなにも悪いことではなかった。おまえは絹の唐衣に驕おごらず、この香雲閣の小主あるじとして宮女の食を心配し、大切にしただけだ。なにを後悔することがある？　おまえのその心は親から受け継ついだものだろう。否定するのは親の心を否定することだ」

　美成……。

　止やんでいた涙が再びあふれた。

「誇れ。おまえを否定するな。俺はありのままのおまえの心根がとても美しいと思う」







　それから明花はしばらく泣いた。

　けれど、美成の誇りにもっと配はい慮りよできていたら……と悔くいることはあっても、自分の価値観を、ひいては自分自身を否定する気持ちは治まったように思う。

「………………あの……ありがとう」

　泣くことに夢中で、気がつけばすっかり王の胸を借りていた。しかも王は王で、すっぽりと明花を腕うでのなかに囲っている。

「あ、あの、王!?　ちょっと苦し……熱……！」

「なんだ、もういいのか残念」

　ざ、残念って!?

　明花はぎょっとして、解放されると同時にごろごろ転がって距きよ離りを置く。それを見て王は可笑おかしそうに笑った。

「──ん？　なんだそんなに俺の顔見て。いまさらながらにこの美び貌ぼうに気がついたか？」

「ちがうわ。名前……」

　明花は自分の布ふ団とん一式を房へやのすみまで引っぱりながら言った。

「いまさらながら、は名前よ。私、あなたの名前を知らないわ」

　王は片手をついて頭を支えながら、うれしそうに目を細めて見せた。

「やっと訊きいてくれたか。待ちくたびれたぞ」

「待ちくたびれたって……だって王さまの名前よ？　無礼講といえどもさすがに不敬じゃない」

「でも知りたくなった、と」

　ためらいながら、明花はうなずいた。すると王は満足げな顔で手招きをする。耳をよこせと言っているのだ。

　なんでせっかく離れたものを近づかなきゃならないのか、と思いつつも、王の名なら密ひそやかに知るべきかとも思う。

　迷った挙げ句、明花はそっと王のそばに寄り耳をかたむけた。

「──眞ジン」

　吐と息いきのような声が耳みみ朶たぶにかかる。名を聞こうとしただけなのに顔が熱くなった。

　恥はずかしくて、顔をそらしたまま彼の名をはじめて口にする。

「ねえ、眞」

「なんだ？」

　名を呼んだだけなのに、眞はくすぐったそうに笑う。思わず明花も微笑んだ。

「民たみの苦労を知るあなたなら、きっといい王さまになるわ」

　今はまだ、お飾かざりの王だ。実権を持たず、大王大妃とその一族がこの国を動かしている。

　でもきっと、時は来る。

　明花はそう思うのだ。眞や志芳たちが密かに動いているなにかも、おそらく玉座奪だつ還かんに関するものだと、そう思える。

「俺は無学で字すら読めないという話を聞いたことは？」

「あるけど、私には信じられない。それにもしそうだとしても、字が読めないけれど民の苦労がわかる王と、字は読めるけれど一族の繁はん栄えいしか頭にない黄フアン氏とでは比べるべくもないじゃない」

　大王大妃はこの墻垣へいの中の世界しか知らない。民は見えず、民の命というものを知らない。

　けれど王は──眞は墻垣の外で育ち、民とおなじ目線で国を見てきた。日々搾取され失われていく儚はかない命の営みをその目で見てきた。

「私、なにもできないけど応おう援えんしてる」

「……やはり親子だな。昔、允ユン式シクにもおなじことを言われた」

　──え？

　その名に、一いつ瞬しゆん思考が止まった。それからじわじわと戸と惑まどいが湧わいてくる。

「待って……なに？　親子？　允式って……私の父さまがなんですって？」

　困こん惑わくした。混乱だろうか。

　眞と父は面識がある？　話をしたことが？　どうして、どこで、いつ、なぜ……？

「……いや、噓うそだ。なんでもない」

「なんでもないってなに？　今確かにあなた、私の父さまの名前を出したじゃない！」

　眞の肩かたをゆする。けれども彼はもう、決して口を開こうとしなかった。

　さらになにか言おうとしたとき、外から慌あわただしい足音が響ひびき、ふたりは顔を上げた。

「主上！」

　朱ジユ玉オクの声だ。

　眞は立ちあがり、少しだけ戸を開ける。

「どうした」

「大王大妃になにか不ふ審しんな動きがあります」

「わかった。すぐ行く」

　眞はそう答えると、「おやすみ」という一言だけをのこして香雲閣をあとにした。
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　ひとり残された明ミヨン花フアはとても眠ねむる気にならず、月台ろだいへと下りた。

　月の美しい夜だった。

　月光にぬれる庭に、夜をまとった志ジ芳バンがたたずんでいる。彼は明花の顔を見るとほっとしたように目じりを下げた。

「きみが無事で安心したよ」

「ご心配をおかけしました。もう大だい丈じよう夫ぶです」

「うん。ただね、きみの手には剣けん難なん紋もんがそうとうはっきり出ているから、まあこういうことはこれからいくらでも起こるのだろうけれど」

「剣難紋、ですか？」

「そう。かんたんに言うと剣による災難。この剣とは悪意なども含ふくむから、今回のなんかはまさに剣難のひとつと言える」

　明花は手のひらを広げて見た。剣難紋ってどれのことだろう。

「そういえばはじめてお会いしたとき、天命がどうとか波乱がどうとか仰おつしやってましたね」

「そうだね。きみの顔相と手相はとてもおもしろい。啓けい明めいの運がある。けれど同時に長ちよう庚こうの運も。同時に出るならこれは大波乱の相だ。この大波は渦うずとなるだろう。周囲を巻きこみ、沈しずむ、あるいは昇のぼる。……ああ、やっぱり足がみたいな。少しだけダメかい？」

「ダメです！」

　訊きながら履はき物に触ふれようとするので飛び退のいた。油断も隙すきもない。

「それよりなにかあったみたいですけど、志芳さんは行かなくていいんですか？」

「私はきみの警護を任された。信しん頼らいできる宮女が見つかるまで、内禁衛から交こう替たいで見張りをつけることになったというわけだよ」

　信頼できる宮女という言葉に胸が痛くなる。美成は明花にとって一番の信頼できる宮女だった。

「ああ、そんな顔をしないでくれるかい？　主上から警護にかこつけてきみに触れたりすることがないよう、きつく言われているんだ。慰なぐさめようにも困ってしまうよ」

「……って、さっき履き物を脱ぬがせようとしましたよね!?　破る気満々じゃないですか！」

「あれはつい。悪気はなかったのだけれど」

　悪気なく女性の足に触れようとしないでほしい。

　明花は警けい戒かい心しん剝むきだしでさらに距離をとった。でも落ち込みかけていた気分に少し元気が湧いた気がする。

「あ、良い顔になったね。私のおかげかな」

「まあ、そうです。それに、いつまでもくよくよしていたってなにもはじまりませんから」

　落ち込んだ顔をしていれば同情はしてもらえる。けれど同情で得られるのは自己満足だけだ。明花はそんなものを望んでいない。

　志芳は楽しそうに目を細めた。

「そうだね。じゃあ、たとえばなにをはじめたいのか訊いても？」

「……父について」

　するりと口をついた。

「父について、どうか教えてください。殿でん下かは私の父と会ったことがあるようでした。その事と、私が承スン恩ウン尚サン宮グンに封ほうじられたこととは、きっと関係があるんですよね？」

　思い返せば、はじめて会ったときに眞は「見覚えがあるような無いような顔」と言ったのだ。あれは明花自身に会ったことがあるのではなく、父の面おも影かげに既き視し感かんを覚えていたのだ。

　そのあと名を問われ、宮女になったいきさつを話したことで、李イ明花が李允式の娘むすめだと確信を得たのだろう。

　明花は李允式の娘だからこそ、承恩尚宮の座をあたえられた。

「殿下が政権をとり戻もどそうとしていることは薄うす々うす承知しています。殿下の国に対する強い想おもいも。その殿下が父を知っている、話をしたことがあると言います」

　父は祖父が亡なくなる以前は立派な官かん吏りだったのだと母が言っていた。その頃ころ、眞は西華島だ。王都神シニ陽ヤンにいる父と出会うはずがない。会ったとしたならそれよりあと、父がおかしくなってからのはず。

　だが本当に、父はおかしくなっていたのか。

　本当に、父は立派な官吏の姿を失ってしまっていたのか。

　もしちがうなら、それは……。

　──なにも知らされていないのか？

　以前、眞はそう驚おどろいていた。

　もしかして、知らされているべきことがあったのではないか。父から明花に。なにか大事なことを託たくされるはずだったのではないだろうか。

「ほんの少しまえまで、私の生きがいは針チム房バン尚サン宮グンを目指すことでした。承恩尚宮になってそれを失って……でももし、今私がこの地位にいることに意味があるなら、本来理由があったとするなら、それを知りたい！　父を知って、眞ジンを知って、そして私の役割を全まつとうしたいんです！」

　鳶とび色いろの瞳ひとみが明花の気持ちを量るように眇すがめられる。

　しばらくの沈ちん黙もくののち、志芳は軽く息を吐はいた。

「これはね、主命に逆らうことになるのだけれど、先に口をすべらせたのが主上ならお目こぼしいただけるかな」

　根負けしたように肩をすくめ、志芳はそう苦く笑しようした。

「さて、どこから話すべきだろう。まず断っておくけれど、事の起こりからの大部分、私は当事者とは言えない立場なのでね、ほとんど聞きづてになるけれどいいかな？」

「はい。お願いします！」

　頭を下げる。

　志芳は明花を殿でん舎しやにあがらせ、自分は縁えんに立って外を警けい戒かいしつつ静かに語りだした。

「──話は二代前の十三代王の御み世よにさかのぼる。きみは先々代についてなにか知っていることはあるかな」

「現在の大王大妃さまがお産みになった御み子こで、虚きよ弱じやくを理由に『垂すい簾れん聴ちよう政せい』が行われた……ということくらいしか」

「そうだね。十三代王、号をもって平ピヨン宗ジヨン考王とお呼びする。この平宗考王は即そく位い時、齢よわい十五歳。確かにお体が弱く、虚弱の体質だったというよ。けれどもある説によると、健康状態は即位後、年々良くなっていったらしい」

　ああ、と明花は先を察した。

　これは大王大妃にとって不都合な話だ。聞く事は危険を意味する。だからこそ王は語らなかったのだろう。

「健康になった王が成人を迎むかえる。となれば『垂簾聴政』の御み簾すをはらい、王自身による親政が行われるのが普ふ通つうだ。けれどもそうはならなかった。平宗考王が二十一歳の時、突とつ如じよ体調を崩くずし、それからは意識に障害が出るようになってしまったという。世セ子ジヤはまだ幼く、結果、ひきつづき『垂簾聴政』が必要となった。胸むな糞くその悪い話だね」

　胸糞。確かにそうだ。御簾がはらわれると思われた矢先、王が体調を崩す。こんな偶ぐう然ぜんがあるだろうか。大王大妃や黄フアン氏一族にとってなんとも都合のよすぎる話だ。なにかあった、と思わない方がおかしい。

「それから数年がたち、平宗考王は崩ほう御ぎよされた。この時、官吏の粛しゆく清せいなどで宮中が大おお騒さわぎしていたことを知っているかい？」

「いえ、当時まだ一歳だと思うので」

「だよね。私は当時九歳の子どもだった」

　志ジ芳バンは、「だから最初に言った通り、このあたりは聞きづての話」と断ってからふたたび話を本筋に戻した。

「なんとね、平宗考王は死の間ま際ぎわ、意識を取り戻し、重大ななにかを内ない廷ていのいずこかに隠かくしたのだというよ。……いや、ちがうな。アヘンなど薬の投とう与よで濁にごらされていた意識をどうにか取り戻し、その間に重大ななにかを内廷に隠した、ゆえに始末された。その流れが正しいのだろうね」

　アヘンという単語に絶句した。大王大妃は母親、相手はおなかを痛めて産んだ我が子だ。親が子に、そこまでできるものなのだろうか。

「大王大妃やその一族である高官たちは血ち眼まなこになって、そのなにかをさがした。また平宗考王の意識を取り戻すために動いたとされる官吏や内侍ネシの粛清を行った。それが白か黒かにかかわらず手当たり次し第だいというやり方だったものだから、官吏たちは巻きこまれてはたまらないと逃にげ惑まどい、王都神陽の往来も混乱を極きわめた。まあさすがに私もこの辺りの混乱は覚えているよ。──そんななか、だ」

　志芳は明ミヨン花フアをひたと見すえた。

「孫の出生に立ち会おうと家路を急ぐひとりの官吏が、その大捕とり物に巻きこまれ落馬、のちに命を落とした。掌苑署の官吏だったきみの祖父だ」

　明花はつばをのみくだす。ようやくここで李家が出てきた。孫の出生とはひとつ下の弟の事だ。

　これがどうして父と眞につながるのか。

「掌苑署は工こう曹ぶの属衙門にすぎず、きみの祖父の官位自体も正六品。王と直接の面識も得られない程度の官吏であることから、大王大妃たちもきみの祖父はこの一件とはなんの関係もないただの事故死であるとして処理した。けれどね、じつはきみの祖父こそが、王命を受けて動く重要人物だったんだ」

「え……私のじいさまが？」

「そう。掌苑署、すなわち王宮庭園の清せい掃そう管理が仕事の衙門やくしよだ。どうやら幼少期の平宗考王とは、後こう苑えんの木のうろに漢詩を入れて交こう換かんし合う仲だったらしいよ」

　驚きと感かん嘆たんの息が出る。知らなかった。はじめて聞く話だ。いや、家族にすら秘密の関係だったのかもしれない。

　志芳は話をつづけた。

「きみの祖父は駆かけつけたきみの父君にすべてを託して息を引き取った。託されたのは、平宗考王がいずこかに隠した、大王大妃たち黄氏一族の大罪の証あかしのありかだという。──きみの父君は大王大妃たちの捜そう索さくの目を恐おそれ、逃のがれるため、おかしくなったふりを装よそおった」

　吸い込む息が震ふるえる。

「じゃあ……敬愛するじいさまをよみがえらせるってわめいて、呪じゆ術じゆつに傾けい倒とうして散財したのは……」

「だからただのふりだよ。順を追って説明すると、まずきみの父君は、新たに即位した十四代王凜ルムさまにこの情報を届けることを考え、すぐにあきらめた。そのためには凜さまに接せつ触しよくしなくてはならないけれど、官位が低すぎるし所属する衙門やくしよの格も低すぎる。なにより当時凜さまはわずか七歳だったからね。重大な政局の鍵かぎを渡わたすには早すぎた」

　確かにそうだ。そして自分で大罪の証しをさがしだそうにも、職務上、内廷に入れた祖父とちがって、父は宗簿寺の所属。外朝までしか足を踏ふみ入れることができない。──そこまで考えてハッとした。

　宗簿寺の仕事は王室の族譜かけいずの記録だ。

「……父の立場なら、王宮の外で暮らす王族を調べることはできたんだわ」

「その通り。きみの父君は、次代の王にこれを託すことを考えたわけだ。当時から王族男子は数が減っていて、もし凜さまが世子を残せなかった場合、十五代に選ばれるのは傍ぼう系けいの王族男子であることは想像できたから、決して確率の低くはない賭かけだね」

　父は職場で傍系の王族男子を調べあげ、見つけたのだろう。流る刑けい先で生まれ、生きていくのに手いっぱいという暮らしの、農民同然の王族を。

　学校に通ったこともなく、学師を雇やとう余よ裕ゆうもない暮らし。政治を知るどころか字の読み書きすらできない眞は傀かい儡らいとしてはまさに最適だ。

　選ばれないとしたら十四代王が世子を残した場合くらいだが、現実としてそれは起こらなかった。

「きみの父君は散財するふりをして私財をなげうち、西華島で暮らす主上の生活をなるべく援えん助じよし、学師を雇い、武術の師を雇った。ときには自ら西華島を訪おとずれ、指導したこともあったそうだよ。黄氏の専横によって疲ひ弊へいしたこの国を立て直すのにふさわしい王を育てるためだ」

「それで眞と父さまとは面識があったのね」

「そういう事。まあ私財をなげうったと言っても痕こん跡せきを消しながらだから、ほとんどは中間で搾さく取しゆされたみたいだけれどね」

　納なつ得とくすると同時に、ぞわぞわとした予感がはい上がる。

「……父はこの国にとって重大な鍵を背負っていたんですね。では、その鍵は。今どこに？」

　黄氏の専横は依い然ぜんとして続いている。大王大妃一族はまだ取りのぞかれていない。つまり眞の手にその鍵は渡っていないという事ではないのか。

「わからない」

　志芳は長いまつ毛を伏ふせた。

「きみの父君は慎しん重ちようだった。西華島に暮らす少年が玉座につけるかどうかは、確率が高いにしても賭けでしかなかった。世子が生まれればすべてが終わる。だから彼は、あくまでも玉座の王に鍵が届くよう手配をしたというわけだよ」
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　少しひとりになりたいと言い、明花は房へやにこもった。

　父は玉座の王に鍵が届くよう手配をした、と志芳は言った。万が一、眞ジン以外が即そく位いした場合に備えて。

　眞にあらかじめ情報を渡しておかなかったのは、彼が即位しなかった場合や不測の事態に備えて、彼を巻きこまないようにしたのかもしれない。あるいは情報が漏もれることを恐れたのか。

　そしてここまで知れば、明花にもわかることがあった。

　玉座の王に直接鍵を届ける役目を背負っていたのは、他ほかならぬ明花なのだ。

　王の寝しん殿でんではたらく至チ密ミルの宮女ならば、隙すきを見て王に情報を告げることができただろう。

（だから父さまは身分を落とされるため、詐さ欺ぎを働いたのね）

　両ヤン班バンでは宮女になれない。法でそう決められているからだ。

　だが、そこまでしたのに誤算があった。

　父は土ど壇たん場ばで肝かん心じんな情報を明花に伝えることができなかった。病に倒たおれ、すべては秘されたまま、今に至ってしまったのだ。明花が配属されたのも、実際には至密ではなく針チム房バンだった。

　すべてを知ると、膝ひざから力が抜ぬけた。

　明ミヨン花フアは冷たい床ゆか板いたにへたり込む。

　思い出すのは、瘦やせこけた母。恐ろしい形相で家じゅう漁あさる親しん戚せきたち。なにも知らず、ただ恐ろしい思いばかりをした。

（でもそのすべては、この国のためだった……）

　父は骨の髄ずいまで官かん吏りだった。国を憂うれうひとりの官吏だった。

　自分の人生のみならず、家族を巻きこんだすべてを賭けて。

「それなのになにも知らず、なにもできないだなんて……」

　父の無念を思うと胸が詰つまった。父はとてつもなく重いものを背負っていたのだ。それを下ろすことも託たくすこともできず倒れたとき、どれほどの絶望を味わっただろう。

　さきほど寝ねていた枕まくら元もとに、愛用のテンギがきれいにたたまれてあった。

　これは王宮という塀へいの中で一生を終えることになる明花のため、父が縫ぬってくれたものだ。

　明花はハサミを取り出し糸をていねいに切り、縫い目をほどく。

　これが二重になっていることなどとうに知っていた。なにせ入宮のさい、持ち物のすべては厳しく検査されるのだ。あのときも監かん査さ官がこれに気がつき、糸をほどいた。

「──やっぱりなにもない、か……」

　あるのはただ、娘むすめを思い幸運を祈いのるための吉きつ祥しよう紋もんが刺し繡しゆうされているだけだ。

　拙つたなく、けれども一ひと刺さし一刺しがていねいで、ここに込められている父の気持ちを思うと涙なみだが流れた。

「もう、父さまったらヘタなんだから」

　無理に笑い、涙をぬぐう。

　刺繡されているのは八宝っぽいなにか、瑞ずい雲うん、そして朝あさ陽ひだ。でもこの朝陽と瑞雲が近すぎて、しかも朝陽に使われた糸の黄色が濃こすぎるために、雲に沈しずむ夕陽に見える。

　これを検あらためた監査官にも「これは呪のろいか吉祥か」と苦笑いされたのも思い出だ。

　太陽が沈んだら吉祥にならないじゃない、とつぶやいて、ふと母の口くち癖ぐせを思い出す。

　──明花、つらいわね。でもこれだけは覚えていなさい。長い雨もいつかはやむわ。長い夜だってかならず明ける。

「……明けない夜はない」

　そういえば眞も似たようなことを言っていた。もしかしたら、これは母の口癖ではなく父のそれだったのかもしれない。眞は父を師にしていた時期もあったというから。

　と、そこまで考えて、なにかが頭のなかで閃ひらめいた。

　飛びあがるように立ち、足をもつれさせながら戸を開こうとして、

「──なにごとか！」

　戸ごしに志ジ芳バンの厳しい誰すい何かの声を聞いた。

　外でなにかあったのだろうか。細く細く戸を引いて外を見る。

　見えたのは、月台ろだいの階きざはしに立ち香雲閣を背に守る志芳。そしてたいまつを手にし、庭につめかけた宮女や内侍ネシたちの姿だ。

（あれは、提チエ調ジヨ尚サン宮グンに監カム察チヤル尚サン宮グン？）

　提調尚宮はすべての宮女を取りまとめる女官長。監察尚宮は宮女たちの素行や言動を監かん視しする尚宮だ。それがなぜここにきているのだろう。彼女たちの部下だろうか、見た事の無い内人たちまでいる。

「李イ明花を出してもらおう！」

　提調尚宮が声を張り上げてまえに出ると、階の上で志芳がそれを制した。

「悪いけれど、私は李尚宮をお守りするよう王命を受けているのでね。用があるならばまず私がそれを聞こうか」

　けれど宮女や内侍たちがひるむ様子はない。官位で言えば正五品を持つ尚宮たちの方が志芳よりも格上だからだ。

「用ならば、私が直接聞きます！」

　明花はテンギを棚たなにしまい、戸を開け放って月台へと踏ふみ出した。志芳は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった表情を浮うかべたけれど、ふっと笑う。

「そうだね、きみはそういう性格だ」

　明花は目線で礼を言い、それから階を下りる。

「かような時刻に、いったいなにごとでしょうか」

「李明花。おまえに不ふ埒らちな疑ぎ惑わくが挙がっている」

「不埒？」

「そうだ。李明花は宮女でありながら内禁衛の武官と不ふ貞ていを働いているという情報があるのだ」

　驚おどろき、目を丸くする。不貞！

「……なにをおっしゃるのかと思えば」

「黙だまれ！　おまえに付いていた宮女が証言したのだ！」

　尚宮の言葉に、心がひるんだ。

　李明花付きだった宮女とは美ミ成ソンのことか。

　言葉が出てこない明花に代わり、志芳がまえに出る。

「その宮女というのは先刻嫉しつ妬とにかられて李尚宮を襲おそった者ではないのかい？　なんて信しん憑ぴよう性せいの無い」

「聞ムン武官、お控ひかえを。この毒女にたぶらかされているのは、他ならぬあなたさまという証言なのですぞ。聞家の名に傷をつけられるおつもりですかな」

「私が、だって？」

　眉まゆをあげる志芳に、内侍が一枚の書簡を広げて見せた。

「それに大王大妃媽マー媽マーよりすでに教きよう旨しは下っておるのです。──承スン恩ウン尚サン宮グン李氏の品階をはく奪だつ。王宮を追放する、と」

　王宮を追放……？

「そんな！　お待ちください、それは根も葉もない偽いつわりの証言です！」

「決定事じ項こうである！」

　実家に帰されるなど、冗じよう談だんではない。明花がこのまま追放されれば、父が官吏として国のために賭かけたすべてが無に帰す。それだけはできない。

「どうか大王大妃媽媽に……いえせめて殿でん下かにお会いする機会をください！」

「ならぬ。さあ着がえ、身ひとつで王宮を出るのだ」

　明花は周囲を見み渡わたした。味方は志芳しかいないが、この包囲を突とつ破ぱできる官位も権限も有していない。承恩尚宮の追放ともなれば本来は王の玉命も必要だが、実権をにぎる女じよ帝ていの命に逆らう者などこの場にはいなかった。

「──もしや、知られたのか……？」

　志芳が小声でうめく。

　さきほど語ってくれた、大王大妃一族を一いつ掃そうする政局の鍵かぎを言っているのだろう。

　いいえ、と明花は否定した。

「知られていたならこんなまどろっこしいことをする必要はありません。即そつ行こうで拷ごう問もんにかけられているはず」

　おそらく、美成の話はきっかけにすぎないのだ。明花は先日、針チム房バン尚サン宮グンを助けるために大王大妃に逆らった。それが気に障さわったのだろう。逆らうものは取りのぞく、それが大王大妃のやり方だ。

「さあ、観念してさっさとこれに着がえるのだ！」

　宮女が麻あさの衣ころもを突つきつけてきた。急せきたてるように恰かつ幅ぷくのいい内侍たちがじりじりと迫せまる。

　明花は反はん抗こうしようとした志芳に首をふった。ここで志芳まで反抗的な態度をとるのはまずい。大王大妃に報告され、親衛隊を外れるように根回しをされでもしたらたまらない。

「……わかりました」

　麻の衣を受けとった。まるで罪人のような白い上下だ。

　明花は見張りの宮女とともに殿でん舎しやにいったん戻もどり、衣服を着がえた。それから棚にしまったテンギを取り出し、結ゆい上げた髪かみに結ぶ。

「着がえ、終わったかい？」

　志芳が外から訊きいてくる。

「はい」

「……もしかしたら、これでよかったのかもしれない。実家に帰り、幸せにおなり。塀の中で一生を終えるよりずっと自由だ」

「いいえ」

　明ミヨン花フアはふたたび月台におりる。皓こう々こうとした月つき影かげに、麻の衣服は輝かがやいて見えた。

「なんだ、白しろ装しよう束ぞくも悪くないわね」

　しずしずと階を下り、監察尚宮たちのもとへとおとなしく──

「なんてしおらしくすると思ったら大おお間ま違ちがいよ！」

　宮女たちをくぐり抜ぬけ、走る！

「待て、おまえ自分がなにをしているのか……！」

「わかってるわ！　追放でしょ？　でもそのまえに、恋こい人びとどうしの最後の逢おう瀬せぐらい許してくれたっていいじゃない！」

　自分で言っておいて笑える。自分と眞ジンは恋人どうしなどではない。これはただの口実だ。

（眞に、渡わたさないと！　父さまは私にちゃんと託たくしてた！　父さまがすべてを賭けて託したこれを、絶対に届けないと！）

　父の計画はまだ失敗していなかった。十年もかかってしまったが、父が背負っていたものを王に渡す責務が明花にはある。

（捕つかまってもいい！　王宮を追放されてもかまわない！　だけど、これだけは眞に……！）

　内侍たちが隠かくし持っていた棒をふり下ろす。骨に響ひびくような激痛だった。けれども今、立ち止まるわけにはいかない。

　さらに走り、庭をぬけようとした明花のすそを誰だれかがつかむ。麻が割さける音がした。それでも進もうとする明花の背に容よう赦しやなく棒がふり下ろされる。あまりの痛みに全身が強こわ張ばった。

　やめろと叫さけび内侍たちをなぎ倒たおす志ジ芳バンの姿が見える。いけない。眞にとって信用できる護衛の存在はどうしても必要だ。失うわけにはいかない。

「やめて志芳さん！　うぐっ……」

「いい加減にしろ！　おまえを逃にがしたら私たちが処しよ罰ばつされるのだ！」

　激痛に悶もだえている間に尚宮たちに地面に引きずり倒される。宮女が数人がかりで明花の背にのしかかった。

（……眞に、眞に渡さないと……最後に会って、これを……！）

　そう強く思うのに、打ち据すえられた体は燃えるように熱いばかりで力が入らない。背に乗っている宮女たちを持ちあげることもできそうになかった。

（悔くやしい……！　もっと早く気がついていれば……！）

　痛みよりも悔しさで涙なみだがにじむ。

　そんな明花をみじめだと思ったのか、宮女たちが嘲あざけるように嗤わらうのが見えた。

　もうダメだ。

　あきらめかけた、その時。

「なにをしている」

　夜の宮きゆう廷ていに声が響く。明花は地に伏ふせていた顔を上げた。

　月光が照らす庭。風になびく髪。燃えるような赤琥こ珀はくの瞳ひとみ。

　あかあかと灯ともされたたいまつを掲かかげた親衛隊、そして侍じ従じゆうを引き連れて、荒あら々あらしくも優美な王がやってくる。

「我が承スン恩ウン尚サン宮グンにいったいなにをしていると問うているのだ」

　静かな、けれども怒いかりの燃える声だった。なによりもその神秘の瞳に、荒あれ狂くるう憤ふん怒ぬが見て取れる。

　誰かがつばをのむ音が聞こえ、明花の背に乗っていた宮女たちが飛び退すさった。

　内人も宮女も誰もが首こうべを垂れる。

「明花、大だい丈じよう夫ぶか……」

　明花を助け起こし、眞は痛そうに目もとを歪ゆがめた。まるで自分も痛みを感じているかのような表情に微笑ほほえみがもれる。

「平気。あなたに会えたから」

　心の底からそう言うと眞は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を瞠みはり、それから熱い手でぐっと強く腰こしをさらった。密着した体の熱さにどきんと鼓こ動どうが跳はねる。

「──さておまえたち。我が承恩尚宮を打ち据えるとはいったいどういう了りよう見けんか。世セ子ジヤを身ごもっていたならなんとする。朱ジユ玉オク、ひとり残らず捕とらえよ」

「はっ！」

「しかし、その赤子が誰の子かなどわかりませぬ！　その者には不ふ貞ていの疑いがございます！」

　叫んだのは教旨を手にしていた内侍ネシだ。

　明花の腰を抱だく手がぴくりと震ふるえたのがわかった。

「……内禁衛の武官は内ない廷ていを歩く際かならず複数人、もしくは内侍を伴ともなっておろう。単独で出歩くことはなく、この香雲閣にもつねに人がいる。ふたりきりで不貞などどうやって働くというのか」

　眞は決して声を荒あららげなかった。けれどもそこにふくまれる怒りは確かで、その迫はく力りよくに誰もがひるんだ。

「……い、いやしかし、これは大王大妃媽媽の教旨ですぞ！」

「教旨はあれども玉命は携たずさえておらぬようだな」

「それは……」

　しどろもどろになる。実際の権力を有しているのは大王大妃だが、面と向かって国王に逆らうわけにはいかない。教旨よりも玉命の方が上であることなど明らかだ。

　内侍たちを親衛隊が連行していく。

　ほっと胸をなで下ろして口を開きかけ、明花はくちびるをかみしめた。

　親衛隊の足が止まっている。

　彼らを押し戻すようにしてやってきたのは、大王大妃の一行だった。

「おやこれはおかしなこと。わらわが教旨を下したそれを、おまえたちわからぬかえ？」

　さきほど王がやってきた道を、今度は大王大妃の輿こしがやってくる。まるで神しん仙せんが乗るかのような豪ごう奢しやな輿だ。この世の権勢を誇ほこる女帝の威い光こうそのもののようだった。

「そも、内ない命みよう婦ぶの監かん理りはわらわが管かん轄かつ。王の口出すべきことではなかろ」

　美しい内侍たちの手を借り、大王大妃が降りてくる。身を包む衣装もまばゆいばかりに輝いていた。

「李イ明花といったか。おぬしのつくったヨムナンは良き品であったが、残念じゃ。宮女において不貞の罪は重いぞ」

　残念という言葉とは裏腹に、その老ろう獪かいな顔に浮うかぶのは冷れい酷こくな笑えみだ。

　内侍や宮女たちが膝ひざを折る。場はいっきに大王大妃に味方した。誰もが眞に権力がないことを知っている。

　吞のまれそうになり、短く息を吐はく。

　圧あつ倒とうされてはいけない。あれは本来、王がまとうべき威光だ。己おのれとその一族のためのみに政権を牛ぎゆう耳じる老女になんて、気け圧おされてはいけない。

　眞が大王大妃に反論しようと足を踏ふみだす。その胸にそっと手を置いた。

　明花が今、なにを置いてもやらなければいけないことは決まっていた。

「明花？」

「殿でん下か」

　眞とは呼べない。ここは香雲閣の外。今はだれもが明花の言動に耳を澄すましている。

　けれどそれが明花の背筋をまっすぐにのばさせる。

「よいのです。わたくしは貧しい身ながら、不相応なほどの聖恩をいただきました。これほど誉ほまれに思うことはございません」

　怪け訝げんな目で眞が明花を見おろす。これほど身長差があることを改めて思い知った。彼は人を見下さない王だ。だからこそつねに見上げているという意識がなかった。

　玉座奪だつ還かんの重責を背負い、恥はじをこらえて雌し伏ふくする王。

　労働者として育ち、国を、民たみをその目で見て育った王。

　きっといい王さまになる。その手に実権さえ握にぎれば、国はきっと変わるだろう。

　だからこそ今、大王大妃に逆らってはいけない。今はまだその時ではないのだから。

「お別れです。どうか、わたくしのことをお忘れにならないで。わたくしは殿下をしのぶ縁よすがとして、百里香の花をいただいて行きます。殿下はどうか、このテンギをわたくしと思ってそばに置いてくださいませ」

　髪かみに結んでいたテンギを渡す。すかさず大王大妃の供がそれを奪うばい、検分した。
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「返せ。なにもなかろう」

　眞ジンが鋭するどく言うと、供は大王大妃にうなずいてから眞の手にそれを返した。

　眞がさぐるような目で明ミヨン花フアを見つめている。いつもと様子がちがうから変だと思っているのだろうか。少しおかしくなって、微笑んだ。

「今夜はとても長い夜ですね。けれども必ずや明けましょう。陽ひは昇のぼるものです。父もよくそう申しておりました」

　眞がテンギを持つ手に両手を重ね、力をこめる。伝われ、伝われと心をこめる。

「西の大だい帝てい国こくでは神話の時代、司し羿げいという男が太陽を九つも射落としたと言います。けれども殿下、あなたなら必ずや太陽を沈しずめるのではなく、昇らせることができるでしょう」

　夜明けを呼ぶのはあなただ。

　信じている。だから、託たくす。どうか陽を昇らせて。

「わたくしは大丈夫です。ご心配なさらず、どうか為なすべきことを」
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　間もなく、明花は内廷の西にある雑仕女ムスリ用の門から太テ陽ヤン宮グンを出された。

　月が明るいとはいえ外は闇やみ夜よだ。王宮の灯ともし火びから遠く離はなれ、灯あかりとなるのは実家まで供をするという雑仕女が掲げた小さな燭しよくしかない。

　まあ供というよりは監かん視しなのだろうなと思いながら、明花は夜道を黙もく々もくと歩いた。

　歩きながら、気になるのはずっと眞の事ばかりだ。

　明花はもう塀へいの外。眞はこれからほぼ一生塀の中だ。そして王の動向を塀の外で知ることはできない。正しよう真しん正しよう銘めいの別れだった。

（二度と会うことはない。でも、応おう援えんしてるわ……）

　彼ならきっと大丈夫。託した心もきっと伝わっているはず。心配なんてしなくていい。

　けれど、一歩進むごとに寂さびしいと感じる。この感情はなんなのだろう。

　十年働いた針チム房バンより、香雲閣を離れがたいと感じる。あの建物に未練があるというより、あの場で過ごした眞との時間を恋こいしいと思ってしまうのだ。

　香雲閣を去る時につんだ百里香の花に、そっと鼻をよせる。

　これから香雲閣はどうなるのだろう。あの豆や紫し蘇その畑は。いずれ明花ではない別の承スン恩ウン尚サン宮グンが封ほうぜられ、あの館やかたを賜たまわるのだろうか。

　つきんと胸が痛む。そんな自分に驚おどろいて百里香を取り落としてしまった。

「あ」

　暗闇の中あわてて拾おうとして、明花は動きを止めた。伸のばした指のすぐ先で、藁わら履ぐつが百里香を踏み潰つぶしたのがわかった。

　明花はその足を、そして足の主を凝ぎよう視しした。雑仕女だ。供としてまえを歩いていた雑仕女が、花を足で踏みにじっていた。

「あなた……」

　雑仕女はぼう然とする明花にひとつの巾きん着ちやくを投げてよこす。

　警けい戒かいしながら巾着を開き、その手が硬こう直ちよくした。信じられなくてなんども目を凝こらす。陶とう製せいの瓶へい子じだ。まさかこれは。

「…………賜サ薬ヤク……？」

　王が臣下に死し刑けいを命じるときに使う毒薬だ。この場合、大王大妃による死刑の命令ということか。

「そこまでするの……？」

「するわ」

　嘲あざけるような声こわ音ねに驚き、顔を上げる。

「するに決まっているでしょう？　大王大妃さまの機き嫌げんを損そこねた宮女がどうなるのか、何年もまえだけれど、きちんと教えてあげたじゃないの」

　忘れたの？　と小首をかしげる雑仕女の少女に愕がく然ぜんとした。少女は手燭をかざし、自らの顔を照らす。貧しい身なりに汚よごれた顔……いや、汚れではない。赤黒く腫はれた、殴おう打だのあとだ。

「美ミ成ソン……」

「こんばんは。見て、この姿。私、獄ごく舎しやを出してもらう代わりに雑仕女にされたの。笑えるでしょう？　でもあなたも笑えるわね。正五品の承スン恩ウン尚サン宮グンから、ただの常サン人インですって！　しかも毒薬付きよ！」

　狂くるったように笑う。

「でもね、私はあんたをちゃんと始末して帰れば、配属先を優ゆう遇ぐうしていただけるのですって！」

「始末って」

「やだ、わからないとでもいう気？」

　美成は裳チマの下から短い棒を取り出した。すらりと燭火に光る刃やいばがあらわれて、それが刃は物ものであるとわかる。ぞっと背筋が震ふるえた。

「美成、本気なの？」

「内ない廷ていは足の引っ張り合い。そういうものでしょう？　あんたは私を出し抜ぬいて王の承恩を手に入れた。私はあんたを始末して大王大妃さまに恩を売る」

「出し抜いてなんてない。それに美成が手を汚したところで大王大妃さまは恩だなんて思わない！」

「使えると思ってもらえるだけでいいわ。それがまず一歩なのだもの。そうすればまた次の仕事を託される。そうやって一歩一歩、大王大妃さまの信しん頼らいを得ていくの。いいでしょう？　お飾かざりの王よりもやっぱり実権をにぎる女じよ帝ていにつくべきだわ」

　美成は落ちくぼんだ目で花のように笑う。

「洗せん濯たく池でのこと後こう悔かいしているの。思えば、あんたに嫉しつ妬となんてしなくてよかった。お飾り王の承恩尚宮なんてむなしいだけじゃない。現にあんたはこうして王に守られず女帝に殺されるのだもの」

「お飾りの王じゃないわ。雌伏の王よ」

　震えていた背筋が知らずのびる。

　明花は凜りん然ぜんと美成を見あげた。

「実権をにぎる女帝？　笑わせないで！　あの肩かたにはなにもないわ。からっぽの奸かん臣しんよ。国と民という重圧を背負っているのはただひとり、十五代王韓ハン眞さまだけだわ！」

　大王大妃は一族と権力に妄もう執しゆうするだけの老ろう婆ばだ。あの目に民はうつらない。貧困の国土すら。そんなものを女おんな帝みかどなどとはもう呼ばせない。

　明花の思わぬ迫はく力りよくに美成は鼻白んだようだったが、すぐに気を取り直したように余よ裕ゆうを浮うかべて刃を突つきつけた。

「……ふん、そう思いながら死ねばいいわ。さあ、さっさとその瓶子をあおりなさい！」

「いやだよ」

　はっきりと断ると、美成は耳をうたがうように眉まゆをひそめた。

　明花は強いまなざしでまっすぐに美成を見つめる。

「私、ここで死ぬわけにはいかないの」

　大だい丈じよう夫ぶ、と。眞にそう言ったから。心配するなと言ったから。

　もし将来、彼が安否を確かめようとしたとき、李イ明花はあの晩に死んでいましたというわけには絶対にいかない。

　彼はきっと後悔する。人の命の重みを知る王だから、きっと心に傷を負う。

「眞のためにも死ぬわけにはいかないのよ！」

　叫さけび、刃物を持つ手を跳はね上げて体当たりする。刃物は朴パク尚宮の鞭むちとおなじだ。腕うでをのばして突きつけた状態からは使えない。

　美成が地面に転がり、手燭の火が消える。その隙すきに明花は逃にげ出した。

　美成もすかさず立ちあがって追ってくる。

　走る一歩一歩が内侍ネシたちに殴打された背中の傷に重く響ひびいた。痛がっている場合じゃないと頭ではわかっていても、体は苦痛に悲鳴をあげる。

　無む舗ほ装そうのでこぼこ道は朝の雨のせいでぬかるみ、水がたまっていた。ふらつく明花の足はなんども掬すくわれて転び、泥どろ水みずまみれになりながらなんども立ちあがった。

　水を吸った衣ころもが重い。荒あらい呼吸をくり返す肺は喘ぜん鳴めいをたてた。

「民家の方に行くつもり？　でも残念ね！　この辺りはもう人はいないの！　飢き饉きんがあって無人になったそうよ！」

　美成は嬉き々きと叫ぶ。明ミヨン花フアは怒いかりで胃がちりちりと燃えるようだった。

　飢饉で無人になった地域。王宮からまだそれほど離れていない場所にそんなものがあることを恥はずかしく思わないのか。放置していた為い政せい者しやのどこが女帝といえる。

（眞ジンが言った通り、この国は本当に長いこと闇夜の中を転がっていたんだわ。でも、その夜もようやく明ける……！）

　崩くずれ、傷いたんだ石いし垣がきのあいだを縫ぬうように駆かけ、ひときわ大きな外そと棟むねの内側に隠かくれたが、すぐに見つかった。

「その貧相な白しろ装しよう束ぞく、いくら泥にまみれても月明かりの下では見つけてくださいって言ってるようなものね！」

　肩で息をつきながら美成がにじり寄る。

「できれば毒で死んでほしかったわ。体を損なうのは不孝だもの。でも逃げるあんたが悪いのよ」

　体中が痛い。ふいごのような音を立てる肺はもう破は裂れつしてしまいそうだ。

「死なないって言ってるじゃない！」

　転ぶたびに集めてきた小石を美成の顔に向かって投げる。

「小こ癪しやくな……！」

　美成が顔をかばった隙に、明花は麻あさの上衣チヨゴリを脱ぬいだ。

「麻なんて、ステキな贈おくり物に感謝するわ！」

　泥水を吸って重くなった上衣を鞭のようにふり回し、刃物に巻きつける。そのまま美成の腕を抱かかえ込んで突とつ進しんした。

　石垣に背をしたたかに打ちつけた美成はうめく。上衣で巻いた刃物をその間に取りあげ、遠くに投げ捨てた。

「麻って丈じよう夫ぶよね。ましてや濡ぬれた麻はね。やっぱり絹より好きだわ！」

　美成が暴れないように腕を後ろにまわし、向きを変えさせて石垣に押しつける。

「美成、もうやめよう？」

「馬ば鹿か言ってんじゃないわ！　あんたを殺さずになんて帰れない！　私が始末されるのよ！」

「じゃあしばらくのあいだ、どこか遠くに身を隠したら」

「私はもう雑仕女ムスリ、奴ぬ婢ひなの！　逃とう亡ぼうは許されないわ！」

「心配ない。眞がきっと……」

　明花は言葉をのみこんだ。同時につばも。

（なに……？）

　背後から、明花の首筋には冷たい刃物があてられていた。

「──美成、おまえは失格だな」

　中性的な声だ。声だけでは性別がわからない。

　令ヨン監ガム、と美ミ成ソンがつぶやいた。思わずふり返る。立っていたのは外出着である中チユン致チ莫マクに身を包み、太刀たちを手にした美しい青年だった。

「役に立つというから試ためしてやったが使えぬ。使えぬ駒こまなどは要いらぬのだ」

「まだ終わっておりません、最後の機会を！」

　哀あい願がんする美成に青年は冷れい酷こくな目を向ける。まさに始末する気なのだと悟さとって明花は美成を背に隠した。

「気は確かか？　おまえを殺そうとした女をなぜかばう」

「なぜ、ですって？　理由なんていらないのがわからない？」

「わかる必要もない。死人とこれ以上話をする必要もない」

　青年が太刀を構える。

　背には石垣。美成はもう震えて動けそうにない。そして明花も美成を見捨てて逃げることはできないのだ。

　もうダメか……。目をつむり、強く美成を抱だきしめる。

（眞、ごめんなさい。どうか私のために心を痛めたりしないで……）

　まぶたの裏に、荒あら々あらしくも優美な王の面おも影かげがよぎる。

　と、その時──。

「明花！」

　願望のあまり聞こえた空耳かと思った。切せつ迫ぱくした彼の声。

　同時に、と、という奇き妙みような音が連続して響く。

　おそるおそるまぶたを開けた明花の目に、背をそらしながら崩れる青年の姿が見えた。胸を貫かん通つうして光っているのは矢じりだ。

「明花！　無事か!?」

　ぼう然と目を向ける。月光になびく髪かみ。つい今、まぶたに描えがいたのとたがわぬその顔立ち。

　片箭ゆみを手にした眞が馬に乗って駆けてくる。並んでいるのは朱ジユ玉オクと志ジ芳バンだ。

「眞……」

「間にあった！」

　馬上から飛び降りた眞が明花をきつく抱きつぶす。痛みにうめくとはっとしたように腕がゆるんだ。それでも抱ほう擁ようはとかれない。

「眞、あなたの衣服が汚よごれちゃう」

「かまうものか。一生落ちぬ塗と料りようをぬられても離はなさない」

「な、なに言ってるの……」

　明花はもがいた。

　眞が駆けつけてくれた。その安あん堵どで力が抜ぬけてしまいそうだったけれど、しっかりしなくてはと自分を叱しつ咤たする。

「これほどケガをして……早く香雲閣に帰ろう。医女を待機させてある」

　続いて駆けつけた武官たちが美成を捕とらえ、倒たおれた青年を移送する。

　美成には掛かける言葉が見つからなかった。なにを言っても彼女の誇ほこりを傷つけてしまう気がしたのだ。

　けれどすれちがう時、美成が小さく頭を下げたのはわかった。それだけで十分だった。

「李尚サン宮グン、そのような薄うす着ぎでは……」

　朱玉は顔を赤らめ、みずからの官服を脱いで明花の肩かたにかけてくれた。とはいっても小こ袖そでに重ねて着る袖なしの上着なのであまり意味がないのではと思ったが、その気き遣づかいに礼を言った。

　すると志芳も愁しゆう眉びを開ひらき、明花にねぎらいの言葉をかけてくれる。

　そのまま眞が馬上に押し上げようとするのをあわてて拒こばむ。

「ねえ待って、それよりどうなったの？」

　緊きん張ちようする。

　月の下ではいっそう神秘的な赤琥こ珀はくの瞳ひとみを見つめて問うと、眞はふところから明花のテンギをとりだした。

　明花はそれを見、両手で口もとを覆おおった。

（やっぱり……伝わってた……！）

　父が縫った朝あさ陽ひの刺し繡しゆうは、それを夕陽のように見せていた黄色い糸が取り除かれ、夕陽は確かな朝陽に生まれ変わっていた。すなわち、黄フアン氏を取りのぞき、陽を昇のぼらせる。

　そうして黄色の糸の下から現れたのは二文字。

『露ろ門もん』。

「路門とは王宮の外がい殿でんと内殿をつなぐ門を言うが、これは『路』でなく雨あめ冠かんむりがついた『露』だ。よって露葉堂の門を指していると見て、門の下を掘ほった」

　露葉堂、と口の中でくり返す。

　内ない廷ていのはずれにある建物、現在は孤こ独どくな公主の住まいだ。

「門の下からは補ポにつつまれた玉ぎよく璽じが出てきた。十三代王平ピヨン宗ジヨンは玉璽を隠したんだ。よって現在大王大妃に使われているのはまっ赤な偽にせ物もの。玉璽の偽ぎ造ぞうは族滅の大逆罪だ」

「じゃあ……」

「大王大妃はすでに捕らえた。黄氏一族も続々と縄なわにつくだろう。これでようやく、一国を牛ぎゆう耳じっていた奸かん臣しんの一族が一いつ掃そうされる」

　朱玉と志芳、そして武官たちが膝ひざをつく。

　万ばん感かんをたたえ、眞が笑えみを浮うかべた。

「この国に、ようやく朝陽が昇るぞ」

　東の空からは、いつの間にか暁ぎよう光こうが見えはじめていた。
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「おはようございます！」

　じりじりと焼けつくような快晴。

　数日降り続いた雨はあがり、すっきりとした濃こい青空がひろがっていた。

　明ミヨン花フアは洗せん濯たくの手を止め、小走りでやって来た朴パク尚サン宮グンに元気よく声をかけた。

「いい天気ですね。なんて気持ちいい洗濯日和びより！」

「洗濯日和、じゃあないんだよ！」

　青筋を立てる朴尚宮に首をすくめる。

「まだ寝ねて養生するようにと殿でん下かからあれほど言われて……ああもうこの子は、ほら、湿しつ布ぷがはがれてるじゃないか！」

「もう平気。寝てばっかりいると肩がこっちゃって」

　ぽきぽきと首を鳴らすあいだに洗濯棒を取り上げられた。

「馬ば鹿か言ってんじゃないよ、痕あとが残りでもしたらどうするんだい！　特にその背中だよ！　どうして軟なん膏こうもぬらずほっておいたりなんか……！」

　わなわなと朴尚宮の口が震ふるえる。背中のとは、大王大妃の前庭で鞭むち打うたれたときのものだ。

　眞ジンに軟膏をもらったけれど結局ぬらず仕じ舞まいで、そのまま泥どろ水みずを転げまわったせいですっかり化か膿のうしてしまっていた。

　その他ほかにも内侍ネシたちに棒で殴なぐられたところや、逃にげたりなんだりしてるあいだにできた傷やらで明花は満まん身しん創そう痍いだった。

　言うだけ無む駄だだと悟ったのか、朴尚宮は明花の手を引き強ごう引いんに房へやまで連れ戻もどした。

　花香かおる香雲閣。

　大王大妃一族の粛しゆく清せいからはや六日。明花は今も承スン恩ウン尚宮として王宮で暮らしていた。

　王に実権が戻り、玉命の無い承恩尚宮追放は無効となったのだ。

「ったく、どうせなら傷が癒いえるまで降り続いてくれりゃあいいんだよ。そうすりゃあ少しは殿舎の中でおとなしくするだろう。あたしもアンタをいちいちさがしに行かなくって済む」

「媽マー媽マー、言葉づかいが」

　ブツブツ言う朴尚宮に内ナ人インが指し摘てきする。朴尚宮ははっとしたように口を押さえた。

「つい……。これは失礼いたしました、媽マ媽マ任ニム」

「ううん気にしないで。私もさっきつい、おはようございますなんて言ったし」

　朴尚宮が「媽媽任」と頭を下げた相手は明花だ。明花の復位と同時に、針チム房バン尚宮朴氏は香雲閣つきの尚宮に異動を命じられていた。本来宮女の人事は王おう妃ひが行うものだが、現在王妃も大妃も空席であるため王自らによる命令だった。

「さあ媽媽任、医女が来ております。支し度たくを」

　朴尚宮の手伝いを受けながら手当てのために衣服を脱ぬぐ。下ばきの袴パジ一枚になると、体中の赤黒い痣あざがあらわになった。

「まったく、こんな無茶を。ほんとに痕が残りでもしたら殿下がお嘆なげきになります」

「え？　朴尚宮から針房で受けた鞭むちならすでにうっすら痕になってるけど？」

「そ、それは……！」

「うそうそ。冗じよう談だんよ」

　ばつの悪そうな顔をする朴尚宮に、明花はからりと笑った。

「それにこれって勲くん章しようってやつでしょう？　頑がん張ばった証あかし。眞が嘆くはずないじゃない」

「ミョン……いえ媽媽任。宮女に勲章などいらないのですよ」

　朴尚宮はあきれたようにため息をつく。

　うつぶせに寝転ぶと、医女がひんやりとした軟膏をぬってくれた。明花はこの酢すと生薬が混じった臭においがなんとも苦手だ。しかも軟膏は冷たいのに、ぬり伸のばす指は熱いからくすぐったい。

「ほっといたってそのうち治るのに。お薬だなんて高価なものもったいない……」

「高価？　なにをおっしゃるのです。王妃も大妃も空位ともなれば、現在内廷でもっとも上に立つ女によ人にんは承恩尚宮である貴女あなたさまなのですよ？　その貴女さまが薬を使わなければ他の誰だれも使えないとお分かりですか」

「そっか。『揀カン擇テク』中止になっちゃったんだものね」

『揀擇』の書類審しん査さはすでに終わっていたが、『揀擇』を取り仕切っていた嘉礼カレ都ト監ガムの官かん吏りが黄氏一族として粛清されたこと、また書類審査自体が黄氏一族に有利なように進められていたことなどから中止が宣言された。禁きん婚こん令もすでに解除されている。

　宮女を統とう括かつする王妃の存在は一刻も早く必要だが、大王大妃と黄氏一族を失って朝ちよう廷ていは混乱を極きわめている。百官の整理が落ちつくまではこのままとなるのだろう。

（でも私、なんちゃって承恩尚宮なんだけどな）

　明花は眞が接せつ触しよくしやすくするため、玉璽のありかという重要情報を受け渡わたししやすくするために承恩尚宮の座をあたえられたにすぎない。それに情報を運んだ報ほう酬しゆうという意味合いもあったのだろう。でも、それだけ。

　王の愛を受けていない明花が王の宮女おんなたちの上に立つというのはおかしな話だ。

（一刻も早く王妃さまを決めてもらって、内廷を治めてもらわないと……）

　そう思いつつ、胸の奥がつきんと痛む。

　眞ジンが正式に妻を迎むかえる。

　あの赤琥珀の瞳が誰か知らないご令れい嬢じようを見つめ、胸に抱だく。

　なぜだろう。来たるべきその姿を想像するのがつらい──そんな気がする。さみしいなんて妙みような感情が湧わいてしまうのだ。

（なに考えてるんだろう、私）

　あの夜明けを最後に眞とは会っていない。

　政局が覆くつがえり、朝廷は大おお荒あれだ。玉璽の偽造が明るみに出たことで、それを機に黄氏一族に煮にえ湯を飲まされていた勢力がいっきに反旗を翻ひるがえした。大王大妃およびその外がい戚せき一族の捕ほ縛ばくに奔ほん走そうしてはくれたが、今度は彼らによる朝廷の主導権争いがはじまるのだ。眞はそれらの手た綱づな取りや根回しなどに多た忙ぼうを極めていることだろう。

　そんななか、務めを果たし終えた明花に会いに来る理由もない。

　今後、彼がここに来ることはないだろう。

（私にだけ気を許してくれてた理由もはっきりしたし……）

　宮女たちに対してピリピリしていたというのは警けい戒かい心しんからだ。あきらかな王への軽視や腫はれ物あつかいにも嫌いや気けがさしていたのだろう。

　けれど明花には違ちがった。なにせ『知人の娘むすめ』だったのだから。

　それも眞の生活を支し援えんし、教育をさずけた師でもある男の娘。

（そりゃ目のまえでくつろぎもするわよ。味方の娘は味方って思えるもの。誰が敵かわからない宮中では、こいつは警戒する必要ないなーとか思うわよね）

　はあ、と吐と息いきがもれる。

　もう忘れてしまおう。

　先代王の承スン恩ウン尚サン宮グンのように、日々着き飾かざって王のお渡りを待ち続ける人生なんてまっぴら御ご免めんだ。

　頭をふって、これからの事に思いをはせる。

（──そうよ。私、これからは父さまの代わりにこの国を見守るんだから。国母となられる王妃さまを、尚宮のひとりとしてお支えするの！）

　朝廷を治めるのは王、内廷を治めるのは王妃。

　両廷が平らかであってこそ、国は安定する。

　内廷の事は王でさえ口を出せないのだから、王妃を支えることができるのは宮女だけだ。

　明花はもはや見習いではなく立派な正五品という品階を与あたえられたのだから、それにふさわしい行いをしなくては。

　よし、頑張ろう！

　ぐっと両手にこぶしを握にぎる。

　……けれど、どんなに気合いを入れようとしても、胸のどこかに穴が開いているような気がしてならない。

　打ち消しても打ち消しても、眞の姿が脳のう裏りに浮うかぶ。

「……会いたい、だなんて……なんなのよ、もう……………………眞のばーか」

「誰が、馬鹿だって？」

　──っ!?

　耳のすぐ横で聞こえた声に心臓が跳はねた。

「せっかく薬をぬってやってるのに、悪口を言われるとは思わなかったな」

「眞っ!?」

　ぎょっとして身を起こそうとしたけれど、明ミヨン花フアの腰こしあたりに馬乗りになった眞がそれを押しとどめる。

「おいおい、おまえ裸はだかで起き上がっていいのか？　まあ俺としてはぜんぜんかまわんが」

「は、はだ……！」

「裸」

「きゃあ───────っ！」

　明花は悲鳴をあげた。

「信じらんない出てって出てって出てって！　このスケベ!!　パ、朴パク尚サン宮グン助けて！」

　房へやのすみにさがっていた朴尚宮に助けを求めたけれど、「それではごゆっくり」などと口にして医女とともに出て行ってしまった。そんなバカな！

「じっとしてろ。まだぬり終わってない」

「い、いつからそこにいたのよ！　畑作スケベ王！」

「わりとはじめからだな。──痛くないか？」

　その声が労いたわりに満ちているものだから、ふいに泣きだしたくなる。

「……平気」

「俺が不ふ甲が斐いないばかりに、おまえに痛い思いをさせた。……すまない」

「平気だってば！」

　強く言うと眞ジンは黙だまった。なにも言わず軟なん膏こうの上に湿しつ布ぷを貼はってくれる。

　どうしてこんな態度しか取れないのだろう。自分がイヤになる。会いたかったのに。会えてうれしいってどうして素す直なおに言えないんだろう。

　うまく言葉が見つからないまま施せ薬やくが終わり、背中にふんわりと長衣をかけられる。

「とりあえずそれを羽織ってろ。着がえはあとで朴氏に手伝ってもらえ」

「うん」

「じゃあな」

　別れの言葉に「えっ」と思わず顔を上げた。

　目が合うと、眞はにやりと笑う。

「なんて言うと思ったか？」

「あ、だましたわね！」

　悪い笑え顔がおだ。見覚えのありまくるその表情に、くすりと笑みが漏もれた。

「もう、なにしにきたの？　忙いそがしいでしょ王さまは」

「忙しいからこそ、だろ。本当はもっと早くに来たかったんだが」

　来たかった？　そんなことを言われると切なくなる。

　明花がケガをした責任でも感じているのだろうか。さっきも謝られてしまったが、これは眞のせいではない。父が負っていた使命を明花が果たした結果だ。

　なんだか胸の奥がざわざわとして落ち着かない。

　明花は長衣に袖そでを通して座り直し、会話の接つぎ穂ほをさがす。

「……そういえば捕つかまった大王大妃はどうなるの？」

「あれはもう終わった。廃はい妃ひ、王宮の外に出した」

　そうかと思う。そして眞は口にこそ出さなかったが賜サ薬ヤクを与えたのだろう。生かしておくわけにはいかない。さらなる混こん迷めいを招く恐おそれがある。

　明花は次に美ミ成ソンのことを訊きこうと思って口を開きかけ、やめた。

　王の承スン恩ウン尚サン宮グンを殺そうとしたのだ。大王大妃の命令だったとはいえ、彼女が失しつ脚きやくした以上は決して許されない。

　するともうこれといった話題が浮かんでこなくて、明花は困った。

　庭の紫し蘇そや大豆についてはもりもりと話すことがあったのだが、もう香雲閣に来る予定も無いであろう相手にする話題ではない気がする。

　結局黙りこんでしまうと、隣となりに腰を下ろした眞が口を開いた。

「おまえの弟、勉強頑がん張ばってるらしいぞ」

　────え？

　予想外の話題をふられて、明花はただ目を丸くした。

「志ジ芳バンからの報告だ。きのうおまえの実家を見てきたそうだ」

「そ、そう……」

　それ以外に言葉が出ない。

　弟。一歳年下の、まだまだ幼かった弟。歳が近かったこともあり、明花が畑を手伝うあいだもずっと「ねーね」と呼んでついて歩いた弟。なんでも明花の真似まねをしたがった弟。

　かわいくて、けれどもうっとうしくて、ケンカばっかりした弟。

（そう、なんだ、よかった……）

　あれから十年。いったいどれほど大きく立派に成長したことだろう……！

　聞きたい。けれども聞きたくない。

　明花はもう墻垣へいの外には出られない。顔を見ることも声を掛かけることも抱だきしめることもできないのだ。望郷の念に苦しむくらいなら、知らないままでいい。

　明花が立てた膝ひざに顔をうずめると、その頭を眞の手がぐしゃぐしゃとなでる。

「母親も元気だそうだ。おまえからの仕送りと畑仕事でつつましく暮らしているらしい」

　そう、とそっけない返事だけを返し、洟はなをすする。

　顔の洪こう水ずいがおさまってから、なにごともなかったかのように顔を上げた。

「…………そういえば、玉ぎよく璽じのありかについて母さまはなにも知らなかったのかしら。ねえ、母さまに玉璽のありかを訊いたりはしなかったの？」

　眞はまたしても明花の頭をぐしゃぐしゃにした。

「訊いたさ。俺が直接動くわけにはいかないから、志芳に命じて允ユン式シク宅──おまえの実家を訪ねさせた。それとなく探さぐりを入れさせてわかったことは、允式が亡なくなっていたこと。奥方はなにも知らないこと。そして娘むすめが王宮の至チ密ミル部にいるということだけだった。まあ、至密にはいなかったんだがな」

「そっか、針チム房バンになってたから」

「名めい簿ぼも調べたが、この宮女名簿も酷ひどいもんだった。なにせ大王大妃が少なくない人数をご機き嫌げんいかんで殺すから記録不明、行方ゆくえ不明が多かった。だから俺たちはてっきり、もう允式の娘は大王大妃に始末されたもんだとばかり思っていたわけだ」

　なるほど、そういう事だったのか。

　眞はどこか遠くを見るような目をした。

「允式は立派な官かん吏りだった。この国を憂うれい、ただすためになにもかもを賭かけた。犠ぎ牲せいになったおまえにこんなことを言うのはなんだが、俺は允式のその姿を見て、国を背負うという重責がいかなるものかを学んだんだ」

「母さまも言ってた。立派だったって。正直どこかで半信半疑なところもあったんだけど、今は私も父さまを心から尊敬するわ。──あ、でも詐さ欺ぎを働いたお相手の官吏の方には謝りたいところね」

「それなら不要だ。その『お相手の官吏の方』なら、允式の仲間だ。まあ詳しよう細さいは知らされていなかったようだが、頼たのまれて一ひと芝しば居い打ったそうだ」

　そうだ、という言いかたをするという事はすでに会って言葉を交かわしたのだろうか。

　まあそれもそうかと思う。黄フアン氏排はい除じよにつながる活かつ躍やくをした官吏は功臣として取りたてねば示しがつかない。

「ここからがはじまりなのね……」

　なんだか感かん慨がいにふけってしまう。

　明花はこの数日、なんどか考えたことがある。

　もし眞ではなく、先代がご存命のうちにテンギの事に気がついていたら、と。

　そうすれば先代は幼い公主ひとりを残して崩ほう御ぎよすることもなく、眞は眞で、一国の王といういばらの道を歩まずに済んだのではないか──。

　でもそれは、結局不可能なたらればにすぎない。

　明ミヨン花フアは父からなにも知らされることのないまま入宮してしまった。しかも所属は至密ではなく針房だ。容姿も凡ぼん庸ようで、王と面識を得ることなど不可能だっただろう。テンギの刺し繡しゆうも夕ゆう陽ひから黄色い糸（すなわち黄氏だ）を除くだなんてきっと考えもしなかった。

　今のこの状じよう況きようは、父が病に倒たおれたことで計画が失敗し、それによって奇き跡せき的に眞へとつながった結果にすぎない。

　でも。

「……これが運命ってやつなのかしら。天の配はい剤ざい？」

「じゃあ俺たちの出会いは天命か。悪くないな」

　明花の手に、眞の熱い手が重なった。

　肩かたと肩がわずかに触ふれあって、明花は弾はじかれるように身を引いた。熱い。

「ちょ、馬ば鹿か言わないで！　さっさと『揀擇』再開しなさいよ！　私は天命の王おう妃ひさまを陰かげながらお支えして生きていくんだから！」

　逃にげようとしたのに長衣をつかまれた。

　じたばたする明花を下に敷しき、眞は閉じ込めるように両手をつく。

　笑っているようでいて怒おこっているようにも見えるその表情がなんだか怖こわい。

「今のは聴きかなかったことにしような？　俺の承スン恩ウン尚サン宮グン」

「なんちゃってでしょ！」

「じゃあ恩を受けるか？　今から」

　熱い手のひらが頰ほおをなでる。

　声も出ず、明花はただ近づいてくる彼の赤琥こ珀はくの瞳ひとみを見つめ────、

「なんてな」

　ちゅ、と柔やわらかなものが額をくすぐった。

「驚おどろいた顔も可愛かわいくなくはない」

「…………こ」

「こ？」

「こんのっっっ変態破は廉れん恥ち畑作王！　もうサイテ────────っっっ！」

　香雲閣に平手の音が響ひびく。




　空には高く太陽が輝かがやいていた。








あとがき






　こんにちは、もしくははじめまして。小お野のはるかです。

　デビューから和風、西洋風と書かせていただき、今回なんと韓ハン流風です！

　あ、でも韓流ドラマなんて全然見た事ないよ！　という方にも楽しんでいただけるよう、いやむしろこの本から韓流に入っていただくこともできるようなお話を目指してつくりましたのでご安心ください！

　もともと韓流時代劇好きだよーという方には、承スン恩ウン尚サン宮グン、媽マ媽マ任ニム、唐タン衣イにノリゲ、そして賜サ薬ヤクなどおなじみのワードも登場しますので楽しんでいただけましたら幸いです！

　とはいえあくまでも韓流風です。李り氏し朝ちよう鮮せんをベースにした架か空くうの太テ伯ベク国が舞ぶ台たいですので、どうぞファンタジーとして楽しんでくださいね（と言ってツッコミをかわそうとする私）。

　さて、今回の執しつ筆ぴつにあたっての目標は「甘くすること！」でした。いやあ前回の『氷竜王と六花の姫』が甘さひかえめでしたので、こんどこそという思いで担当さまに「軽く読めるラブコメを書きます！」と打ち合わせで語ってみました。しかし担当さま「あ、小野さんに期待するのはそういうところではなくて」「え……!?」玉ぎよく砕さい！

　というわけでして、当初のノートには「女じよ傑けつＶＳ優やさ男おとこ　スネ毛ヒゲ対決、初夜を断られてもバッチ来い！」とのナゾの文言が躍おどっておりましたが、それらすべては自主的にボツとなりました。

　じっさいにどのような物語になったかはどうか本文でお確かめくださいませ。そしてつくづく「ラブコメには向かない作者ね……」と実感くださいませ（い、いやでもラブ度は上がったはず。上がった……と誰だれか言ってください……）。

　最後に謝辞を。担当さま、今回も作品のためにご尽じん力りよくくださりありがとうございます！　結果ラブコメじゃないほうが肌はだに合うようです。納なつ得とくしかありません！（笑）

　イラストを担当してくださった鈴すずノ助すけさま、ラフ時点でもうウットリするほど素す敵てきな絵！　ただただ大感謝です！

　そして読者の皆みなさま。本書を手に取り、ここまで読んでくださりありがとうございました。まだまだひよっこですが、少しでも楽しんでいただけるよう精しよう進じんいたします（そしてラブ度増やします！　頑がん張ばります！）。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　また、出版に関かかわるすべての皆さまにも感謝を。

　それでは、またお会いできますことを祈いのって。


小野はるか


















電子書籍特典　書き下ろし短編







　明ミヨン花フアは月ろ台だいが好きだ。

　月台は月を楽しむためのものではなく、ここに筵むしろを敷いて座ざし、王命や王妃からの牒ちよう紙しを拝命したりする場、あるいは行事の際に居並ぶための場であったりするのだが、明花は文字通りここで月をながめるのが好きだった。

　月台の階段に腰をおろす。

　石造りの床はひんやりとつめたい。

「月がきれいだな。今宵はいい満月だ」

　夜空を眺めていると、寝ていたはずの眞ジンがおりてきて隣に座った。

「寝てていいのに」

「眠ってはもったいない。明日も早朝から公務だ。気が休まるのはこの時間くらいだからな」

　お飾りではなくなった彼は日々政務に追われている。

　さきほども夕水刺ゆうめしのあとうとうとしだして、いつもなら内殿に帰る時間なのに眠ってしまったのだった。

「起きたなら帰ったら？」

「おまえな……そういうこと言うか？」

　早く休んであしたにそなえたほうがいい。そういう気遣いから言ったつもりだったが、眞は機嫌を損ねたようだった。

「そんなに帰そうとするなら居座ってやるぞ。──酒をもて」

　そう命じられるのを分かっていたかのように朴パク尚サン宮グンが手早く酒器を持ってくる。明花には餅菓子が出された。

「寝る前に食べると太るそうだ。おまえはもっと食べてあの望月のようにまん丸くなったらいい」

「そこまでふっくらしたら衣装の仕立て直しじゃない。いやよ、もったいない」

「仕立て直し歓迎だな。針チム房バンや繡ス房バンにもっと仕事させてやれ、衣装を山のように欲しがった大だい王おう大だい妃ひもいなくなったことだ。王妃の中殿も側室の後宮もからっぽでは仕事が少なすぎて腕がなまるだろ」

　確かに、と思いながら餅を食べる。いま内廷にいるのは明花と幼い公主だけだ。

　でもどうせすぐに王妃や側室たちが入宮してくるのだ。明花がまん丸になるよりもそちらの方がずっとずっと早いだろう。

「…………」

　なぜだか視線が下がる。

　月を見ていられなくなって、明花は庭に茂る豆や紫蘇をながめた。夜の帳とばりのなか、ひっそりと風に葉をゆらしている。

（一緒に種まいたり手入れしたり、ちょっと楽しかったな……）

　一緒に土を耕して、腐葉土や堆肥をすきこんで。手を土で汚しながら笑いあった。

　眞は明花のまえではよく笑う。夏の太陽みたいな快活な笑みだ。

　でももうじきその笑みは遠いものになってしまう。それを思うと月をながめる気分にはなれなかった。

　彼の笑みを受けて咲き誇るのは両ヤン班バンのご令嬢たちだ。百花繚乱のなかに明花はいない。……いてはいけない。

「……どうした？　腹でも痛いのか？」

「ううん、なんでもない」

　笑顔をつくってやけのように餅を食べる。自分でもいまのこの気持ちがなんなのかよく理解できない。

「なんでもないって顔じゃないだろ。コラごまかすな。こっち向け、よく見せてみろ」

「ホントなんでもない」

　眞が顔をのぞきこもうとするので餅をおもいっきり頰張ってそっぽを向く。

「…………そういえば眞って、ふっくらしてる人が好みなの？」

　話をそらそうと思ってふと思いついたことを訊いてみた。けれどなかなか返事がない。

　どうしたんだろうとふり返ると、眞は驚いたように目を瞠って明花を見つめていた。

「……おまえ、俺の好みを気にしてる？」

「ちが……っそういう事じゃなくて！」

「俺はべつに……女の体型なんか気にしてないぞ。安心しろ。ただおまえはもっと健康になったほうがいいというだけで」

　明花はぎょっとして頰を染めた。

「あ、安心しろってなに!?　私はべつにあなたの好みなんて知ったこっちゃ…………」

　明花の肩がふるえた。

　手が。

　眞の熱い手が、明花の手に重なっている。

「眞！」

「帰れとか言うな。……もう少しだけ、ここにいさせてくれ」

　その声があまりに頼りなく聞こえて、明花は手を抜き取ろうとするのをためらった。

　重なった手が熱い。その手を意識すればするほど胸がとくんとくんと音をたてる。

　眞を見れば、彼は熱心に月を見あげていた。つられて明花もふたたび夜空を見あげる。

「……きれいな月だな」

「うん」

　彼は、帰る人だ。内殿という帰る場所がある。香こう雲うん閣かくは彼の住まいではない。

（あなたは、帰る人……でも）

　こうして、ときどき一緒に月をながめるくらいは許されるんじゃないだろうか。

「ほんとに月がきれい。きょうはいい夜ね」

　眞の手に力が込められて、ぎゅっと明花の小さな手をにぎる。

　気がつかなかったふりをして、ただただ大きくなる胸の鼓動を聴いていた。

「────なあ」

「……なによ」

「普通こういうときは目を閉じてこっちを向くもんじゃないのか？」

「はあ？」

　思わず眉根をよせて眞を見て、後悔した。

　優美な王は、はっとするほどに熱っぽい目で明花のくちびるを見つめていた。

　なにを求められているのか理解して、明花は耳までまっ赤に燃えあがる。

「明花、ほらはやく目を閉じろ」

「な、なに言ってんの！　近っ、臭っ、お酒飲みすぎ！」

「こういうことは酒の力も必要だ。ほら摑まえた……っておまえな、王を足蹴にするとはいい度胸だ」

「ちょ、このっ馬鹿力！　いいかげんに……っ、朴尚宮！　朴尚宮助けて！　あ、ちょっとなんで聞こえないふり……！」

　助けを求めたのに朴尚宮はしれっとどこかへ行ってしまった。

「観念しろ」

「するわけないでしょ！　さっさと内殿に帰りなさいよこの破廉恥畑作王────っっ！」

　今宵、にぎやかな攻防をただ月だけが見守っていた。


終
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